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序文

国立大学法人愛媛大学の敷地は、松山市内および愛媛県内各所に点在し、敷地総面積は464ヘク

タールに及び、本部事務局と４つの学部が所在する城北団地には文京遺跡、農学部と附属高等学校

がある樽味団地には樽味遺跡、国際交流会館がある薦子団地には麿子遺跡、教職員宿舎のある北吉

井団地には桑原西稲葉遺跡など、数多くの遺跡が分布している。これまで、愛媛大学では、埋蔵文

化財調査室を設置し、校舎建設や営繕工事等の際、埋蔵文化財への影響度をはかるための試掘調査

を行い、埋蔵文化財が諸工事で影響を受ける場合には、影響度に応じて全面調査、立会調査の発掘

調査を実施してきた。さらに、大学構内における遺跡の有無や精度の高い分布状況を把握する確認

調査を行い、埋蔵文化財の保護に努めている。

こうした発掘調査成果を客観的に資料化し、調査報告書にまとめて公開することによって遺跡の

評価が行われる。ところが、愛媛大学の場合、出土品の多さと頻繁な発掘調査によって、速やかな

報告書刊行を容易に行えない状況にあった。こうした状況を打開するため、2000年に調査室の体制

を再整備し、報告書刊行に向けての整理作業を前進させる一方で、小規模調査である試掘．立会・

確認調査についての報告と全面調査の概要報告を併せた｢埋蔵文化財調査室年報』を刊行してきた。

本書は、その2006年度に実施した埋蔵文化財調査等をまとめた年報である。

本書をまとめるにあたっては、多くの機関・部局・個人の方々から協力を得た。その労に深く感

謝するとともに、本書が大学内外の多くの方々に利用・活用されることを祈念します。

平成20年３月１日
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愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長下篠信行
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１．本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が2006年度に実施した事業、とくに大学構内で実施した試掘・立会・確

認形式で行った小規模調査の成果と全面調査の概要を報告する愛媛大学埋蔵文化財調査室年報であり、愛媛大

学埋蔵文化財調査報告ＸⅧにあたる。

２．埋蔵文化財調査室では、全面調査と構内遺跡確認調査について遺跡ごとに調査次数を付していると同時に、

1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って、立会・試掘形式の小規模調査も含めて、すべての調査に

調査番号を与えている。調査番号は、西暦の下３桁の後に年度ごとの調査順に01からの２桁の通し番号を加え

た５桁の番号で表示している。複数の地点（トレンチ）を調査した場合、調査番号に加えて一の後に地点番号

を付して表示している。

００４０１－４

例

調査年度(西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

調査地点が複数時のトレンチ番号

３．本書では、遺構番号に冠して、掘立柱建物:ＳＢ、竪穴式住居:ＳＣ、溝:ＳＤ，炉跡･篭:ＳＦ，柵列:ＳＡ、水田：

ＳＳ、土壌：ＳＫ，柱穴・小穴：ＳＰ、自然流路：ＳＲ、その他の遺構：ＳＸの記号を用いて遺構の種別を表している。

４．本書で表示した方位・標高数値は、全面調査においては、日本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系第Ⅳ

系にしたがっている。ただし、試掘・立会調査・確認調査で座標系が利用できなかった場合は、調査地点周囲

の平板測量成果を掲載し、磁北を表示している。

５．土色・遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準士色帖』に準拠しているが、本文

中ではマンセル記号は省略した。

６．本書に使用した遺構図は、田崎博之・吉田広・三吉秀充・宮崎直栄が作成し浄写を行った。

７．本書に使用した遺物図は、吉田が作成し、浄写を行った。

８．本書で使用した写真は、田崎・吉田・三吉が撮影した。

９．本書は田崎・吉田・三吉が執筆し、漬田美加の協力を得るとともに、下篠信行の指導のもと、田崎が編集を

行った。

１０．本書に報告した調査に係わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管している。
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

ｌ埋蔵文化財調査委員会

2006年度の埋蔵文化財調査委員会は、2006年７月２５

日(第１回)と2007年２月27日(第２回)に開催された。

第１回埋蔵文化財調査委員会では、施設企画課長か

ら埋蔵文化財調査委員会規程の一部改正とその経緯、

新委員の紹介があった後、施設基盤部長から林和男副

学長（広報・環境・情報担当）が委員長に決定された

旨の説明があった。埋蔵文化財調査委員会の体制は以

下の通りである。

委員長林和男（副学長､広報･環境･情報担当）

委員亀井崇（副学長、総務・施設担当）

委員森孝明（法文学部長）

委員下篠信行（法文学部・教授）

委員松原弘宣（法文学部・教授）

委員曲田清維（教育学部長）

委員川岡勉（教育学部・教授）

委員野倉嗣紀（理学部長）

委員橋本公二（医学部長）

委員高松雄三（工学部長）

委員山之内恵一（本部・経営企画部長）

委員八木修一（本部・財務部長）

委員山地久司（本部・施設基盤部長）

委員長の挨拶の後、2005年度事業報告、2006年度事

業計画、その他の議題が報告・審議された。2005年度

の実施事業については、発掘調査、整理作業、発掘調

査報告書等の刊行と発送、広報・資料の利活用状況、

そして愛媛大学保管・所蔵資料に関する各事業内容が

下僚埋蔵文化財室長から報告された｡印刷物について、

委員長からWeb利用などの可能性が質問され、調査

報告書はデータ容量が大きいことから紙媒体で行って

いること、調査報告書の簡易版をＷｅｂで一部公開し

ていることが説明された。2005年度会計報告では､『文

京遺跡Ｖ－文京遺跡１８次調査一』の刊行できなかった

理由と今後の見通しが説明され、その予算額を2006年

度に繰り越したことが報告された。以上の審議が行わ

れ、2005年度の実施事業・会計報告は了承された。つ

づいて､2006年度実施計画事業については､発掘調査、

整理作業、発掘調査報告書等の印刷・刊行、発送、広

報・資料の利活用の各計画、2006年度予算案について

説明が行われ、審議の後、2006年度の事業計画・予算

は了承された。その他、埋蔵文化財室長から、埋蔵文

化財調査室に保管されている資料の利用がとくに多く

なっていること、松山市文化財専門委員会から文京遺

跡出土資料の公開要望が出されていることを再確認し

た上で、資料公開のあり方と埋蔵文化財調査室の利用

規程について検討したい旨の提案があり､了承された。

第２回埋蔵文化財調査委員会では、2007年度事業計

画について審議された。埋蔵文化財室長から、大学ミ

ュージアム計画の進行に伴い、埋蔵文化財調査室の業

務を、①発掘調査､整理作業（遺物整理と遺物実測)、

報告書・年報作成に関わる業務と、②展示・普及活動

（大学ミュージアム計画に対応する業務、公開講座）

に関わる業務に再構築することが提起され、事業計画

の内容が説明された。とくに、発掘調査については、

耐震補強に伴う改修工事が複数計画されていることが

説明され、これに対応する発掘計画の策定が確認され

た上で、事業計画は了承された。その後、2007年度予

算案について資料に基づき説明が行われ、原案通り了

承された。（吉田）

22006年度の埋蔵文化財調査室事業

（１）発掘調査と整理作業

埋蔵文化財調査室では、毎年度当初、各部局に計画

されている掘削を伴う工事について施設基盤部を通じ

て問い合わせを行い、各工事について埋蔵文化財への

１

影響を判断し、調査あるいは工法変更等の協議を行う

こととしている。この中で、周辺の既往調査の成果か

ら、計画掘削深度で埋蔵文化財に影響がないと判断さ

れたものについては、発掘調査は必要ないことを回答



するとともに、慎重工事を依頼している。一方、工事

によって埋蔵文化財に影響が及ぶと判断した場合は、

工事の規模・埋蔵文化財への影響度を勘案して調査を

行うこととなる。

2006年度には、３９件の調査依頼あるいは照会を受け

（表２)、１５件について調査を実施した（表３)。年度

後半から調査依頼と調査件数が大幅に増えたため、年

度末の業務をかなり圧迫する状況であった。団地別で

は､城北団地で５件､樽味団地で５件､持田団地で２件、

重信団地で１件､畑寺団地で２件である（図ｌ～５)。

調査種別では、試掘調査が２件、立会調査９件、本格

調査３件、確認調査１件である。本格調査は、持田構

内遺跡１次調査（調査番号：00604)、樽味遺跡８次調

査(調査番号:00608)､文京遺跡30次調査(調査番号：

00611）である。また、00612調査は、調査面積が狭い

ために立会調査形式で着手したが、弥生時代の遺構・

遺物に加えて、より下層で縄文時代後期の遺構と遺物

が出土し、調査期間も長くなったことから、３１次調査

として調査次数を付与した。確認調査は、畑寺団地で

00606調査として実施した。

発掘調査報告書の刊行に向けた整理作業として、理

学部総合研究棟改修工事に伴う文京遺跡28次調査出土

遺物の洗浄・注記・接合・復元作業を行った。また、

城北団地工学部校舎新営Ｉ期工事に伴う文京遺跡１２次

調査で水洗した土壌から微細遺物の選別作業を進め

た。出土遺物の実測・製図作業は、情報教育棟新営工

事に伴う文京遺跡25次調査出土遺物と、旧愛媛大学歴

史学研究会保管資料について実施した。年度当初に計

画していた農学部２号館改修工事に伴う樽味遺跡７次

調査出土遺物については、2007年度に持ち越すことと

なった。（吉田）

表12006年度の埋蔵文化財調査室の体制

室長 下篠信行 法文学部教授

田崎博之 法文学部教授

調査員 吉田広 法文学部助教授

三吉秀充 法文学部助手

松原弘宣 法文学部教授

専門員 村上恭通 法文学部教授

川岡勉 教育学部教授

教務補佐員 宮崎直栄

事務補佐員 渡這かおる

技術補佐員 漬田美加 施設基盤部施設企画課

技能補佐員
井手野文江

門田都

２

（２）発掘調査報告書・埋蔵文化財調査室年報の刊行

2006年度には、城北団地で1998年度に実施した総合

情報処理センター新営工事に伴う文京遺跡１８次調査の

正式調査報告書である『文京遺跡Ｖ－文京遺跡18次調

査一』と、2002年度に実施した′情報教育棟新営工事に

伴う文京遺跡25次調査の正式調査報告書である『文京

遺跡Ⅵ－文京遺跡25次調査一』、そして2005年度に実

施した全面調査の概要報告と小規模調査の報告をとり

まとめた『埋蔵文化財調査室年報-2005年度一』を刊

行する計画であった。しかし、2006年度に対応すべき

発掘調査が多く、いずれも年度内に刊行することがで

きなかった。 （吉田）

（３）広報、資料等の利活用

構内遺跡調査の累積により、埋蔵文化財調査室が保

管する出土遺物及び資料は膨大な量に達するようにな

った。もちろん、それらの調査成果の速やかな公開が

促されている一方で、学内外から資料の公開や利用の

要望が少なからず寄せられてきた。埋蔵文化財調査室

では、このような要望に応えるべく、調査成果や埋蔵

文化財調査室に関する広報活動を積極的に進めている

ところである。

１）埋蔵文化財調査室保管資料の活用状況

前年度に引き続き、学内外から出土資料に関する調

査や借用の依頼が多い。教材資料としての利用・借用

依頼、学生・研究者の研究資料としての調査依頼、博

物館等からの出展依頼等である。学内外から78件の出

土品・調査記録の利用を依頼された（表４)。~その内

訳は、学外から56件、学内から22件である。学外から

は、県内21件と中四国地区の20件を中心として関東に

まで及ぶ。大学教員・学生や埋蔵文化財調査機関の調

査研究員や担当者による研究目的での資料調査依頼が

多く、計46件を数える。以外に、特別展示への貸し出

し依頼が、松山市考古館と伊予市教育委員会から各２

件あり、出版社からの資料掲載許可の依頼も１件あっ

た。学内からは、教員による実物教育の教材としての

利用等が１７件、学生・大学院生から研究資料としての

利用が５件である。こうした依頼に対しては、それぞ

れ調整を図りながら、個別に対応している。

２）広報パンフレットの配付

1997年度に作成し２回目の改訂を2005年度に行った

広報パンフレット『発掘愛媛大学』を、各機会に配付

した。2006年度の新入学生に対しては、各学部に依頼
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表22006年度埋蔵文化財調査依頼一覧

依頼

発

施設基盤部施設整備課長

農学部長

施設基盤部長（財務部長発）

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部安全衛生管理室長

教育学部附属中学校長

施設基盤部長（財務部長発）

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部長（農学部長発）

施設基盤部長（財務部長発）

施設基盤部長（財務部長発）

施設基盤部安全衛生管理室長

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部安全衛生管理室長

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部安全衛生管理室長

施設基盤部安全衛生管理室長

法文学部長

法文学部長

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部施設整備課長

施設基盤部長（財務部長発）

施設基盤部長（工学部長発）

施設基盤部安全衛生管理室長

(教育学生支援部教務課長発）

施設基盤部安全衛生管理室長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部安全衛生管理室長

施設基無部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長（財務部長発）

施設基盤部安全衛生管理室長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

工事名

(城北団地）教育学部附属中学校校舎新営工事

計画

(樽味団地）農学部上水道水漏れ修繕工事

(重信団地）医学部および附属病院敷地内の電

柱建て替え工事

(樽味団地）総合研究棟改修工事

(城北団地）弓道場雨水配管修繕工事

(持田団地）教育学部附属中学校校舎新営工事

(重信団地）医学部および附属病院敷地内の電

柱建て替え工事

(樽味団地）総合研究棟改修工事

(樽味団地）農学部空調機アース棒埋設工事

(樽味団地）農学部敷地内の電柱建て替え工事

(城北団地）敷地内の電柱建て替え工事

(城北団地）課外活動第２共用施設東側給水（

ルブ修繕工事

(城北団地）工学部駐輪場舗装工事

(城北団地）第１体育館屋外井水管等修繕工事

(畑寺団地）附属農業高等学校果実収納庫新営

工事

(城北団地）東門周辺植栽工事

(城北団地）教育学部本館１階消火管修繕工事

(城北団地）法文学部敷地内環境整備

(城北団地）法文学部２号館非常階段設置工事

(城北団地）本部他アスベスト対策電気設備改

修工事

(畑寺団地）附属農業高等学校果実収納庫新営

電気設備工事

(城北団地）農学部附属農業高等学校ボイラー

室新設工事

(重信団地）団地敷地内支線増設工事

(城北団地）分子線結晶成長高精度システム設

置工事

(山越団地）植栽（クスノキ）工事

(城北団地）工学部３号館屋外汚水管修繕工事

(城北団地）第一体育館等改修工事

(城北団地）教育学部４号館耐震補強工事

(城北団地）情報処理メディアセンター周辺植

栽工事

(城北団地）交通規制遮断機設置工事

(城北団地）駐車場アスファルト舗装工事

(城北Ｉ [l地）架橋取設工事

(城北Ｉ H地）西側門塀取設工事

(重信地区）敷地内の電柱建替工事

(東長戸団地）東長戸職員宿舎カーブミラー取

設工事

(城北団地）理学部総合研究棟（Ⅱ期）等改修

機械設備工事

(樽味団地）総合研究棟改修機械設備工事

(城北団地）理学部総合研究棟（Ⅱ期）等改修

電気設備工事

(樽味団地）総合研究棟改修機械設備工事

３

対応

試掘調査として00601調査を実施。

立会調査として00602調査を実施。
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周辺の既往調査の成果から、６ヶ所で埋蔵文化財に影響があり、９ケ所は影
｡

響がないと判断。調査必要な６ケ所について、具体的計画の協議を依頼。

本格調査として00608調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

本格調査として00604調査を実施。

立会調査として00607調査を実施。

本格調査として00608調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削範囲は既設建物建設に伴う余掘り範囲

に収まると判断し、調査せず慎重工事を依頼。

立会調査として00603調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。
■■■■■■■■■■■■■ロロロ■■■■＝■■■■■■■■■■■■ロー■ロー■■■■■■■＝■■■■＝■ローーロー■■■－－●画一■■己■■－－－－＝＝＝－＝■＝－ウーーー■－‐－●●凸②ウむし●●●●■ゥ●ｰ●ＰＣ‐むら●●－つ●●●つ●ｰ｡◇●●｡●●←つつ●●◆一一●｡~や｡ ●旬●●‐●｡｡｡‐｡●

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調査せず‘慎重

工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調査せず慎重

工事を依頼。
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立会調査として00605調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調査せず慎重

工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

立会調査として00612調査を実施。
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既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調査せず慎重

工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

立会調査として00609調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず'慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず'慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調査せず慎重

工事を依頼。

本格調査として00611調査を実施。

立会調査として00610調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず‘慎重工事を依頼。

本格調査として00611調査を実施。

立会調査として00613調査を実施。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。
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周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判

断し、調査せず慎重工事を依頼。
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工事地点の１ヶ所は既掘範囲の再掘削、１ヶ所は周辺の既往調査の成果から、

計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判断。残り１ヶ所は、周辺の既

往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響があり、調査必要と

判断。

１０ケ所の工事地点の中で３ヶ所については、周辺の既往調査の成果から、計

画掘削深度では埋蔵文化財に影響があり、調査必要と判断し、立会調査とし

て00614調査を実施｡他は､計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判断。

４ヶ所の工事地点の中で１ヶ所については、周辺の既往調査の成果から、計

画掘削深度では埋蔵文化財に影響があり、調査必要と判断し、立会調査とし

て00615調査を実施｡他は､計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判断。
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既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調査せず‘慎重

工事を依頼。
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図１愛媛大学主要団地位置図（縮尺１/200,000）（平成１７年４月１日国土地理院発行１：２０QOOO松山を加工）
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業
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図２城北団地における2006年度調査地点（縮尺１/3,500）
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図３持田団地における2006年度調査地点（縮尺１/2,000）

して入学式に配付資料に同封してもらっている。また、

新任教職員については、人事課を通じて研修時に配付

している。また、インフォメーションセンターや各学

部窓口等にも配置している。（吉田）

３）Ｗｅｂを利用した広報活動

埋蔵文化財調査室ホームページを通じて、公開講座

「文京遺跡から学ぶ弥生時代のムラの生活』関連情報

や、2006年度に実施した大学構内遺跡の発掘調査情報

を随時公開し、調査室の調査・研究活動の情報発信に

努めている。また、文京遺跡31次調査で３次元カメラ

を用いて発掘調査の撮影を行うなど、文京遺跡をはじ

めとした大学構内遺跡の利活用に関わるコンテンツ作

成を進めている。 （三吉）

６

４）公開講座の開催

前年度に引き続いて、2006年度も法文学部において

文京遺跡を中心とした公開講座を開催した。内容は以

下の通りである。

１１月18日（土）

田崎博之「分銅形土製品一顔を写した呪術具」

１１月25日（土）

吉田広「青い小玉と緑の管玉一身を装う」

１２月２日（土）

三吉秀充「紡錘車一暮らしの中の糸づくり・布づ

くり」

１２月９日（土）

下僚信行「鏡一装いと威信」

１２月１６日（土）

田崎・吉田・三吉「討論一弥生人の装いと呪術」
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業
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図４樽味団地における2006年度調査地点（縮尺１/2,500）
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年度末には、公開講座の内容やアンケートの結果、寄

せられた質問への回答をまとめ、記録集『愛媛大学公

開講座文京遺跡から学ぶ弥生時代のムラ』を刊行し

た。 （吉田）

参加者は必ずしも多くはないが、各回とも実物資料

を持ち込んでの、内容的にも充実した講座を提供でき

たと自負している。公開講座終了後のアンケート結果

も好評で､公開講座の継続的な実施が要望されている。
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申請年月日

2006年

2007年

４月１日

４月１３日

４月１３日

４月１３日

４月１３日

４月14日

４月１９日

４月19日

４月19日
Pｰ申＝□ローローロ■－－■■■■■q

４月20日

４月25日

４月26日

５月２日

５月１０日

５月24日

５月26日

５月27日

５月27日

５月27日

５月28日

５月31日

５月31日

６月５日

６月７日

６月14日

６月20日

６月20日

６月23日

６月24日

６月24日

６月30日

７月７日

７月22日

７月22日

７月22日

７月22日

７月22日

７月23日

７月24日

７月28日

８月４日

８月７日

８月９日

８月１０日

８月16日

９月１１日

９月19日

９月25日

９月29日

１０月３日

１０月４日

１０月５日

１０月13日

１１月４日

１１月６日

11月18日

１１月22日

11月25日

12月２日

１２月５日

12月６日

１２月８日

１２月９日

12月１１日

12月18日

１２月18日

12月25日

１月６日

１月６日

１月６日

１月６日

１月６日

１月12日

１月27日

１月28日

３月１５日

３月22日

３月22日

表42006年度調査室・調査室資料利用一覧
利用者

愛媛大学法文学部・教員

松野町教育委員会や職員

愛媛大学法文学部・教員

愛媛大学教育学部・教員

松山市在住個人（２名）

愛媛大学法文学研究科・修了生
l■■■■■■■ロロロ■■■‐‐■の凸一のｐ③①一●令っ守口●●マーロロロロ■■■■ロロロロ■■■■■■■■■■■‐ゅ‐‐●字写字｡｡●●守l

愛媛大学法文学研究科・修了生

伊予市教育委員会・職員

愛媛大学法文学部・教員

香川県埋蔵文化財センター・職員
侭島大学埋蔵文化財調査室・教員
愛媛大学法文学部・教員

愛媛大学附属中学校・教員

愛媛県埋蔵文化財センター・職員

大阪大谷大学法文学部・教員

宮内庁書陵部・職員

上郡町教育委員会・職員

横浜市歴史博物館・学芸員

北九州市芸術文化振興財団・職員

長野市教育委員会・職員

奈良県立橿原考古学研究所・職員

愛媛大学法文学部 教員

松野町教育委員会 職員

愛媛大学法文学部 教員

愛媛大学法文学部 教員

出雲市教育委員会 職員

今治市教育委員会・職員

鳥取県埋蔵文化財センター・職員

八幡浜市在住個人

福山市教育委員会・職員

出版社（青木書店）

松山市埋蔵文化財センター 職員

徳島県埋蔵文化財センター 職員

山口大学埋蔵文化財資料館 教員

香川県埋蔵文化財センター・職員

山口大学人文学部・教員

広島県教育委員会・職員

広島県教育委員会・職員

愛媛大学法文学研究科・修了生

四国中央市教育委員会・職員

香川県教育委員会・職員

香川県大川広域行政組合・職員

伊予市教育委員会・職員

愛媛県埋蔵文化財センター・職員

山口県立博物館・学芸員

愛媛大学法文学部 学生

愛媛大学法文学部 教員

松野町教育委員会 職員

松山市考古館・学芸員

愛媛県歴史文化博物館・学芸員

伊予市教育委員会・職員

愛媛大学法文学研究科・修了生

愛媛大学法文学部・教員

松山市役所・職員

東京都埋蔵文化財センター・職員

愛媛大学法文学部 教員

愛媛大学法文学部 教員

愛媛大学法文学部 教員

愛媛大学法文学部 教員

徳島県城ノ内高校・教員

徳島大学埋蔵文化財調査室・教員

岡山県古代吉備文化財センター・職員

愛媛大学法文学部・教員

愛媛大学教務課・職員

皇畢館大学・教員

宮崎大学・教員、

愛媛大学法文学部・学生

愛媛県埋文センター・職員

四国中央市教育委員会・職員

香川県埋蔵文化財センター・職員

香川県教育委員会・職員

徳島大学埋蔵文化財調査室・教員

松山市考古館・学芸員

今治市教育委員会・職員

松野町教育委員会・職員

愛媛大学法文学部・学生

愛媛大学法文学研究科・大学院生

愛媛大学法文学部・学生

利用資料

鷹子遺跡・樽味遺跡出土資料

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京 宣跡１０次調査出土資料

文京 貴跡出土資料

埋蔵文化財調査室所蔵ＩZl書

埋蔵文化財調査室所蔵Ｉ Z|書

埋蔵文化財調査室所蔵Ｉ Zl書

文京遺跡１０次調査１４次調査出土資料

文京 貴圃 体験発掘関連資料

文京 貴圃 10次調査14次調査出土資料
附属中学校内試掘記録

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京遺跡関連刊行物

弥生時代文京 童跡の文献

文京 貴闘 の関 皇文献

文京 貴間 関連刊行物

文京 量間 に関する文献

文京 質問 関連文献

埋蔵文化財調査室所蔵’ ZI書

埋蔵文化財調査室所蔵’ZI書

文京遺跡出土弥生土器

旧歴史学研究会保管資料須恵器

文京 貴跡資料

文京 貴跡文献

文京 貫跡文献

文京 貴跡関連文献

文京 貴圃 文献

文京 貴間 １４次分銅形土製品・実測図
文京 貴圃 29次調査資料
文京 貴圃 出土石器

文京 貴闘 出土石器

文京 童圃 出土石器

文京 貴圃 出土資料

文京 貴跡出土資料

文京 貫跡出土資ボト

文京 貴跡出土資ボト

文京 菖跡出土資＊ト

文京 貴胤 出土石錘・土錘

文京 貴圃 出土資料

文京 貴圃 １０次調査出土資料
文京 貴闘 関連文献

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京 貴別 13次調査出土須恵器

文京 貴圃 出土資料

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京遺跡24次調査出土鏡片

旧歴史学研究会保管資料

文京遺跡１０次調査出土弥生土器

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京 貴跡出土石器

文京 貴闘 調査記録

文京 貴圃 出土資料

文京 貴圃 出土分銅型土製品

文京１４次出土資料

文京 貴跡出土指輪・管玉・ガラス小玉
文京 貴跡１３次調査出土弥生土器

埋蔵文化財調査室所蔵図書

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京遺跡10次調査出土鏡

文京遺跡１８次調査出土資料

埋蔵文化財調査室所蔵図書

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京 貴跡１０．１３．２０次調査出土石錬
文京 貴跡出土資料

文京 貴跡出土資料

文京 貴跡出土資料

文京 貴iＭ 出土資料

文京 貴別 出土資料

文京 貴圃 '２次調査出土炭化米

文京 貴聞 出土資料

埋蔵文化財調査室所蔵図書

愛媛大学埋蔵文化財調査報告

埋蔵文化財調査室所蔵図書

埋蔵文化財調査室所蔵図書

９

目的

教育

研究

教育

教育

研究

研究

研究

教育

研究

教育

教育

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

教育

教育

研究

研究

研究

研究

研究

出版

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

教育

研究

研究

研究

展示・印刷物

研究

研究

研究

研究

研究

展 が；

研究

展 刀F：

研究

研究

調査研究

研究

教育

教育

教育

教育

研究

研究

教育

印刷物

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

特別展示

研究

研究

研究

研究

研究

利用内容

借用

熟覧

借用

借用

施設見学

借用

借用

文献閲覧

借用

施設見学

資料送付

借用

資料送付

施設見学

資料送付

送付

資料送付

送付

資料送付

資料送イ 卜

資料送イ 卜

文献複写

文献複写

借用

借用

資料送付

資料送付

資料送イ 卜

資料送イ |・

資料送イ Ｉ

掲載

資料利用

熟覧・写真撮影
熟覧
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熟覧・写真撮影
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熟覧

熟覧

熟覧

資料利用

資料利用

熟覧・写真撮影

資料利用

掲載

資料利用

文献複写

借用

写真撮影

資料送付

借用

熟覧

借用

借用

借用

測量

熟覧

借用

借用

借用

借用

図書閲覧

施設見学

熟覧

借用

掲載

熟覧・実測・写真撮影

熟覧

熟覧

熟覧

熟覧

熟覧

借用

情報提供

熟覧
P■■■■■■■■■■

熟覧

文献希望

文献希望



Ⅱ2006年度実施の発掘調査

2006年度には、工事によって埋蔵文化財に影響が及

ぶと判断した14件の発掘調査を実施した。また、畑寺

団地で確認調査を実施した。団地ごとには、城北団地

５件、樽味団地５件、重信団地１件、持田団地２件、

畑寺団地２件（うち１件は確認調査）である。この中

で、本格調査は３件、試掘調査２件、立会調査９件、

確認調査１件である。本格調査は、持田構内遺跡１次

調査(調査番号:00604)､樽味遺跡８次調査(調査番号：

00608)､文京遺跡30次調査(調査番号:00611）に加え、

前述したように00612調査については文京遺跡31次調

査とした。 （田崎）

OO601（持田団地）教育学部附属中学校校舎新営工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市持田町１丁目５番22号

愛媛大学持田団地

46.5㎡

2006年４月３日～４月７日

試掘調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成18年３月27日付）

１調査にいたる経緯

2006年３月24日、施設基盤部施設整備課長から、教

育学部附属中学校校舎の改築計画について報告があっ

た。耐震工事の内容、校舎改築に伴って南側にオープ

ン廊下を拡張すること、代替教室とするプレハブ校舎

を建設することなどの改築計画が説明され、これに対

応して現地に赴き位置や範囲を確認し、調査予算・日

程などの協議を進めた。その結果、

①耐震補強工事のため校舎建物余掘り範囲を把握す

ること

②校舎拡張部分における埋蔵文化財の有無を確認す

ること

③代替教室とするプレハブ校舎建設敷地における埋

蔵文化財の有無を確認すること

を目的として、試掘調査を早急に実施することを確認

した。

２調査の記録

（１）調査地点の位置と基本層序

今回の調査地点は９ケ所である。校舎の南側４ケ所

１０

と北側１ケ所に、建物余掘り範囲の把握と建て直しに

伴う拡張部分における埋蔵文化財の有無の確認を行う

ため１～４．９トレンチを設定した。体育館北側の小

学校運動場のプレハブ校舎の建設予定地には５～８ト

レンチを設定した（図３．６)。

さて、これまで附属小学校・中学校・特別支援学校

がある持田団地では、１０数回の試掘・確認調査を実施

してきた。しかし、調査範囲は狭く、団地全体にわた

る基本層序を設定するにいたっていなかった。今回、

既往の調査成果と、団地東側で実施された松山環状線

（岩崎）道路建設に伴う発掘調査の成果をあわせて、

Ｉ層：表土・造成土層

Ⅱ層：水田・畠に利用された耕作土層と母材土壌の

自然堆積層（洪水層）から構成される土層群

Ⅲ層：石手川の埋没中州にあたる砂喋層

の基本層序を設定することとした。

今回の報告は、この基本層序に沿って行う。また、

Ⅱ層部分では、各トレンチで最上層に持田団地造成直

前の水田層を確認できた。さらに、９トレンチを除い

て、１ないし３層の水田･畠に利用された耕作土層と、

その母材土壌である自然堆積層（洪水層）を検出でき

た。最上層の持田団地造成直前の水田層をⅡ‐ｌ層と

し、以下Ⅱ－２．Ⅱ－３層とした。また、水田・畠に

利用された耕作土層にはａ、その母材土壌である自然

堆積層（洪水層）にはｂの略号を追加している。さら

に、Ⅱ－１～３層を細分できる調査トレンチもあり、

上部から①．②．③．．・・・の層名を与えている。

これはＩ．Ⅲ層でも同様である。以上、今回調査の１

～９トレンチでの各層位と基本層序の関係は、図７の
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Ⅱ2006年度実施の発掘調査
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１
１
１
‐
ｌ
Ｉ
ｌ

１１

１
１

基本層序

図７持田団地構内遺跡における基本層序と00601調査各トレンチ±層との関係

ように整理できる。 Ⅱ‐２ｂ層に分層できる。Ⅱ‐２ａ層は、撹祥を受け

て土壌化が進む砂喋混じりの暗灰白色砂質シルト質士

のⅡ－２ａ‐①層と、砂喋混じりの灰黄色砂質シルト

質土で部分的にやや粘性をおびるⅡ‐２ａ‐②層に分

層できる。Ⅱ‐２ａ‐②層が黄色みをおびるのはマン

ガンが沈着しているためで、Ⅱ‐２ａ‐①層は水田耕

作土、Ⅱ－２ａ－②層は床土部分と考える。Ⅱ‐２ｂ層

はトレンチ北半部にみられる小喋混じりの灰白色砂質

シルト層で、ラミナ層が確認できた。

Ⅱ－３層は、水田・畠に利用されたと考えられるⅡ

－３ａ層だけで構成される。上部のⅡ‐３ａ－①層は、

砂喋が多く混じる灰黄色砂質シルト質土で、撹枠が著

しく土壌化が進む水田層である。Ⅱ‐３ａ‐②層はト

レンチ南端で確認され、砂牒が多く混じる灰黄色砂質

シルト質土で、やはり土壌化が進む。Ⅱ‐３ａ‐①層

と比べて黄色みがやや弱い。水田層の一部と考えた。

Ⅲ層は、Ⅲ-①～Ⅲ-④層から構成される。Ⅲ-①層

は上層のⅡ－３ａ層の影響を受けてにぶい黄色を呈す

る細砂層、Ⅲ-②層は灰色細砂層で、部分的ににぶい

黄色細砂のレンズ状ブロックが縞状にみられる。Ⅲ－

①．②層は全体として水平に堆積する。Ⅲ-③層は径

５～10cmの砂岩や花商岩の扇平な円喋を主体として灰

白色粗細砂が混じる撰層、Ⅲ-④層は灰白色の細砂・

粗砂と径５cmほどの肩平な砂岩や花商岩の円牒が水平

（２）各トレンチの調査記録

［１トレンチ］（図８‐ｌ、写真１．２）

中学校校舎建物余掘り範囲を把握するため、建物南

側４ケ所に調査トレンチを設定した。ｌトレンチは、

その中でもっとも西側に位置する。基本層序のＩ～Ⅲ

層を確認できた。Ｉ層の表土・造成土層は、下半部は

下層のⅡ－１ａ層が一部小さな塊として巻き込まれて

いる。１－②層とした。

Ⅱ層では、Ⅱ‐１～Ⅱ－３層を確認できた。Ⅱ‐ｌ層

は、水田層のⅡ－１ａ層と、その母材土壌である自然

堆積層のⅡ－ｌｂ層に細分できる。Ⅱ－１ａ層は、暗

青灰色砂質シルトで、粗砂や小諜が多く混じる。Ⅱ‐

ｌｂ層は、砂喋が非常に多く混じり、ラミナが部分的

に観察される自然堆積層で、暗青灰色砂質シルトのⅡ

‐lb-①層、青灰色砂質シルトのⅡ‐ｌｂ－②層、に

ぶい黄色砂質シルトのⅡ‐ｌｂ－③層から構成される。

トレンチ西壁断面では、Ⅱ-ｌｂ層を切って掘り込ま

れた小穴を確認できた。近世～近代の陶器片が出土し

ている。以上、Ⅱ－１層は団地造成直前の近代の水田

層である。

Ⅱ‐２層は、水田・畠に利用されたと考えられるⅡ

－２ａ層と、母材土壌である自然堆積層（洪水層）の
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に堆積する。

［２トレンチ］（図８－２、写真１．３）

ｌトレンチから東へ12ｍ離れた位置に２トレンチを

設定した。ｌトレンチと同様に、基本層序のＩ～Ⅲ層

を確認できた。Ｉ層下部には、下層のⅡ‐１層の小塊

をまき込んだ１－②層がみられる。

Ⅱ層はⅡ－１～Ⅱ－３層から構成される。２トレン

チのⅡ－１層では、水田層にあたるⅡ－１ａ層はみら

れず、灰黄色粗砂が多く混じる自然堆積層であるⅡ‐

１ｂ層だけが確認できた。本来、水田耕作土層が堆積

していたと考えられるが、削平されたものと考える。

Ⅱ‐２層は、砂喋混じりのシルト質土であるⅡ－２

ａ層と、小喋混じりの灰白色砂質シルトのⅡ‐２ｂ層

に分層できる。Ⅱ－２ａ層は、砂喋混じりの灰白色砂

質シルト質土であるⅡ－２ａ‐①層と、砂喋混じりの

黄色砂質シルト質士のⅡ‐２ａ－②層から構成される。

土壌化が進み撹枠を受けた水田耕作士層である。Ⅱ‐

２ａ－②層は、砂喋は少なく粘性をややおびる。マン

ガンが沈着しているため黄色みをおびた土色である

が、Ⅱ‐２ａ‐①層とほぼ同質の士層で、床土層と判

断した。Ⅱ‐２ｂ層は土壌化がほとんどみられず、ラ

ミナ層が部分的に確認できる。Ⅱ－２ａ層の母材土壌

である自然堆積層（洪水層）である。

Ⅲ層はⅢ-①～Ⅲ-③層から構成される。Ⅲ-①層は

灰黄色細砂で、径５cmほどの円喋が混じる。１トレン

チのⅢ-①層に対応する堆積物である。Ⅲ-②層は灰

白色の粗砂層、Ⅲ-③層は径１０～15cmの扇平な円喋を

主体として灰白色の粗砂が混じる喋層である。

［３トレンチ］（図８‐３、写真１．４）

中学校校舎南側のほぼ中央に設定したトレンチであ

る。２トレンチの東側23ｍに位置する。基本層序のＩ

～Ⅲ層を確認できた。Ｉ層下部には、Ⅱ‐１ａ層の小

塊をまき込んだＩ‐②層がみられる。

Ⅱ層はⅡ‐ｌ～Ⅱ－３層から構成される。Ⅱ－１層は、

Ⅱ－１ａ層とⅡ－ｌｂ層に分層できる。Ⅱ－１ａ層は、

暗青灰色砂質シルト質士で、粗砂や小喋が非常に多く

混じる。土壌化が進む持田団地造成直前の旧水田層で

ある。Ⅱ－ｌｂ層は、Ⅱ－１ａ層の影響を受けて暗青

灰色を呈する砂質シルトである。１．２トレンチで確

認できたⅡ‐２ｂ層はみられない。Ⅱ－２層は、砂喋

混じりの砂質シルト質土層で、土壌化が進み撹枠を受

けた暗灰白色の水田耕作土層であるⅡ－２ａ－①層と、

マンガンが沈着して灰黄色を呈する床土層にあたるⅡ

１２

－２ａ－②層に細分できる。Ⅱ－３ａ層は、砂喋が多く

混じる灰黄色砂質シルト質土で、土壌化が進む水田層

である。

Ⅲ層はⅢ-①層とⅢ-②層から構成される。Ⅲ-①層

はにぶい黄色細砂層で、Ⅲ-②層は灰色ないし灰白色

の粗砂や細砂が混じる径５cmほどの扇平な砂岩・花淘

岩円篠の砂喋層である。

［４トレンチ］（図８－４、写真５．６）

中学校校舎南側に設定したトレンチでもっとも東側

に位置する。基本層序のＩ層～Ⅲ層を確認できた。

Ｉ層は、真砂と瓦喋のＩ‐①層、掘り返しを受けた１

－②層、下部のⅡ‐ｌ層が掘り返され撹乱されたＩ‐③

層からなる。

Ⅱ層は、ｌ～３トレンチと同じく、Ⅱ‐ｌ層～Ⅱ－

３層に分層できる。Ⅱ‐１層は、水田層であるⅡ－１

ａ層、その母材土壌である自然堆積層のⅡ－ｌｂ層か

ら構成される。Ⅱ‐１ａ層．Ⅱ－ｌｂ層ともに、土質・

土色は１～３トレンチと同様である。Ⅱ－２層では水

田耕作土層にあたるⅡ－２ａ層だけを確認できた。砂

喋混じりの黄褐色砂質シルト質土層である。Ⅱ－３層

は、Ⅱ－３ａ－①～Ⅱ－３ａ－③層から構成される。Ⅱ‐

３ａ‐①層は部分的にしかみられないが、砂篠が少量

混じる黄褐色砂質シルト質土、Ⅱ‐３ａ‐②層は砂喋

混じりの暗灰黄色シルト質土、Ⅱ‐３ａ‐③層は砂喋

混じりの黄褐色シルト質土である。

４トレンチのⅢ層は、細砂に径１～15cmの円喋が混

じる砂喋層である。上部のⅡ－３層の影響を受けて灰

黄色を呈する。

［５トレンチ］（図８‐５、写真７～１０）

体育館北側の小学校運動場に計画されている代替教

室プレハブ建設予定地に設定した南北18.2ｍのトレン

チである。南端部はゴミ穴で撹乱されていた（写真

１０）が、基本層序のＩ層～Ⅲ層を確認できた。

Ｉ層は運動場に盛られた真砂土と腐植土層である。

Ⅱ層はⅡ‐１層～Ⅱ‐３層から構成される。Ⅱ－１層

は、水田耕作士にあたる砂喋が多く混じる緑灰色砂質

シルト質土のⅡ－１ａ‐①層と、床土層にあたる灰色

みがやや強いにぶい黄燈色砂質シルト質土のⅡ－ｌａ

－②層からなる。

Ⅱ‐２層も、水田耕作土にあたるⅡ‐２ａ－①層と、

床土層であるⅡ‐２ａ‐②層に細分できる。ともに砂

喋が多く混じり、Ⅱ－２ａ－①層は黄灰色シルト質土、

Ⅱ－２ａ‐②層はマンガンが沈着したにぶい黄色を呈
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写真３００６０１調査２トレンチ西肇士層
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写真４００６０１調査３トレンチ全景および西壁十層

（北東から）

謡
驚
〆
鵠
讃
寅
謬
塞

１３

写真100601調査１～３トレンチ遠景（西から） 写真２００６０１調査１トレンチ西壁十層

写真700601調査５トレンチ全景（南から）写真600601調査４トレンチ西壁十層

写真500601調査４トレンチ全景（北東から）



写真800601調査５トレンチ西壁北端部±層

写真900601調査５トレンチ西壁中央部土居

写真1000601調査５トレンチ西壁南端部±層

写真1100601調査６トレンチ全景および西壁士層

（南東から）

写真1300601調査８トレンチ西壁十層(南東から）

１４

写真1200601調査７トレンチ全景（南東から）

写真1400601調査９トレンチ全景および東壁十層

（北西から）



する。

Ⅱ－３層も同様で、水田耕作士にあたるⅡ－３ａ‐

①層は砂喋混じりの黄灰色シルト質土、床土層のⅡ‐

３ａ－②層は砂篠混じりのにぶい黄色シルト質士であ

る。Ⅱ‐２ａ層を掘り込んだ小穴を２ケ所で確認した。

Ⅲ層は、Ⅲ-①層～Ⅲ-⑤層から構成される。Ⅲ-①

層は黄灰色～にぶい黄色の細砂層。Ⅲ-②層は部分的

に粘質土の薄いレンズ状ブロックがみられるにぶい黄

色細砂層。Ⅲ-③層は灰色の粗砂・小喋を主体とする

砂喋層。Ⅲ-④層．Ⅲ-⑤層は、径５～10cmの肩平な

花商岩円喋に、灰白色の粗砂・小牒がレンズ状ブロッ

クで挟まる喋層である。Ⅲ-⑤層には､灰白色の粗砂・

小牒がレンズ状ブロックとなって多くみられる。

［６トレンチ］（図８－６、写真１１）

小学校運動場の南半部中央に５トレンチと平行させ

て長さ30ｍほどのトレンチを設定しようとしたが、遊

具があるため、ほぼ南北方向に３つのトレンチを設け

ることとし、北側から６～８トレンチとした。

６トレンチで、表土層のＩ層下で、上下２枚の水田

層を確認できた。上部の水田層は、５トレンチでも

出土している持田団地造成直前の水田層で、Ⅱ‐ｌａ

層とした。耕作土層にあたるⅡ‐ｌａ‐①層と、床土

層にあたるⅡ‐ｌａ‐②層から構成される。下部の水

田層は、５トレンチのⅡ－２ａ層もしくはⅡ‐３ａ層

に対応する水田層で、判断がつかなかったのでⅡ‐２

．３ａ層と呼ぶこととした。耕作土層にあたるⅡ-２．

３ａ‐①層と、床土層にあたるⅡ‐２．３ａ‐②層から

構成される。

また、トレンチ壁面の観察で、Ⅱ－２．３ａ層上面

から落ち込む溝を確認できた。ＳＤ－１．２としたが、

ともに東西方向にのびる水路である。ＳＤ－ｌの埋土は

親指先大の牒が点々と混じる黄灰色砂質土、ＳＤ－２の

埋土は粗砂を主体とする黄灰色砂質土で、ともに土壌

化は弱い。

Ⅱ‐２．３ａ層の下部にはⅢ-①～Ⅲ-③層が堆積す

る。Ⅲ-①．Ⅲ-②層は上部のⅡ－２．３ａ層の影響を

受けてマンガンが沈着する。Ⅲ-①層は黄灰色砂層。

Ⅲ-②層は親指先大の円喋が点々と混じるにぶい黄色

砂喋層。Ⅲ-③層は灰白色の砂喋層で、拳大の砂岩の

円篠を主体として、粗砂のレンズ状ブロックが縞状に

みられる。

［アトレンチ］（図８‐７，写真１２）

７トレンチは６トレンチの南側に設定した。６トレ
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ンチと同じく、表土層のＩ層下で、上下２枚の水田層

を確認できた。上部の水田層は、持田団地造成直前の

水田層で、６トレンチのⅡ－１ａ層と対応する。耕作

土層にあたるⅡ‐１ａ‐①層と、床土層にあたるⅡ‐１

ａ‐②層から構成される。下部の水田層は、５トレン

チのⅡ－２．３ａ層に対応する水田層で、耕作土層に

あたるⅡ－２．３ａ－①層と、床土層にあたるⅡ－２．３

ａ－②層に細分できる。Ⅲ層は、砂喋混じりのにぶい

黄色砂質シルトのⅢ-①層、灰褐色微細砂層のⅢ-②

層、灰白色の砂喋層のⅢ-③層からなる。Ⅲ-③層は

６トレンチのⅢ-③層と対応する。

［８トレンチ］（図８－８、写真13）

７トレンチの南側、中学校体育館北西角の北側に設

定したトレンチである。基本層序のＩ～Ⅲ層を確認で

きたが、Ⅱ層は、６．７トレンチと同じく、持田団地

造成直前の水田層であるⅡ－１ａ層と、その下層の水

田層のⅡ－２．３ａ層で構成きれる。Ⅱ－１ａ層は、耕

作土層にあたるⅡ‐ｌａ－①層と、床土層にあたるⅡ‐

ｌａ－②層に分層できる。Ⅲ層は、最上部に小喋混じ

りのにぶい黄色砂質シルトのⅢ-①層が堆積し、下部

は灰白色砂牒層のⅢ-②層で、６トレンチのⅢ-③層

に対応する。

［９トレンチ］（図８－９、写真14）

当初、中学校校舎北側の建物余掘り範囲を明らかに

するため、建物に沿って調査区を設定しようと予定し

ていたが、自転車置き場が並び、既設の配管も多く、

建物沿いではなく、自転車置き場の間隙にトレンチを

設けることとし、９トレンチとした。撹乱が著しく、

Ｉ層がかなり厚いが、地表下85cmで持田団地造成直前

の水田層であるⅡ－１ａ層があらわれた。Ⅱ‐ｌａ層

の下層はⅢ層となる。Ⅲ層は、小喋混じりのにぶい黄

色細砂層のⅢ-①層、砂岩や花両岩の円篠を主体とす

る牒層のⅢ-②層に分層できる。

３調査のまとめ

今回の調査では、校舎南側にｌ～４トレンチを設定

して校舎建物余掘り範囲を把握することに努めたが、

調査範囲が狭いため、余掘り範囲を確認することはで

きなかった。各トレンチと校舎建物との間には幅1.2

ｍほどのコンクリート犬走り部分があり、建物余掘り

の範囲はその中に収まるものと考えられる。以上の１

～４トレンチを含めて、今回設定した９ヶ所の調査ト

レンチは、持田団地のほぼ中央部分に位置する。各卜



レンチの調査結果から、広い範囲にわたって水田層で

ある基本層序Ⅱ層が広がることを確認できた。このⅡ

層は、９トレンチを除いて、２ないし３層から構成さ

れる。最上層のⅡ－１層は持田団地造成直前の水田層

であるが、Ⅱ－２．Ⅱ‐３層の時期は出土遺物がほと

んどなく、時期を判断できない。

しかし､団地東側で行われている松山環状線(岩崎）

道路建設に伴う発掘調査Ｉ‐１～４区では、近代の水

田層下で１５世紀後半を前後する２層の水田・畠が出土

している（図６)。その出土標高は、小学校運動場の

５トレンチのⅡ－２ａ．Ⅱ－３ａ層とほぼ共通する。

また、６～８トレンチのⅡ‐２．３ａ層も同様である。

いずれも、当該期の水田層である可能性が高い。さら

に、６トレンチで出土した東西にのびる２条の溝は、

層序関係からⅡ‐２．３ａ層に伴う水路と判断できる。

一方、中学校校舎南側のｌ～４トレンチでも、持田

団地造成直前の水田層であるⅡ－１層の下層で、２枚

の水田層が出土している。これらの地点は小学校運動

場と比べて70cmほど低く、松山環状線（岩崎）道路建

設に伴う発掘調査で確認されている１５世紀後半を前後

する水田・畠との直接的な関係は明らかでない。しか

し、Ⅱ層の堆積相が５～８トレンチと共通することか

ら、やはり当該期の水田層である可能性が高いと考え

られる。

このように、今回の調査成果から、少なくとも持田

団地中央部分には、１５世紀後半を前後する水田・畠域

が広がっていると推定される。

４調査後の対応

調査終了後、調査結果を施設基盤部に報告し、４月

28日には施設整備課長と協議．調整を行った。その結

果、以下の対応をはかり、埋蔵文化財の保護に努める

ことを確認した。

①耐震補強工事は、建物外壁に密着させて補強を行

う計画であるが、掘削範囲を狭めるように工事計

画を変更すること。

②改築に伴う校舎拡張工事範囲は、１～４トレンチ

の調査結果から、’5世紀後半を前後する水田．畠

域が広がっている可能性が高く、掘削深度が１ｍ

をこえるため、工事に先立って発掘調査が必要で

あること。

③校舎改築に伴うプレハブ校舎の建設が計画されて

いる小学校運動場は、５～８トレンチの調査結果

から１５世紀後半を前後する水田・畠域が広がって

いる可能性が高い。プレハブ校舎の建設予定地で

は、この水田・畠層は地表下60cmであらわれると

考えられる。工事に伴う掘削を地表下60cmまでに

収める計画に変更すること。

④校舎改築に伴っては、配管の付け替えなどの諸工

事が想定きれる。これらについても、掘削深度を

浅くすることや、既設の配管路を利用することに

よって、埋蔵文化財に影響が生じないように配慮

すること。（田崎）

OO602（樽味団地）農学部上水道水漏れ修繕工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学樽味団地

0.5㎡

2006年５月l3日

立会調査

田崎博之

農学部長発事務連絡

(平成18年４月３日付）

１調査にいたる経緯

４月３日、農学部用度係から、樽味団地農学部の大

講義室北側で上水道が水漏れをおこしていることが判

１６

明し至急修繕工事を行いたい旨、埋蔵文化財調査室に

連絡があった。既設の管路部分の再掘削であるが、周

辺の調査成果から地表下40cmほどで古墳時代～中世の

遺構面があらわれるため、立会調査を実施した。

Ｚ調査の記録（図４．９、写真１５．１６）

調査地点は樽味団地北西角の自転車置き場南側であ

る。水漏れをおこしている地点を掘削したところ、地

表下20cmほどで井水管があらわれ、上水道ではなく井

水管の連結部分が水漏れしており、修繕工事による掘

削では埋蔵文化財には影響がないことを確認した。

（田崎）
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写真1500602調査風景（西から） 写真1600602調査漏水管確認状況

00603（樽味団地）農学部敷地内電柱立て替え工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学樽味団地

0.7㎡

2006年８月2l日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部長発事務連絡

(平成１８年７月１９日付）

１調査にいたる経緯

財務部企画課資産管理チームを通じて、四国電力か

ら農学部敷地内の四国電力所有の電柱を調査したとこ

ろ老朽化のため建て替えが必要となり、現有の電柱か

ら1.5ｍ離れた場所に電柱を新たに設置したい旨連絡

があった。周辺の調査状況や掘削深度から、埋蔵文化

財への影響が予想されるため、立会調査を実施するこ

とにした。

２調査の記録

調査地点は、樽味団地南西部に位置する（図４

10)。電柱建て替えに伴って２ヶ所のトレンチを設定

し、樽味団地全域における基本層序のⅣ層上面まで人

力で掘り下げて調査を進めることとした。北側をｌト

レンチ、南側を２トレンチとした。

［１１､レンチ］（図１０、写真１８）

現地表下40cmまで瓦篠を伴ったＩ層が堆積する。Ｉ

層の下にはⅡ層が約28cm堆積し、Ⅱ層直下、現地表下

68cmでⅣ層を検出した。Ⅳ層上面を精査したが、遺構

は検出できなかった。出土遺物はない。

［２トレンチ］（図10、写真１９）

現地表下64cmまで瓦牒を伴ったＩ層が堆積し、直下

でⅣ層を検出した。Ⅳ層はあざやかなオレンジ色を呈

した砂喋混じりのシルト層である。

３調査のまとめ

ｌトレンチでは表土層であるＩ層下でⅡ層とⅣ層、

２トレンチではＩ層直下でⅣ層があらわれ、弥生時代

～中世の遺物包含層である基本層序Ⅲ層は確認できな

かった。調査区周辺では､Ⅱ層の水田の耕作によって、

Ⅲ層が削平されている可能性が高い。（三吉）

００６０４（持田団地）教育学部附属中学校校舎新営工事に伴う調査

（持田団地構内遺跡１次調査）

調査地点松山市持田町１丁目５番22号

愛媛大学持田団地

1７

調査面積292㎡

調査期間2006年８月23日～９月29日
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調査の種別

調査担当

依頼文書

本格調査

三吉秀充・田崎博之

教育学部附属中学校長発事務連絡

(平成１８年７月４日付）

１調査にいたる経緯

教育学部附属中学校校舎の改築工事については、

2006年４月に試掘調査（調査番号:00601）を実施し、

調査結果を施設基盤部に報告し、できるだけ埋蔵文化

財に影響がおよばないように協議を重ねてきた。しか

し、校舎改築に伴って南側にオープン廊下を拡張する

こととなり、この工事については掘削深度が深いため、

２地点で工事範囲の全面を本格調査することとなっ

た。２地点のうち西側の調査区をＩ区、東側の調査区

をⅡ区とした。Ｉ区の調査面積は230㎡、Ⅱ区は62㎡

を測る（図３．６)。

２調査の記録

調査は、８月23日にＩ区の調査に着手したが、重機

で表土層を除去した後、校舎解体に伴う工事の進捗状

況の遅れから、８月末まで発掘調査を一時中断した。

９月１日に調査を再開し､９月29日に調査を終了した。

調査では、任意の基準点を設定し、５ｍグリッドを

組み、測量・遺物の取り上げを行った。調査期間内に

任意の基準点に対して平面直角座標系第Ⅳ系による基

準点測量を行い、今後周辺地域における調査に対応で

きるようにした。なお、調査で作成した遺構図に関し

ては、任意の基準点から平面直角座標系へ対応させて

いる。遺物に関しては、任意の基準点に基づいた取り

上げ単位を踏襲しており、平面直角座標系の基準点に

よる区割りとは対応していない。

今回の調査では、試掘調査の予想通り、近世段階の

水田層４層ならびに水田に付設された溝などが出土し

た。

（１）基本層序

持田団地では、00601調査の結果を踏まえ、既往の

調査成果と団地東側で実施された松山環状線（岩崎）

道路建設に伴う発掘調査の成果をあわせて、持田団地

全域の基本層序を設定している。

Ｉ層：表土・造成土層

Ⅱ層：水田・畠に利用された耕作土層と母材土壌の

自然堆積層（洪水層）から構成される土層群

2０

Ⅲ層：石手川の埋没中州である砂喋層

今回の調査は、00601調査３．４トレンチと重複し、

基本層序Ｉ～Ⅲ層を確認できた。

（２）Ｉ区の調査

１）Ⅱ－１（上層水田）層

Ⅱ‐l層は調査区全面にわたって分布する。Ⅱ－１層

は、調査区東部では層厚約20cmを測るものの、南西部

では近現代の造成土であるＩ層によって削平を受け、

層厚約７cmにとどまる。Ⅱ-1層は､Ⅱ-1-①(耕作土）

層とⅡ‐1-②（床土）層とからなる。上述のようにⅡ

-1-①層は大幅な削平を受けており、水田耕作土層で

も下部にあたるものと考えられる。調査では、水田層

の時期比定を目的として、上部層からの掘り込みの有

無に注意しながら、慎重に掘り下げを行った。その結

果、出土遺物には、近代の陶磁器片が混じっているこ

とから、Ⅱ－１層は近代まで下る可能性が高い。

２）Ⅱ-2-②層．Ⅱ-3-②層上面検出遺構(中層水田）

Ⅱ‐l層を掘り下げ後、Ⅱ－２層上面の精査ならびに

土層断面における精査を行った結果、Ⅱ－２層上面は、

ほぼ水平堆積をし、小さな凹凸があるものの、上部層

からの削平によって水田の畦畔はすでに削平されてい

ることが明らかになった。そこで、調査区全面にわ

たって展開するⅡ-2-②層、すなわち水田床士層上面

まで掘り下げを行い、華痕等の耕作痕跡の検出を試み

た。しかし、調査区西壁土層ラインより西部では、Ⅱ

-2層の下部に展開するⅡ－３層内の水田床土居、すな

わちⅡ-3-②層上面まで掘り下げを行ってしまった。

これは調査最終段階の土層断面図作成時になって気づ

いたものである。よって、調査段階に作成した図面並

びに写真はⅡ-2-②層上面検出遺構とⅡ-3-②層上面

検出遺構とが混在することになってしまった。調査区

土層断面図の所見から、平面直角座標系Ｙ＝-66132

ラインより東の調査区東部では、Ⅱ-2-②層上面検出

遺構、すなわち中層上部水田しか存在しておらず、

検出した華痕はⅡ-2-②層上面検出遺構（中層上部水

田）に伴うものである。一方、平面直角座標系Ｙ＝-

66132より西で検出した埜痕は、Ⅱ-3-②層上面検出

遺構、すなわち中層下部水田に伴う可能性が高い。

Ⅱ-2-②（耕作士）層は、径１cm大の角喋を含む砂

喋混じりのオリーブ灰色土である。部分的にマンガン

の沈着層が見られる。水田の畦畔が残存していないこ

とを確認した後、耕作土層を手掘りで掘り下げ、床土
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■'1層(表土層）

３）Ⅱ-4-②層上面検出遺構（下層水田）

Ⅱ-4-①層上面で遺構検出を試みたが、上部層にお

ける水田耕作に伴う削平を受けており、畦畔などは確

認できなかった。そこで、床土層上面に掘り込まれた

箪痕の検出を目的として、層厚３～１４cmを測るⅡ-4‐

①層（下層水田耕作土層）を掘り下げ、Ⅱ-4-②層上

面で、塑痕、溝（SD-l)、人の足跡を検出できた。

華痕は、東西方向を主軸とするものと南北方向を主

軸とするものが確認できた。大半は東西方向を主軸と

し、南北方向を主軸とする蓮痕は、調査区中央部で散

見される程度である。華痕の方向から、現在の東西南

北とほぼ同じ方向で水田が区画されていたと考えられ

る。

華痕は、全長0.4～2.9ｍ、断面Ｕ字状を呈し、深さ

１～３cmを測る。埜跡の幅には、２０cm前後の広いもの

と10cm前後の狭いものとの２種類が見られ、広いもの

は相対的に浅い。埋土は水田耕作土であるⅡ-4-①層

と同じオリーブ灰色砂質シルト質土である。

調査区北側で、東西方向に走る溝（SD-1）が出土

した。調査区内で検出した東西の総延長は232ｍに及

ぶ。後述のⅡ区の調査区東壁でもＳＤ－ｌを確認して

おり、総延長は50ｍ以上となる。溝の北半分は、附属

中学校校舎建設時の掘り返しによってすでに破壊され

ており、溝幅については不明である。Ⅱ-4-①層掘り

下げ段階では確認できなかったが、調査区中央土層観

察用畦の精査中に、ＳＤ－１が当初素掘りの溝として開

削され、その後溝が埋没し、再度掘り返され、石積み

の溝が築かれていることを確認した。

改修前のＳＤ－ｌは、検出幅で1.8ｍ，深さ約25cmを

測り、改修後の溝より一回り大きい。まず、ラミナが

２ｍ

2１

層上面で遺構精査を行ったところ、調査区全面で埜痕

が出土した。

蓮痕は、南北方向を主軸とする華痕と東西方向を主

軸とする華痕が出土した。東西方向を主軸とする華痕

は、調査区全面で確認できた。一方、南北方向を主軸

とする華痕は、調査区西側ではほとんど見られない。

このことから、南北方向を主軸とする華痕の有無は、

水田の区画に対応している可能性もある。しかし、前

述のように､型痕は同一面での検出ではない。さらに、

南北方向を主軸とする埜痕が少なくなるのが、平面直

角座標系Ｙ＝-66132付近であり、ちょうど遺構検出

時の不整合ラインにあたる。Ⅱ-2-②層上面検出水田

（中層上部水田）では、華痕は南北方向・東西方向を

主軸とし、Ⅱ-3-②層上面検出水田（中層下部水田）

では､華痕は東西方向を主軸としていたと考えておく。

華痕を詳しく見ると、切り合い関係から南北方向を

主軸とする蓮痕が古く、東西方向を主軸とする華痕が

新しい。南北方向を主軸とする埜痕は、東西方向を主

軸とする箪痕に比べてやや浅い。蕊痕は、全長04ｍ

～９ｍ強､幅は10～15cmを測る。断面はＵ字状を呈し、

深さは６～13cm程である。埜痕の埋土は、オリーブ黄

色シルト質土で、径１～２mmの砂粒や炭化物の小片を

多く含んでいる。

以上、水田に伴う畦畔や溝は確認できなかったもの

の、東西方向および南北方向を主軸とする華痕から、

現在の東西南北方向とほぼ同じ方向軸で水田が区画さ

れていたと考えられる。

主な出土遺物には、調査区中央部の床土層から近接

して銅銭が２枚出土しており、１枚は無背の洪武通宝

である。



写真2000604調査Ｉ区の表土層除去作業

写真2200604調査Ｉ区中層水田床土層上面での華

跡検出状況

写真2400604調査Ｉ区下層水田面のＳＤ－１と華跡

（西から）

2２

写真2100604調査Ｉ区南壁十層

写真2300604調査Ｉ区中層水田床士層上面で出土

した筆跡

写真2500604調査Ｉ区ＳＤ－１の土層断面

写真2600604調査Ｉ区下層水田層の床土層上面で

出土した足跡
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発達したオリーブ灰色細砂層である⑤層が溝底に部分

的に堆積する。この時点で流水は弱まり、明黄褐色砂

質シルトである④層が堆積する。色調は、隣接する水

田床土層の浸透に起因すると考えられる。さらに流水

が弱くなり、径１mm以下の小喋が点々と混じるオリー

ブ灰色砂質シルトである③層が堆積し、溝は完全に埋

没してしまい、溝としての機能が停止する。その後、

溝の埋土を掘り返し、溝が再度構築される。

改修後のＳＤ－ｌも、北側は撹乱によって欠損する。

検出最大幅で1.1ｍ、深さ13cmの溝である。北側は欠

損のため不明だが、溝の南縁に沿ってｌ辺30cm未満

前後の花問岩や砂岩の円喋を用いた石列が設けられ

る。まず、１辺20～30cmの比較的大きな石を等間隔に

並べ、それらの石の隙間に１辺１０～15cmの小型の円喋

を充填し、石列が作られている。溝埋土には部分的に

しかラミナが形成されておらず、溝の流れは間欠的

だったと推定される。そのため、水流が弱くなり、ラ

ミナが少量見られるオリーブ灰色砂質土である②層が

溝の端に堆積した後、さらに小喋を多く含んだオリー

ブ灰色砂質シルトである①層が堆積し、完全に溝とし

ての機能が停止する。調査区西部における溝底レベル

は約33538ｍ、調査区東部における溝底レベルでは約

33.568ｍを測り、東側が約３cm高くなる。よって東か

ら西へ水が流れていたと考えられる。

調査区南東部で人の足跡が出土した。長さは23cmを

測り、形状から右足と考えられる。

４）Ⅲ層（砂喋層）

下層水田床土層除去後、調査区南壁ならびに調査区

〔 調

蕊

函

2３

Ⅲ

図1300604調査Ⅱ区実測図（縮尺１／100）
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写真2700604調査Ⅱ区表土層除去状況（東から）

中央土層観察畦に沿って、Ｌ字形に幅１ｍの深掘り調

査区を設定し、水田層下部に広がる自然河川に伴う堆

積層(砂篠層)を部分的に掘り下げた。現地表下から1.3

ｍ地点まで掘り下げたものの､出土遺物はない。以下、

自然河川の堆積層が続くものと考えられる。

（３）Ⅱ区の調査

Ｉ区から東へ約60ｍ離れた地点にⅡ区を設けた。Ⅱ

区は、調査区下端で南北約５ｍ、東西約１１ｍの長方形

の調査区である。調査区南東部を除く調査区内の約

3/4は、貯水槽設置などに伴う撹乱が水田下部の砂喋

層にまで及んでおり、以下の調査は行わなかった。大

規模な撹乱を免れた調査区南東部も管路設置に伴う掘

り返しによって、遺跡が破壊されている。調査区南壁

にそったわずかな範囲で、水田層を確認したにとどま

る。南壁ではＩ区で確認されたⅡ－１層（上層水田）．

Ⅱ-2層（中層水田）．Ⅱ-4層（下層水田）の３層の水

田層が確認できた。Ｉ区で確認したⅡ－３層に対応す

る層は見られなかった。遺物はⅡ-4-①層中から土師

器・須恵器片が少量出土している。

2４

写真2800604調査Ⅱ区南壁十層（北東から）

写真2900604調査Ⅱ区完掘状況（北から）

３ 調 査 の ま と め

これまでの試掘調査・立会調査の成果から、持田団

地構内遺跡には、中世～近世の水田が展開しているこ

とが知られていた。しかし、小規模調査しか行われて

おらず､水田の実態は不明であった。今回の調査では、

遺構ならびに出土状況の明確な遺物が出土したことに

より、水田の具体相を明らかにすることができた。

まず､水田に伴う用水路や埜痕が出土したことから、

中層・下層水田ともに水田区画の方向が現在の東西南

北方向とほぼ同じであることが明らかになった。

水田の時期に関しては、試掘調査では近世以前の可

能性を考えていたが、今回の調査で出土した遺物の検

討から、江戸時代に位置づけられることが明らかに

なった。

水田層の下部に展開する自然河川は、出土遺物がな

いため、時期の特定はできない。しかし、水田層中か

ら出土した遺物には、中世以前のものがほとんど見ら

れないことから、現段階では、自然河川堆積作用が弱

まった中世段階以降に、水田開発が始まったと推定さ

れ る。（三吉）
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OO605（畑寺団地）農学部附属農業高等学校果実収納庫新営工事に伴う調査

調 査地点

調 査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市畑寺町丙47番２号

愛媛大学畑寺団地

35㎡

2006年９月29日

試掘調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成１８年９月27日付）

１調査にいたる経緯

2006年４月、施設基盤部から、畑寺団地に所在する

附属農業高等学校の果実収納庫新営工事に伴い、敷地

2５

内斜面の削り取りを行いたいとの旨、報告があった。

これまで畑寺団地では調査が行われておらず、埋蔵文

化財の状況は不明だったことから、４月21日、附属農

業高等学校と施設基盤部の担当者とともに現地に赴き

現状を確認した。その結果、畑寺団地は埋蔵文化財包

蔵地でないものの、団地北西側に竹ケ谷遺跡が位置す

ることを確認できた。竹ヶ谷遺跡は、1983年、松山市

立桑原中学校建設に伴って発掘調査が行われ、弥生時

代の貯蔵穴や古墳時代中・後期の古墳群が発見されて

いる。隣接する畑寺団地内にも、遺跡が存在すること

が推定されたため、試掘調査を実施するとともに、今

後の団地内における工事へ対応するため確認調査（調



写真3000605調査１トレンチ遠景（西から）

写真3200605調査１トレンチ北端部の完掘状況

（南から）

写真3400605調査２トレンチ遠景（北から）

写真3500605調査２トレンチ遠景（南から）

2６

写真3100605調査１トレンチ完掘状況（南から）

写真3300605調査１トレンチ北端の撹乱塘

（東から）

写真3600605調査２トレンチ完掘状況（北から）



査番号：00606）を実施することとした。

２調査の記録

附属農業高等学校の果実収納庫新営工事では、団地

北西角にある旧果実収納庫の東側の崖面の切り取りと

ともに、団地南西角部では道路の幅員を拡張する必要

が生じた。果実収納庫の東側の崖面の切り取り部に１

トレンチ、団地南西角部の道路幅員の拡張部に２トレ

ンチを設定した（図１４)。なお、本調査で用いるレベ

ルは、松山市作成の都市計画図に表示された桑原中学

校校庭内の標高地を利用している。

［１トレンチ］（図14、写真30～33）

ｌトレンチは、旧果実収納庫の東側の崖の上面に、

長さ６１ｍ×幅13～2.4ｍの台形状に設定した。現地表

下約９cmまで重機によって掘り下げたところ、和泉砂

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

岩の風化岩盤層である明黄褐色砂質土層があらわれ

た。その上面で精査を行ったが、トレンチ北端付近で、

径50～60cmの長楕円形状に広がる炭化物の集積を確認

できた。しかし、ガラス小片などが出土したため撹乱

渡と判断した｡その他に､遺構･遺物は出土していない。

［２トレンチ］（図１４、写真34～36）

２トレンチは、ｌトレンチから南西へ30ｍ離れた地

点に位置する。１トレンチ同様、東から西へのびる丘

陵尾根線に対して直交する方向に、長さ14ｍ、幅１．４

～L7mのトレンチを設けた。現地表下約15cmまで、

重機によって掘り下げを行ったところ、１トレンチ

と同じく、浅黄砂質土の丸いブロックが混じった和泉

砂岩の風化岩盤層である明黄褐色砂質土層があらわれ

た。この上面を精査したが、樹木根跡などしか検出で

きず、遺物も出土していない。（三吉）

00606（畑寺団地）2006年度確認調査

調査 地 点

調査面積

調査 期 間

調査の種別

調査 担 当

松山市畑寺町丙47番２号

愛媛大学畑寺団地

2,750㎡

2006年９月29日

確認調査

田崎博之・三吉秀充

00605調査として試掘調査を実施した畑寺団地から

北西方向にのびる尾根線上には、竹ヶ谷遺跡が位置す

る。前述したように、竹ヶ谷遺跡は、1983年に発掘調

査が行われ、弥生時代の貯蔵穴や古墳時代中・後期

の古墳群が発見されている。隣接する畑寺団地内にも

遺跡が存在する可能性を考え、00605調査終了後に、

瀧繍織灘：
誕斑

灘蕊灘灘

写真3700606調査畑寺団地全景（西から）

2７

2006年度の構内遺跡確認調査として、畑寺団地の地表

調査を行うこととした。

畑寺団地は、現在、団地東半部は雑木林、西半部は

段々畑状に地形を削平し、果樹林として利用されてい

る。そこで、段々畑状に削平された団地西半部を対象

として、表面地形の観察、遺物の表面採集を中心とし

た地表調査を実施した。しかし、段々畑の造成に伴っ

て、旧地形の大半は削平され、採集された遺物は近世

の陶磁器片だけである（写真３７．３８)。ただし、団地

北西端の果実収納庫北側には、小さな高まりが見られ

ることから､古墳などの可能性も残されている。今後、

工事を行う際には､立会調査などの対応が必要である。

（三吉・田崎）

写真3800606調査畑寺団地頂部から西を望む
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Ⅱ2006年度実施の発掘調査

００６０７（重信団地）医学部及び附属病院敷地内の電柱建て替え工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査 期 間

調査の種別

調査 担 当

依頼文書

、

東温市志津川

愛媛大学重信団地

18㎡

2006年11月９日～１１月１０日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

財務部長発事務連絡

(平成18年７月３日付）

99301

５０ｍ

Ⅱ
I鶏蕩一‘騨献歌…_灘識諜:

喋臓

１調査にいたる経緯

平成１８年６月、医学部および附属病院敷地内におけ

る電柱建て替え工事計画が、財務部から報告・説明さ

れた。周辺における既往の調査結果から、重信団地北

西部の６ヶ所および団地東部の駐車場南端の１ヶ所の

電柱建て替えに関しては、埋蔵文化財への影響が考え

られることから、立会調査を実施することとした。

00607-4

Ｉ

Ⅱ-２

b

｜幅,｡｡”
Ｉ’

ｉｌｌ
ｌｌⅡ’’2QOOm

Ⅱ…］
一Ⅱ-３ １１９．００ｍ

図1600607調査１～６トレンチ配置および土層柱状図（縮尺１／1,500,1／50）

2９
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［３トレンチ］（図１６、写真43.44）

３トレンチは、２トレンチから北へ50ｍ離れた地点

に位置する。現地表下132ｍまで造成土が続き、直下

で径１mm大の砂篠が少量混じる灰白色シルト質土のⅡ

層があらわれた。厚さは14cmほどを測る。Ⅱ層は、部

分的に鉄分が沈着して赤みをおび、水田層と考えた。

Ⅱ層の下層には、径２～１０cm大の円喋層が出土した。

円篠層を現地表下1.75ｍまで掘り下げたが、遺構・遺

物は出土しなかった。

［４トレンチ］（図16、写真４５．４６）

４トレンチは、３トレンチから北東へ35ｍの地点に

位置する。現地表下1.08ｍまで造成土のＩ層がつづき、

その下層で径１mm～径３cmの円喋が混じる灰白色シル

ト質土のⅡ層があらわれた。Ⅱ層は、下半部に鉄分が

沈着して全体に赤みをおびており、水田層と考えられ

る。層厚は約65cmを測る。下半部は円喋が多くなる。

Ⅱ層からは、土師器塊あるいは皿の口縁部細片が１点

出土している。しかし、細片のため時期は明らかでな

い。Ⅱ層の下層は、現地表下1.91cmまで径ｌ～３cln大

｜②｜
’’ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

２調査の記録

重信団地西部の６ケ所の電柱建て替えを南から北に

向けて順に１～６トレンチとし、団地東側の‘駐車場南

端の電柱建て替え地点を７トレンチとして調査を進め

た（図５)。

［１１､レンチ］（図16、写真３９．４０）

ｌトレンチは重信団地内西部の薬品庫の西側に位置

する。現地表下約２ｍまで造成土がつづく。Ｉ層の下

層には、暗オリーブ色できめの細かいシルト質土のⅡ

層が20cmほどの厚さで堆積する｡水田層と考えられる。

Ⅱ層の下層では砂牒層があらわれ、現地表下2.2ｍの

地点までつづく。遺物は出土していない。

［２１､レンチ］（図16、写真４１．４２）

２トレンチは、看護学科校舎の西約35ｍ、１１､レン

チから北へ50ｍの地点に位置する。現地表下約1.35ｍ

まで造成土であるＩ層が続き、その下層で暗オリーブ

色シルト質土のⅡ層があらわれた。水田層である。Ⅱ

層直下では、径５～20cm大の円喋混じりの灰白色砂喋

層が、現地表下約2.1ｍまでつづく。

」Ｌ一_」

一一一

更Ｉ
③

/－－-一一-一一一一毒~~一一一~一一
|錘99210-1

199210-2

一一・｣--124.00ｍ

図1700607調査７トレンチ配置および±層柱状図（縮尺１／1,500,1/50）

5０図

99210-3

199210-5９９２１０４ １＝
| 画 ［ ．

Ⅶ



Ⅱ2006年度実施の発掘調査

写真3900607調査１トレンチ遠景（南西から） 写真4000607調査１１､レンチ北壁十層

写真4100607調査２トレンチ遠景（南東から） 写真4200607調査２トレンチ西壁土層

写真4300607調査３トレンチ遠景（北から） 写真4400607調査３トレンチ南壁土層

罰

韓喝

』1銭

愈董

蔦

写真4500607調査４トレンチ遠景（南から） 写真4600607調査４トレンチ南壁十層

3１



写真4700607調査５トレンチ遠景（南東から）

写真4900607調査６トレンチ遠景（東から）

写真5100607調査７トレンチ遠景（西から）

の円喋層がつづく。

［５トレンチ］（図16、写真４７．４８）

５トレンチは、４トレンチから北東へ50ｍの地点に

位置する。現地表下157ｍまで造成土のＩ層がつづき、

その直下で灰黄色シルト質土のⅡ層があらわれた。土

質の特徴から水田層と判断したが、Ⅱ－１～Ⅱ‐３層

に分層できる。Ⅱ－１層は、約27cmの厚さを測り、上

半部は灰黄色シルト質土で、径２～３mmの砂喋が少量

混じる。下半部は鉄分が沈着して赤みをおびた浅黄色

シルト質土である。上半部は水田耕作土層、下半部は

3２

写真4800607調査５トレンチ北壁十層

写真5000607調査６トレンチ北壁士層

写真5200607調査７トレンチ西壁土層

床土層である。Ⅱ－２層は、約１０cmの厚さを測る。上

半部は、灰黄色シルト質土で、径１～２mmの砂粒や径

１cm大の円牒が少量混じる水田耕作土層。下半部は浅

黄色シルト質土の床土層である。Ⅱ－３層は、径１～

３mmの砂喋が混じる上半部が灰黄色シルト質土の水田

耕作土層で、下半部は浅黄色シルト質土で床土層であ

る。層厚は約７cm。Ⅱ層の下層は、現地表下2.08ｍま

で砂喋層がつづく。砂篠層の上部は灰黄色砂層、下部

は径３cm大の角喋が混じる灰黄色砂層である。
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の層厚は約22cmの堆積で、上半部は径３cm大の円牒が

混じる灰白色シルト質土、下半部は浅黄色シルト質土

で、径３cm前後の円喋が混じる。上半部は水田耕作土

層、下半部は床土層である。Ⅱ層下は現地表下233ｍ

まで径２～１０cm前後の円喋からなる円篠層がつづく。

一’～
一

00607-3匁

画

①(表土層）

１２０．００ｍ
道路

ｒ①(表土層）120.00ｍ

［６トレンチ］（図16、写真４９．５０）

６トレンチは、重信団地北西部にあたり、５トレ

ンチから北東へ40ｍ離れた地点に位置する。現地表下

L53ｍまで造成土のＩ層がつづき、その下層で灰白色

～浅黄色のシルト質土であるⅡ層があらわれた。Ⅱ層



円篠の隙間にはオリーブ黄色砂が混じる。

［アトレンチ］（図17、写真５１．５２）

７トレンチは、重信団地東部の駐車場南東端に位置

する。現地表下0.95ｍまで造成士のＩ層がつづき、そ

の直下で径２～lOcmの円諜が混じる灰白色シルト質士

のⅡ層があらわれた。Ⅱ層は約45cmの厚さで、鉄分・

マンガンの沈着層が縞状にみられる。複数の時期の水

田層からなるものと考えられる。Ⅱ層の下層では、現

地表下218ｍまで、径５～１０cmの円篠層がつづく。円

喋の隙間にはオリーブ黄（５Ｙ６/3）色砂層が挟まる。

３調査のまと め

各トレンチともに、造成土のＩ層下で水田層である

Ⅱ層、さらに下層で円牒・砂喋から構成される喋層や

砂喋層を確認できた。最下層の喋層や砂喋層は重信川

の旧河川堆積物である。問題はⅡ層の水田層の時期で

ある。今回確認できたⅡ層に対応する水田層は、これ

までの小規模調査でも存在が確認されている。しか

し、水田層から出土した遺物はほとんどなく、その時

期は不明のままであった。今回の７ヶ所のトレンチ調

査でも、４トレンチの水田層中から出土した土師器細

片のみである。そこで、この水田層の時期を検討する

ために、今回調査の３トレンチ、1992年度に実施した

99211.99301調査の成果に基づいて地形断面を作成し

た（図１８)。今回調査の３トレンチのⅡ層は、99211.

99301調査２トレンチでは②層にあたる。西側にある

現在の水田面と比較すると、５０～80cm前後高い位置に

ある。こうした水田面の高低差と、今回の４トレンチ

のⅡ層中から土師器細片が出土していることを考えれ

ば、重信団地北西部で見られる旧水田層は、医学部・

附属病院建設直前、近・現代まで使用されていた水田

の可能性が高い。 （三吉）

OO608（樽味団地）総合研究棟改修工事に伴う調査

（樽味遺跡８次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地

42㎡

2006年12月４日～１月26日

本格調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成18年７月７日付）

１調査にいたる経緯

2006年６月、施設基盤部から、樽味団地における総

合研究棟改修工事計画について報告があり、埋蔵文化

財調査室では既往の調査成果を検討し、以下の申し入

れを行った。

①耐震補強の地中梁補強工事については、掘削範囲

を建物建設時の余掘り内に収めること

②耐震補強工事に伴う樹木伐採は地表下30cmまでの

掘削にとどめること

③避雷針改修工事に伴う接地局の埋設箇所は、建物

建設時の余掘り範囲に収めること

④実験排水管改修に伴う検水槽の設置および排水管

更生工事では、検水槽の設置位置を建物建設時の
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余掘り範囲にできるだけ収め、排水管更生も既設

管路内に収めること

これを受けて、１１月中旬に、施設基盤部から具体的

な工事計画が報告されるとともに、耐震補強の地中梁

補強工事の掘削範囲を建物建設時の余掘り内に収める

ため、その範囲を確認する発掘調査が必要なことと、

どうしても余掘り内に収まらない検水槽の設置地点が

あることが説明された。そこで、計画の協議・調整を

進め、１２月上旬に建物建設時の余掘り範囲を確認し、

１月中旬に検水槽の設置地点を発掘調査することとし

た。

２調査の記録

今回の調査地点は、農学部本館東側での建物建設時

の余掘り範囲確認のために設定した１．２区と、検水

槽の設置地点の３～５区である。当初計画通り、１。

２区は12月中旬、３～５区は年明けの１月に着手した

（図９)。

（１）基本層序と出土遺構の概要

樽味団地では、既往の調査成果に基づき、遺跡全体

にわたる基本層序を上位からＩ～Ｖ層に区分している。
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Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：遺物を包含する黒色～黒褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルト層で､下部には操が混じる。

Ｖ層：Ⅳ層下の花商岩を主体とする砂喋層ないし喋

層。

今回の調査では、後述するように１区ではⅢ層の２

次堆積層を確認できたが、以外の調査区ではⅢ層は削

平されていた。また、調査区が狭いため、深掘りがで

きず、Ｖ層は確認していない。

３．４区では、Ⅳ層上面で土壌、溝、柱穴・杭穴、

その他の小穴が出土した（表５)。埋土が黒褐色シル

ト質土を主体とする遺構と、灰色みをおびる暗褐色シ

ルト質土を埋土とする遺構の２者がある。これまでの

樽味遺跡での調査成果から、埋土が黒褐色シルト質土

の影響を受けているためと、中世段階に掘り返しが

あったためと考えた。Ⅲ層の下層は浅黄色シルト質土

層で、樽味団地の基本層序Ⅳ層に対応する。

（３）２区の調査

２区は、農学部本館東西棟の余掘り範囲を確認する

ために、建物南側の壁面から２ｍ離れた位置に設定し

た。しかし、現地表下1.27ｍまで掘り下げたが、客土

された真砂士層がつづく。調査範囲内は余掘り範囲に

収まっていると判断した（写真５３．５５)。

（４）３区の調査

３区は、農学部本館東西棟の北側に設置される検水

槽部分にあたる。東西長4.4ｍ、南北幅3.3ｍの調査区

である。造成土である表土層のＩ層を掘り下げると、

を主体とする遺構は弥生時代～古墳時代、

灰色みをおびる暗褐色シルト質土を埋土と

する遺構は古代後半～中世と考えられる。

出土した遺構には、１～43の連番の遺構番

号を付し、遺構の種別を示す遺構略号を冠

している。

（２）１区の調査

ｌ区は、農学部本館南北棟の余掘り範囲

を確認するために､建物の東側に設定した。

建物沿いに設定した調査区では、建物壁か

ら2.6ｍまで建物建設時の余掘りがおよん

でいることを確認できた。その一方で、調

査区の東壁沿いでは樽味団地における基本

層序のⅡ～Ⅳ層を確認できた。時間的余裕

もあったので、Ⅲ層の精査とⅣ層上面での

遺構検出を行った（図19、写真53.54)。

ｌ区では、現地表下70cmで、樽味団地造

成以前の水田層であるⅡ層があらわれた。

Ⅱ層は、径１mm前後の藤が少量混じるシル

ト質土で、上半部は灰色、下半部はマンガ

ンが沈着してオリーブ黄色を呈する。上半

部は水田耕作土層、下半部は床土層にあた

る。Ⅱ層の直下では、灰黄色のシルト質土

層があらわれた。土質の特徴は、樽味団地

の基本層序Ⅲ層と共通する。人力で精査し

たが土師器の細片が数点出土したのみであ

る。灰黄色となっているのは、上層のⅡ層
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図1900608（樽味遺跡８次）調査１区実測図（縮尺１/50）



写真5300608調査１．２区遠景（北東から） 写真5400608調査１区全景（南から）

写真5500608調査２区全景（北から） 写真5600608調査３．４区遠景（北東から）
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写真5700608調査３区遺構検出状況（西から） 写真5800608調査３区完掘状況（西から）

写真5900608調査４区遺構検出状況（西から） 写真6000608調査４区完掘状況（東から）
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表５００６０８（樽味遺跡８次）調査出土遺構一覧 褐灰色シルト質土を主体としながら、Ⅳ層のレンズ状

ブロックが多く挟まる｡③層が土壌内に流れ込んだ後、

①．②層で人為的に埋め戻されたものと考えられる。

〔溝〕

ＳＤ－２ＳＫ－ｌの南側で出土した東西にのびる溝で

ある。溝と言っても、長さ90cm、幅１４～21cmの短く細

い溝状遺構である。ＳＰ－６と切り合うが、先後関係は

明らかにできなかった。東側は調査区外にのびる。ま

た､調査区壁沿いは撹乱部で破壊されている。埋土は、

砂牒まじりの暗褐色シルト質士で、小指先大のにぶい

黄褐色シルトの小塊が多く混じる。また、埋土上半に

は、灰色シルト質土の小塊が点々とみられた。

〔柱穴・杭穴〕

ＳＰ－５調査区北東角に位置するＳＫ‐１に切られ

る柱穴である。１８×22cmの長円形の掘り形をもち、ほ

ぼ中央で径７～８cm､深さ18cmの柱痕跡を確認できた。

埋土の①層は柱痕跡で、砂喋混じりの暗褐色シルト質

土で、小指先大のにぶい黄褐色シルトの小塊が点々と

混じる。②層は掘り形埋士で、砂喋混じりの暗褐色砂

質シルト質士で、小指先大のにぶい黄褐色シルトの小

塊が混じり、その量は①層より多い。

ＳＰ－７調査区南東部に位置する。南西側を撹乱部

で破壊されているが、径33cmほどの円形の柱穴と考え

られる。掘り形の中央やや北東よりで径１２cm、深さ９

cmの柱痕跡を確認できた。埋土は、全体にやや黒みが

強く、砂篠が比較的多く混じり、ＳＤ－２の埋土に近い

土質である。①層は柱痕跡で、暗褐色シルト質土。径

ｌ～２ｍのにぶい黄褐色シルト塊が点々と混じる。②

層は掘り形埋土で、暗褐色シルト質土。親指先大のに

ぶい黄褐色シルト塊が多く混じる。

ＳＰ－８調査区南東角で出土した１６×19cmの長円形

の柱穴である。掘り形のほぼ中央で径７～８cm，深さ

１６cmの柱痕跡を検出した。①層は黒褐色シルト質士の

柱痕跡。②層は掘り形埋土で、黒褐色シルト質土に、

径１cmほどのにぶい黄褐色シルトが多く混じる。その

ため、全体として暗褐色の土色となっている。

ＳＰ－１０調査区南東部に位置し、撹乱部の底面で

全形を検出できた｡短径37cmの不整円形の柱穴である。

掘り形の中央西よりで、径17cmの柱痕跡が出土した。

埋土の特徴はＳＤ－２と共通する。①層は柱痕跡で、

暗褐色シルト質土。径ｌ～２mmのにぶい黄褐色シルト

や、灰色シルト質土の小塊が点々と混じる。②層は掘

り形埋士。①層と比べて、暗褐色シルト質土や灰色シ

樽味団地造成以前の水田層であるⅡ層、さらに現地表

下60cmほどでⅣ層があらわれた。３区では基本層序Ⅲ

層はみられない（図20、写真56～58)。

Ⅱ層は、上半部の径ｌ～２mmの粗砂や篠が多く混じ

る灰色シルト質土であるⅡ‐ｌ層、下半部の明黄褐色

シルト質土のⅡ－２層からなる。Ⅱ－１層は水田耕作

土層、Ⅱ－２層は床士層である。

Ⅳ層の上面では、土壌ｌ(ＳＫ－１）、溝１(ＳＤ‐２)、

柱穴・杭穴７(SP－５．７．８．１０～１３)、その他の小

穴15(SP‐３．４．６．９．１４～20,40～43）を検出

した。また、小穴の中で、ＳP－５．７．８．１０～13は、

立柱痕跡が伴う柱穴や杭穴である。しかし、これらと

ともに掘立柱建物や柵列を構成する柱穴や杭穴は、調

査範囲が狭く確認できなかった。また、３区で出土し

た遺構の中で、ＳＫ－ｌ、SP-l5・’８．１９などの埋士は

黒褐色シルト質土を主体とするが、他は灰色みをおび

る暗褐色シルト質土である。これまでの樽味遺跡での

調査成果から、埋土が黒褐色シルト質土を主体とする

遺構は弥生時代～古墳時代、灰色みをおびる暗褐色シ

ルト質士を埋土とする遺構は古代後半～中世と考えら

れる。以下、土壌、溝、柱穴・杭穴を報告する。

〔土壌〕

ＳＫ－１東西幅1.25ｍの隅丸長方形の土壌で、調査

区の北東部で南半部を検出した。ＳＰ－５に切られてい

る。埋土は、砂篠が少量混じる黒色シルト質土を主体

とする。サラサラした質感で、クロボク土を母材とす

るものと考えられる。また、Ⅳ層のにぶい黄褐色シル

トの径２～１０mmの小塊が多く混じる。調査区の北壁面

で埋積状況を確認できた｡①層は､黒色シルト質土で、

径１～５ｍのⅣ層の小塊が多く混じる。②層は、褐灰

色～黒色のシルト質土で、径１～３mmのⅣ層の小塊を

含むが、①層と比べて小塊は少なめである。③層は、
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調査区 土壌 溝 柱穴・杭穴 その他の遺構

ｌ区 出土遺構なし

２区 出土遺構なし

３区 ｌ（ＳＫ‐ｌ） １（ＳＤ－２）
７(SP-５．７．

８．１０～１３）

小穴１５（SP‐

３．４．６．９

１４～２０．４０～

43）
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37）

性格不明の

遺構１（ＳＸ‐

32）

５区 出土遺構なし
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ルト質土の小塊の量が格段に多い。

sP-11調査区南西角の調査区壁際に位置する。

平面的には検出できなかったが、土層断面観察で柱痕

跡を確認できた。①層は柱痕跡で、砂喋が混じる暗褐

色シルト質土。上半部に径ｌ～２ｍのにぶい黄褐色シ

ルト質土の小塊が多く混じる。②．③層は掘り形埋士。

②層は、暗褐色シルト質土で、径１mm～１cmのにぶい

黄褐色シルト質土の塊が混じる。また、下半部を中心

として灰色シルト質土の小塊が多く混じる。③層は暗

褐色シルト質土。径１mm前後のにぶい黄褐色シルトの

塊が少量混じる。

SP-12調査区西半部に位置する25×28cmの掘り

形をもつ柱穴である。中ほどまで掘り下げた時点で、

掘り形の東よりで径１６cmの柱痕跡を確認できた。①層

は、暗褐色シルト質土で、径ｌ～３cm大のにぶい黄褐

色シルト質土の塊が非常に多く混じる。柱が抜き取ら

れた後に流入した土層である。②層は柱痕跡。暗褐色

シルト質土で、径１cm以下のにぶい黄褐色シルト塊が

少量混じる。また、炭化物片が少量出土。③層は掘り

形埋土で、暗褐色シルト質士。にぶい黄褐色シルトが

縞状に混じる。

SP-13調査区西半部のSP-l2の西側に位置する。

径22～23cmの円形の掘り形をもち、掘り形の中央西よ

りで径８～９cm、深さ36cmの先端が尖り気味の杭痕跡

を確認できた。①層は杭痕跡で、微細砂が混じる黒褐

色シルト質土である。径２ｍ大のにぶい黄褐色シルト

の小塊が混じる。②層は砂喋混じりの黒褐色シルト質

土で、径１～５mm大のにぶい黄褐色シルトの塊が多く

混じる。

（５）４区の調査

４区も、農学部本館東西棟の北側に設置される検水

槽部分にあたる。調査に着手した当初は、東西９ｍ、

南北７，幅で調査区を設定した。ところが、重機を用

いて表土層であるＩ層を掘り進めたところ、トレンチ

の東西で既設の配管路があらわれた。これらの配管路

は、検水槽設置に支障となるため、まず東部で出土し

た散水管の付け替えを行い、調査区を東側へ３ｍ拡張

し、検水槽設置面積を確保することとなった。以上の

ような経緯によって、４区は最終的に東西１２ｍ，南北

７ｍの調査範囲となった（図20、写真５９．６０)。

道路面下、約26cmまで瓦喋を伴ったＩ層がつづき、

直下でⅣ層を検出した。Ⅳ層上面で､柱穴･杭穴１３(SＰ
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－２２．２３．２５～２８．３０．３１．３４～３６．３８．３９)、その

他の小穴４（SP－２１．２４．２９．３７)、性格不明のⅢ層

の落ち込みであるSX-32が出土した（ただし、遺構

番号33は欠番)。調査区が狭いこともあり、出土した

柱穴・杭穴と掘立柱建物や柵列を構成すると考えられ

るものは確認できなかった。また、柱穴・杭穴の埋

土は、大きく灰色（SP-21)、灰褐色（SP-24・２５．

２６．２７．２８．２９．３５．３７)、暗褐～黒褐色（SP-22.

23.30.31.34.36.38）の３者に分類できる。以下、

柱穴・杭穴と'性格不明の遺構SX-32を報告する。

〔柱穴・杭穴〕

SP-22調査区南西部で出土した残存径約60cmの

柱穴である。当初､一つの遺構と考えて掘り進めたが、

調査区南壁精査中に２つの柱穴が重複していることに

気がついた。東側をSP-39、西側をSP-22とした。

そのため、SP-22として取り上げた遺物には、SP-39

の遺物が混じっている。

SP-22は深さ１６cmを測る。SP-39を切る。SP-22の

埋土は６層からなる。①層は暗褐色シルト質土に明黄

褐色土の丸いブロックが混じる。②層は柱痕跡で黒色

シルト質土である。柱痕跡の直径は１４cmを測る。③～

⑥層は掘り形埋土である。③．④層は黒褐色シルト質

土を主体とし、明黄褐色砂質土の丸い小塊が少量混じ

る。⑤層は黒～灰褐色シルト質土を主体とし、明黄褐

色砂質士の塊が少量混じる。⑥層は明黄褐色砂質シル

ト質土を主体として、黒色シルト質土のブロックが少

量混じる。土師器片が２点出土している。

SP-23調査区西部で出土した残存径40cmの柱穴

である。柱穴の大半は撹乱分で破壊されている。深さ

は24cmを測る。埋士は、柱痕跡である①層と、掘り形

埋土層である②層からなる｡①層は黒褐色シルト質土。

②層は黒褐色シルト質士。灰色あるいは明黄褐色の砂

質シルトのレンズ状ブロックが少量混じる。

SP-25調査区中央部で出土した径20cmの柱穴で

ある。深さl3cmoSP-26に切られる。埋土は、柱痕跡

である①層と、掘り形埋土である②層からなる。①層

部分は径８cmの柱痕跡で、灰褐色シルト質土。②層は

灰褐色シルト質土を主体として、径２～３mmの明黄褐

色土の丸い塊が混じる｡土師器片が３点出土している。

そのうちの１点は土師器皿の底部片であるが、時期は

不明である。

SP-26調査区中央部で出土した径18cmの柱穴で

ある。深さ７cmを測る。SP-25を切る。埋土は、柱痕



跡である①層と、掘り形埋土である②層とからなる。

①層部分は径９cmの柱痕跡で、灰褐色シルト質土。②

層は灰褐色シルト質土を主体として、明黄褐色士の丸

い小塊が少量混じる。瓦器片が１点出土している。

SP-27調査区中央部で出土した径24cm前後の柱

穴である。深さlOcmo埋土は、灰褐色～暗褐色シルト

で明黄褐色土の丸い塊が混じる。柱穴底面には、長辺

20cm、幅１４cm、厚さ９cmの花両岩の肩平な割石が据え

られており、礎板と考えられる。

SP-28調査区中央部で出土した径19～22cmの柱

穴で、深さ１８cmを測る。埋土は灰褐色シルトで、暗褐

色シルトの丸い小塊が混じる。柱穴底面からやや浮い

た状態で、長辺10cm、幅８cmの割り石が出土した。礎

板と考えられる。出土遺物は土師器細片が２点出土し

ている。

SP-30調査区中央南部で出土した径21cm前後の

柱穴である。深さ10cm･埋士は､柱痕跡である①層と、

掘り形埋士の②層とからなる。①層の柱痕跡は径９ｃｍ

前後で、暗褐色シルト質土で埋まる。②層は灰褐色シ

ルト質土を主体として、小指先大の炭化物片が少量混

じる。SP-29に切られる。土師器細片が４点出土して

いる。

SP-31調査区中央南壁に接して出土した残存径

70cm以上の柱穴である。深さは29cmを測る。当初、３

つの遺構（SP-31、ＳＫ－３２．３３）が切り合うものと考

えていた。遺構完掘後、調査区南壁を利用した遺構埋

土の精査の結果、一連の遺構であることを確認でき

た。埋士は、柱の抜き取り痕跡である①層と、掘り形

埋土の②～⑥層に分層ができる。①層は黒褐色シルト

質土。①層の西は上下に直線的にのびるのに対して、

東は上部で東側へ屈曲する。このことから柱を東側へ

抜き取ったことが考えられる。柱抜き取り痕跡は径２０

cmを測る。②層は黒褐色シルト質土で、明黄褐色土の

丸い小塊が少量混じる。③層は暗褐色シルト質土で、

明黄褐色土の丸い小塊が混じる。④層は灰褐色シルト

質土を主体として、明黄褐色土のレンズ状ブロックが

少量挟まる。⑤層は暗褐色シルト質土で、明黄褐色土

の丸い塊が混じる。⑥層は、暗褐色シルト質土を主体

として、明黄褐色士の大きな丸い塊が多く混じる。

SP-34調査区南東部で出土した径40cm前後の柱

穴である。深さ40cmを測る。遺構検出時、調査区南東

隅を中心に灰褐色シルト層の広がりが見られた。灰褐

色シルト層は８cmほど堆積しており、これを取り除く

4０

とSP-34の掘り形を検出できた。埋土は、柱の抜き取

り痕跡である①層と､掘り形埋土である②層からなる。

柱の抜き取り痕跡である①層は、暗褐～灰褐色シルト

質土で、明黄褐色土の小塊が少量混じる。抜き取り痕

の底面で径１７cmの柱径を復元できる。②層は、暗褐色

シルト質土で、明黄褐色土の大きな塊が混じる。土師

器片２点と古墳時代の須恵器坪底部片１点が出土して

いる。

SP-35調査区東部で出土した径34cmの柱穴であ

る。深さ42cmを測る。埋土は、柱抜き取り後の流入土

である①層、柱抜き取り痕跡である②層、掘り形埋土

である③～⑤層からなる。①層は、灰褐色シルト質士

で、明黄褐色土の塊が少量混じる。②層は、灰褐色シ

ルト質土で、径１～３mmの明黄褐色土の丸い塊が多く

混じる。③層は、灰褐色シルト質土が主体で、明黄褐

色土の径ｌ～３mmの丸い塊が混じる。②層より、明黄

褐色土の塊の割合は少ない｡④層は灰褐色シルト質土。

⑤層は、灰褐色シルト質土を主体とし、明黄褐色土の

長さ５cm前後のレンズ状ブロックが挟まる。土師器片

が４点出土しているが､２点は土師器皿底部片である。

SP-36調査区東部、東壁に沿って検出した径５５

cmの柱穴である。深さ30cm・柱穴の東半分は、調査区

外へのびる。埋土は、柱抜き取り痕跡である①層と、

掘り形埋土である②層からなる。①層は暗褐色シルト

質土で、明黄褐色土の塊を少量含んでいる。②層は、

①層と同様な土質であるが、明黄褐色土の割合は少な

い。ｌ個体分の土師器が出土している。

SP-38調査区北東部で出土した径30cmの柱穴で

ある。深さ42cmを測る。埋土は､柱痕跡である①層と、

掘り形埋土である②③層からなる。①層は暗褐色シル

ト質土。柱痕跡の径は１６cmを測る。②層は暗褐色シル

ト質土で､径ｌ～５mmの明黄褐色砂質士の塊が混じる。

③層は②層に近いが、明黄褐色砂質土の塊が多い。土

師器片１点、鉄津１点が出土している。

SP-39調査区南壁に接して出土した径24cmの柱

穴である。深さ26cm。径６cmの柱痕跡を確認できた。

①層は柱痕跡で、暗～灰褐色シルト質土。②層は掘り

形埋土で灰褐色シルト質土である。

〔性格不明の遺構SX-32〕

調査区南東部で検出した。当初、土壌として調査を

進めたが、掘り形は深さ約８cmと浅いことから、落ち

込み状の遺構と考えた。埋土は灰褐色シルト質土であ

る。底面でSP-34が出土した。SX-32はSP-34に先行



する遺構であるｃ

（６）５区の調査

５区は、農学部本館の南側東西棟の西端部に設置さ

れる検水槽部分にあたる。重機を用いて造成土のＩ層

を掘り下げると、現地表下65cmで、調査区の西端でⅣ

層が部分的にあらわれた。したがって、建物建設時の

余掘り範囲は、建物壁面から西側へ35ｍまでおよん

でいることになる（図21、写真６１．６２)。

３調査のまとめ

今回の調査では、１．２．５区からは遺構・遺物は

'

鼠

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

出土していない。これに対して、３．４区では土壌、

溝､柱穴･杭穴などを確認できた。出土遺物が少なく、

個々の遺構の時期は確定できないが、中世に比定でき

る遺構が中心となるものと考えられる。樽味団地内で

は、これまで樽味遺跡１．２次調査地点を中心とする

14～16世紀の集落遺跡が確認されている。今回の調査

地点の北東側に位置する樽味遺跡１次調査地点ではＬ

字状の溝が調査され、２次調査では掘立柱建物群を溝

や柵列で囲む方形区画が調査されている。今回、出土

した遺構は､こうした中世集落を構成するものである。

〃
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、

、

縁石
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農学部本館

図2100608（樽味遺跡８次）調査５区実測図（縮尺1/50）
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農学 部 会 館

附属農高校舎

写真6100608調査５区遠景（北東から） 写真6200608調査５区全景（南から）

００６０９（樽味団地）農学部附属農業高等学校ボイラー室新設工事に伴う調査

調査地点 松山市樽味３丁目５番地

愛媛大学樽味団地

2.9㎡

2006年12月21日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成１８年10月23日付）

１調査にいたる経緯

樽味団地全体へ暖房供給を行っているボイラー施設

が老朽化したため、ボイラー室の新設が計画され、埋

蔵文化財調査室に報告された。施設基盤部と協議し、

配管の埋設では工法を調整することで埋蔵文化財に影

響の及ばないように計画の変更がなされたが、ボイ

ラーブロー用滞留桝設置については、工法等の検討・

調整をしてもなお、埋蔵文化財に影響の及ぶ可能性が

高いと判断された。また、植栽や既設桝・電灯等の空

調査面積

調査期間

調査種別

調杏相当

調査補助

依頼文書

図2200609調査地点位置図（縮尺１／1,000）
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Ⅱ2006年度実施の発掘調査

隙に設置するため、確保できる平面

積・容積が確定できない状況があっ

た。このため、滞留桝設置に伴う掘

削工事に際して、立会調査を実施す

ることとした。

／

写真6400609調査区完掘状況（北から）写真6300609調査地点近景（南西から）
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２調査の記録

調査地点は、附属農業高等学校北

校舎の西側の植栽内である（図22、

写真63)。南西隅を既設電灯（99904

調査５トレンチ)、東辺を校舎外壁

に接して調査区を設定した。造成土

であるＩ層を掘り下げると、調査区

の南西隅部の一部に樽味団地基本層

序のⅡ層があらわれ、遺物包含層で

ある基本層序Ⅲ層も調査区南西隅部

で約50×60cmの直角三角形状に残る

ことを確認でき、Ⅲ層の精査を進め

ることとした。

Ⅱ層は、現地表下約50cmであらわ

れる。黄褐色から暗灰黄色の砂質土

で、１mm前後の砂粒と１cm大の炭化

１
小

Ｅ
Ｃ
Ｃ
・
寸
寸

佃厘醐篭

4３

Ⅳ

図2300609調査実測図（縮尺１／50）

目 ２ｍ

色のシルト質土で、５mm前後のマンガン粒の沈着が多

く、土質はしまっている（写真64)。

で、１mm前後の砂粒と１cm大の炭化物粒を少し含み、

鉄分の沈着が斑状にやや認められる。下部の１０cm前後

は、５mm前後のマンガン粒の沈着が多く、やや粘性を

増す。約45cmの厚さである。Ⅱ層からは土器片１点が

出土した。下層の現地表下約95cmではⅢ層があらわれ

る。層厚は15cm弱。黒褐色シルト質土で、下層の黄燈

色シルト質土を５mm以下の粒状に少し含み、しまりが

強い。西壁に接して北東側を撹乱部で破壊された小穴

１基が出土した。小穴の埋土は、Ⅲ層と比べて２mm前

後の黄燈色シルト質土粒の混じりが多い。Ⅲ層および

小穴から遺物は出土していない。以下のⅣ層は、黄燈

３調査のまとめ

今回の調査区および隣接する99904調査５１､レンチ

では､基本層序Ⅲ層が良好に残存していた。周辺でも、

99904調査３．４トレンチや99707調査２１､レンチで、

同様に現地表下100cm前後の深さにⅢ層が存在する。

附属農業高等学校校舎の西部一帯に埋蔵文化財が良好

に残存していることを確認できた。（吉田）



ﾕ1Ｍ

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

１９㎡

2006年１月26日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設基盤部施設基盤部長発事務連絡

(平成１８年12月７日付）

事の一環として教育学部４号館の耐震補強工事が行わ

れることとなった。工事内容は、４号館南壁際中央部

と、北壁際東西両端部への耐震補強ブレース設置で、

これに伴う掘削計画は、建物各１スパンにあたる東西

約7.0ｍ，建物外壁から1.2ｍの範囲を現地表下130cmで

ある。周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影

響が及ぶ掘削深度である。しかし、00404調査２トレ

ンチで、教育学部４号館南辺東部の余掘りが建物外壁

から南に2.85ｍまで及ぶことが確認されており、南壁

際中央部は建物建設時の余掘り範囲にはいると判断し

た。建物北側も、この余掘り範囲を適用できる可能性

が高いが、なお確定はできず、掘削工事に際して立会

調査地点

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

調査補助

依頼文書

１調査にいたる経緯

城北団地第一体育館等の教育学部周辺施設の改修工
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調査を実施することとした。

２調査の記録

調査にあたって、掘削済みの４号館南側の工事地点

で工事内容を確認したところ、城北団地基本層序Ⅳ層

が掘削底面にあらわれた。状況の詳細を確認・記録す

るため、この地点も調査対象としてｌトレンチとし、

北西側を２トレンチ、北東部を３トレンチとした（図

24)。

［１トレンチ］（図25、写真６５．６６）

４号館南側、西から３スパン目の壁際に設定した調

査区で、東西6.75ｍ・南北すなわち外壁から1.0ｍの範

囲である。先記したように、既に現地表下約120cmま

で掘削が行われており、まずは掘削壁及び底面を清掃

し、土層の状況を確認した。建物柱部は外壁から約９０

cm拡張した基礎をもち、その余掘りが掘削面でなお７０

～80cmあり、それ以外の底面にⅣ層が残っていた。さ

らに、柱部以外の外壁基礎下にも、１０cm前後のコンク

リート層･撹乱士層を挟んでⅣ層の残存がうかがえた。

以上から、教育学部４号館建設においては、坪基礎の

柱部は現地表下120cmを超えた掘削を行ったが、その

他は現地表下120cm前後の掘削に留まったと推定でき

ることになる。

１トレンチでは、掘削がなおlOcm前後必要であるこ

とが工事業者から示されたため、縄文土器を包含する

ことがあるⅣ層については、工事必要範囲内を手掘り

で調査することとした。

この地点のⅣ層は明黄褐色砂質士で、１mm大以上の

砂粒・砂喋はほとんど含まず、粘性がほとんどなく砂

質が強い。しまりも強い。１cm前後の斑状に鉄分が沈

着し、５ｍ大のマンガン粒の沈着も少し見られる。現

地表下135cmまで掘り下げたが、遺物は出土しなかっ

た。

［２トレンチ］（図25、写真67～69）

４号館北側､西端スパンの壁際に設定した調査区で、

東西6.85ｍ･南北1.0ｍの範囲である。ｌトレンチ同様、

現地表下約120cmの外壁基礎コンクリート面とほぼ同

じ高さに、東西約2.5,幅でⅣ層の残存を確認した。

4６

以後、工事に必要な深度約135cmまで、手掘りにより

Ⅳ層を掘り下げた。

この地点のⅣ層は、にぶい黄色砂質土で、１トレン

チよりもやや色調は暗めである。また、１mm前後の白

色砂粒を少し含み、ｌトレンチより砂質はやや強く、

しまりはやや弱い。１cm前後の斑状に鉄分が少し沈着

し、５ｍ大のマンガン粒の沈着がわずかに見られる。

遺物は出土していない。

［３トレンチ］（図25、写真６９．７０）

４号館北側､東端スパンの壁際に設定した調査区で、

東西7.0ｍ･南北1.0ｍを測る。重機掘削から立ち会い、

１．２トレンチ同様、現地表下約120cmの外壁基礎コ

ンクリート面と同じ高さ、東西約2.0,幅にⅣ層の残

存を確認した。その上で、現地表下約135cmまで手掘

りによりⅣ層を精査した。

この地点のⅣ層は、にぶい黄色砂質土で、ｌトレン

チよりは２トレンチに土質は近い。１ｍ前後の白色砂

粒をやや含み、１．２トレンチより砂質がさらに強く、

しまりはやや弱い。１cm前後の斑状の鉄分沈着があり、

マンガン粒の沈着は少ない。なお、残存西部には、０．５

ｍ以下の砂粒を主体とした黄灰色砂質土がトレンチ底

面に広がり、同様の砂質土層は、トレンチ北壁で、に

ぶい黄色砂質土の上にも厚さ20cm前後存在しているこ

とが認められた。ただし、これも含めて、Ⅳ層からの

出土遺物はない。

Ｓ調査の成果

施設基盤部に調査で得られた教育学部４号館基礎に

関する所見を伝え、施工業者への慎重工事を依頼して

調査を終えた。

00404調査２トレンチでは、教育学部４号館南側の

余掘りは外壁から2.85ｍの範囲に及ぶことを確認して

いた。ただし、その際の掘削は現地表下50cm弱にしか

及んでいなかった。今回の調査では、教育学部４号館

柱部以外で建設時の掘削は現地表下約120cmにとどま

り、以下に縄文時代の遺物包含層であるⅣ層が良好に

残存することを確認できた。（吉田）



写真6500610調査１トレンチ遠景（南東から）

写真6700610調査２．３トレンチ遠景（北東から）

写真6900610調査２トレンチ（西から）
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写真6600610調査１トレンチ（西から）

写真６８００６１０調査２トレンチ（南から）

写真7000610調査３トレンチ（西から）

00611（城北団地）宮前川架橋取設他工事に伴う調査

（文京遺跡30次調査）

調査地点松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

調査面積17.7㎡

4７

調査期間

調査種別

調杏相当

2006年２月５日～８日

本格調査

吉田広



調査補助

依頼文書

宮崎直栄

施設基盤部長発事務連絡

(平成18年12月７日付）

１調査にいたる経緯

城北地区交通安全対策委員会において、城北団地の

駐車・駐輪場等の整備を行うとともに、旧グラウンド

東側道路を北側に延長し、第一体育館東側の囲障を一

部撤去して宮前川に架橋し、新たな出入口を設けるこ

とが決定された。この決定を受けて、施設基盤部で

は具体的な工事設計に入ったが、工事に伴い現地表下

180cmまでの掘削が必要となり、その旨が埋蔵文化財

調査室に報告された。周辺では、西側約60ｍの文京遺

跡９次（調査番号：98706）調査地点で、城北団地の

基本層序Ⅳ層から縄文時代後期～晩期の土器が出土し

ている。今回の計画されている掘削ではⅣ層を完全に

破壊してしまうことになり、工事面積は狭いが、事前

に全面調査を実施することとした。

また、新たな出入口に伴う外灯２基の新設も同時に

計画され、いずれも現地表下140cmに及ぶ掘削計画が

提示された。架橋工事同様、埋蔵文化財への影響が予

想される深さである。架橋基礎部分の発掘調査と一連

の調査として、外灯工事地点２ヶ所も同時に調査する

こととした。

２調査の記録

架橋工事に伴う工事範囲は、北側囲障から南北約２

ｍ、東西約６ｍであり、その西側に接して２基の外灯

の内１基が設置される計画で、これを一括してｌ区と

して設定した。ｌ区は南北2.3ｍ×東西7.0ｍを測る。

一方、もう１基の外灯基礎部分は架橋調査区から南約

26ｍに位置する。南北1.6ｍ×東西1.0ｍの1.6㎡の調査

区を設定し、２区（外灯調査区）とした（図26、写真

71)。

（１）１区の調査

中央の雨水折及び管路で東西に分断され、表土近く

には管路の埋設も少なくない。これらを回避あるいは

現行でないことを確認しながら、城北団地基本層序の

Ｉ層．Ⅱ層を西側から重機により掘削していった。す

ると、近現代に下るⅡ層とは明確に区別でき、かつ上

部を流水‘性の砂喋層で覆われた土層の堆積が、現地表

下約70cmで認められた。近現代以前の水田関連土層と

4８

みられ、近現代の水田層Ⅱ‐１層と区別してⅡ－２層

とし、これ以下を調査することとした。

水田関連土層の掘り下げ後、調査区南西側ではⅣ層

が直接現れ、Ⅳ層上面でＳＸ－１を検出した。ところ

が、それ以東では当初Ⅲ層は存在しないとしていたも

のの、後の壁面精査においてⅢ層と判断すべき士層が

残ることが判明した。標高27.00ｍから厚さ１０～20ｃｍ

である。この地点のⅢ層は、暗オリーブ褐色シルト質

土で、１ｍ前後の砂粒を少し含む程度で砂質分が弱く、

粘』性をおびる。上部を中心に５ｍ大以下のマンガン粒

の沈着が多い。城北団地南部のⅢ層に比べて色調は薄

く、土壌化は弱い。Ⅳ層との境も漸移的である。遺物

もほとんど含まない。Ⅳ層上面検出時に出土した中世

土師器細片や須恵器片も、後述するＳＸ－２～４に関

連する遺物である可能性が高い。

Ⅲ層下では基本層序Ⅳ層があらわれた。Ⅳ層の検出

高は南西部が最も高く、標高約27.00ｍを測る。浅黄

色シルト質土で、調査区東部の北壁際で縄文後期の土

器片がまとまって出土した。

１）Ⅱ－２層の調査

上記した流水’性の砂喋層を手作業で検出するととも

に、西壁際で以下の堆積状況を確認するために断割を

行った。さらに、壁面の精査から、Ⅱ‐２層は①～⑩

層に細分できた。①～⑥層と⑦～⑩層の、大きく上下

２単位の水田関連土層の堆積である。①～③層と⑦層

が覆土層、⑤層と⑧層が水田耕作土層、⑥層と⑨層が

床土層である（図27、写真７２．７３)。

①層は灰色砂質土。調査区東壁でのみ認められた。

0.5mm以下の砂粒を主体に、２～５ｍ大の砂喋を少し

含み、高師小僧が発達し、しまりがややある。②層は

灰白色砂喋層で、0.5～３mm大の砂粒・砂喋からなり、

しまりが弱い。調査区東部を中心に、ほぼ全域に広が

り、厚さは１０cm前後である。③層は灰色砂質土で、１

～５mm大の砂粒・砂喋を多く含み、しまりが弱い。調

査区北壁で20cm以上堆積する。①～③層は水田覆土で

あり、これらの下に、水田耕作土の⑤層が広がる。⑤

層は灰色砂質土で、0.5～５mm大の砂粒・砂喋を多く

含み、部分的には砂粒・砂喋層が談入するなど、砂質

が強い。ただし、調査区南西部ではしまりがある。⑤

層の北側を切って堆積するのが④層で、溝等の埋土と

みられる。④層は、⑤層とほぼ同質ながら、やや砂粒

を多く含み、１cm大の炭化物粒をも含む灰色砂質土。

④．⑤層の下には､灰色シルト質土の⑥層が堆積する。
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強い灰色砂質土（⑩層）が一部見られる。

Ⅱ－２層から遺物は出土していない。

２）Ⅲ層と遺構の調査

Ⅲ層掘り下げ中あるいは後のⅣ層上面において、性

格不明の落ち込み状遺構ＳＸ‐ｌ～４と小穴ＳＰ－５～

８が出土した（図27)。Ⅲ層を切ってⅢ層と異なる埋

土をもつ遺構と、城北団地南部のⅢ層に類似した埋土

の遺構である。ＳＸ－ｌ～４が前者に、ＳＰ－５～８の小

穴が後者にあたる。

ＳＸ－１調査区北西隅部で確認した。最深部は撹乱

により不明であるが、北西側へ40cm以上落ち込み、埋

土はｌ～５mm大の角の取れた砂粒．砂牒を主体とする

暗灰黄色砂質土(ＳＸ‐１‐①層)で､しまりがややある。

また、落ち込み肩部付近の埋土下部には、Ⅳ層をベー

ご
】
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20cm前後の厚さで､３mm以下の砂粒.砂喋を少し含み、

しまりがある。⑤層との層界には鉄分が沈着し、層中

位には５mm前後のマンガン粒の沈着が認められる。水

田基盤層である。

⑦層は、０５～３mm大の砂粒を多く含む灰オリーブ

砂質土で、鉄分の沈着が斑状に多くあり、しまりがや

やある。水田覆土層である。③層は、０５～３mm大の

砂粒を少し含む灰色シルト質土。鉄分の沈着があり、

しまりがある。水田耕作土層とみられるが、⑦層によ

る削平のため、残存状況はよくない。⑨層は灰色シル

ト質土で、ｌ～３mm大の砂粒を少し含む。③層との層

界には鉄分が沈着し、下位には１cm前後のマンガン粒

が多く沈着する。しまりがあり、粘性がやや強い。水

田床土層である。なお、⑨層とⅢ層との間に、砂質の

騒灘一息 ｢－－－

技術科

実習室

(98706）
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写真7100611調査区撞景（南から）

写真7300611調査１区西壁水田関連±層(東から）

写真7500611調査１区ＳＸ－１（南東から）

写真7600611調査１区東半部の1V層上面の検出遺構

（西から）
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写真7200611調査１区上層水田面（東から）

写真7400611調査１区Ⅳ層卜両潰構完掘状況

（東から）

写真７７００６１１調査１区Ⅳ層中の縄文土器出±状況

（南西から）



Ⅳ層上面

を異にし､時期の詳細は不明とせざるを得ない。他方、

ＳＰ－５～８は、いずれもⅣ層上面で検出した、この調

査区では見られなかった城北団地南部のⅢ層に類似す

る埋土の小穴で、古墳時代後期に遡る可能性が高い。

明確な並び・組み合わせを特定できないが、柵列の一

部を構成していた杭跡の可能性が高い（写真76)。

３）Ⅳ層の調査と出土遣物

前述したように、比較的近接する９次調査地点でⅣ

層から縄文土器が出土しており、Ⅳ層を人力で掘り下

げながら精査した｡Ⅳ層の検出高は南西部が最も高い。

浅黄色シルト質土で、１mm前後の砂粒を少し含む程度

で、シルト質が強く、しまりがある。また、５ｍ前後

のマンガン粒の沈着が多い(Ⅳ一①層)。調査区内でも、

東寄りほどシルト質が強く、対して西南側は下部で、

やや砂質が強くなる（Ⅳ-②層)。全体に本調査区の

Ⅳ層は、砂粒の含みが少なく、シルト質が強い。また

炭化物・焼土はほとんど含まず、集中箇所も認められ

ない。

ところが､調査区東部の北壁際で､土器片がまとまっ

て出土した（図２８．写真77)。包含土層はⅣ-①層。

調査区北壁

5２

スに、ｌ～５mm大の角の取れた砂粒・砂喋を多く含む

オリーブ褐色シルト質土(SX‐１－②層)がみられる。

平面形状は不明ながら、埋士・断面から判断して、溝

あるいは自然流路の一端と考えられる。遺物は出土し

ていない（写真75)。

ＳＸ－２・ＳＸ－３調査区北東隅部で確認した、東西

110cm以上･南北80cm以上・深さ約40cmの落ち込みで、

調査区外へとつづく。当初一体の遺構とみなしていた

が、調査区東壁の士層精査から切り合いを確認したた

め、切られた南側をＳＸ－３として分離した。埋土は

ともに灰色シルト質土。ＳＸ－２は1,,,,,前後の砂粒を少

し含み、高師小僧が多く見られ、粘性が強く、しまり

がある。底面付近には、１０cm大までの角の取れた肩平

な円喋が貼り付き、その間から須恵器片が出土した。

一方のＳＸ‐３埋土は、ＳＸ－２より１ｍ前後の砂粒の

混じりがやや多く、鉄分の沈着は斑状で、粘性．しま

りがある（写真76)。

ＳＸ－４調査区南東隅部で確認した落ち込み。東壁

際50～70cmで、北側をＳＸ－３に切られ、南北約80cm、

深さ20cm前後である。埋土は灰色シルト質土で、１ｍｍ

前後の砂粒をやや、Ⅲ．Ⅳ層のブロックを多く含み、

しまりがある。上層のＳＸ－４－①層は、Ⅲ．Ⅳ層のブ

ロックが５cm大までと大きいのに対し、下層のＳＸ－

４－②層は３cm以下とやや小さくなる（写真76)。

ＳＰ－５径約７ｃｍ・残存深約４cmの小穴である。埋

土は黒褐色粘質土でやや砂質は強い。２～３mm大の角

張った砂喋を少量、暗褐色粘質土の５mm大ブロックを

少量含む。

ＳＰ－６径約７ｃｍ・残存深約４cmの小穴で、埋士は

黒褐色粘質土でやや砂質は強い。２～３mm大の角張っ

た砂喋を少量、暗褐色粘質土の５，大ブロックを少量

含む。出土遺物はない。

ＳＰ－７径約７ｃｍ・残存深約５cmの小穴。埋土は暗

褐色粘質土で、１ｍ大の砂粒をごく少量、黒色砂質土

の５mm大ブロックを少量含む。

ＳＰ－８径約７ｃｍ・残存深約５cmの小穴である。埋

土は暗褐色粘質土で、１～３ｍ大の砂篠を少量、黒色

砂質土の５mm大ブロックを少量含む。

以上の遺構で遺物が出土したのは、ＳＸ－２のみであ

る。そのＳＸ－２も埋土の特徴から、出土須恵器の示

す古墳時代後期まで遡ることは難しい。ＳＸ－３、ＳＸ－

４とともに、古墳時代よりも新しい時期の遺構と考え

ておきたい。ＳＸ‐ｌについては、これらと埋士の特徴

１
Ｃ〉

図2800611（文京遺跡30次）調査１区Ⅳ層中遺物

出土状況（縮尺1/１０）
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図2900611（文京遺跡30次）調査２区実測図

（縮尺1/50）

土器周辺は周囲よりわずかに白っぽく砂質がやや増す

が、遺構と認められる平面的な土層の違いは認識でき

なかった。土器はすべて同一個体で、内外面を丁寧に

ミガキ仕上げした、縄文後期の鉢とみられる。なお、

これ以外にⅣ層からの出土遺物はない。

（２）２区の調査

ｌ区から南約26ｍ、教育学部技術科実習室西側に位

置する（図29、写真78)。表土層は現地表下80cm前後

までで、途中調査区東西に管路が埋設されていた。以

下、城北団地基本層序のⅡ層となるが、近現代のⅡ‐

ｌ層は２層に、Ⅱ－２層は３層に細分できる。Ⅱ－１－

①層は約10cm前後の厚さで、オリーブ褐色砂質土。ｌ

～５ｍ大の砂粒・砂喋を少し含み、粘性がある。Ⅱ－

１‐②層は、掘削底面以下まで調査区東半を切り込む

オリーブ褐色砂層で、１mm前後の砂粒の含みが多く、

部分的にラミナを形成する。また、５cm大のⅣ層ブロッ

クや２～３cm大の円喋を少し含む。Ⅱ-2-①層は黄褐

色砂質土で、厚さは10cm前後。０５mm以下の細かな砂

粒を含み、シルト質を若干含み、粘性がややある。Ⅱ

-1-①層との層界には鉄分が薄く沈着する。Ⅱ-2-②

層は黄褐色砂質土で、２mm以下の砂粒をやや含み、Ⅱ

-2-①層よりやや砂質が強い。層上部に５mm前後のマ

ンガン粒の沈着がややある。層厚は20cmを超える。Ⅱ

5３
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写真7800611調査２区完掘状況（南から）

-2-③層は暗灰黄色砂質土で、１～５mm大の砂粒・砂

喋を含んで砂質が強く、しまりがややある。厚さ約１０

cm。この地点のⅡ－２層は、ｌ区のⅡ－２層と比べて砂

質が強く、直接の対応は明確でないが、①．③層が耕

作土あるいは床土、②層が覆土とみられる。

以上の水田関連土層の下、調査区西半の標高約

27,10ｍでⅣ層が現れた。１区同様、以下を手作業に

より調査し、工事に必要な現地表下約140cmまで約１２

cmを掘り下げたが、遺物は出土しなかった。この地点

のⅣ層は黄褐色シルト質土で、１～５mm大の砂粒・砂

喋をやや多く含み､しまりが強い。上部に薄く鉄分が、

また５mm大のマンガン粒が、上部水田関連土層から沈

着している。

電灯への管路埋設については、現地表下40cmの掘削

であり、２区および１区の所見から、埋蔵文化財への

影響はないと判断できた。その旨を施設基盤部・施工

業者に伝え、以後の慎重工事を依頼し、２区の調査を

終えた。

３調査のまとめ

今回の調査では、近現代の水田層であるⅡ－１層の

下に、それを遡る水田層であるⅡ－２層を確認した。

ｌ区と２区で対応が明確でないが、近世以前に遡るⅡ

－２層が城北団地北縁に広がっているとみられる。同

様の水田層は、南側の文京遺跡18次調査および25次調

査で面的広がりを確認している。また、周辺調査区の

土層対応では、１８．２５次調査区検出水田層に連なると

みられる水田層あるいは谷状地形は、３０次調査区の南

では、00002調査４トレンチや99902調査１４トレンチに

求められる（図30)。そして、99902調査１５．１６トレン

チでは、Ⅲ層の安定した堆積が存在し、Ⅳ層の検出高

も30次調査２区が最も高い。したがって、３０次調査区
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むしろ、その下層にあたる砂粒・砂篠を含まないシル

ト質土層で、土壌化も認められなかった。また、出土

土器周辺の精査でも明確な遺構は認識できず、出土土

器は単体であった。シルト質土が堆積する中で、周辺

から流れ込んだとみられる。ただし、９次調査地点で

比較的豊富な縄文後晩期土器の出土をみるとともに、

南側の２区ではｌ区とは異なる特徴のⅣ層が認められ

た。周辺の調査面積が限られ明確ではないが、城北

団地北部一帯においても縄文土器を包含するⅣ層が広

がっていると予測できる。（吉田）

28.00ｍ

､1４
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調査の種別

調査担当

依頼文書
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Ⅱ

錘
「
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図3000611（文京遺跡30次）調査区周辺±層図（縮尺1/700,1/50）

検出のⅡ－２層は、１８．２５次調査区の位置する谷状地

形の北側の微高地からその北側斜面に営まれた水田層

にあたることになる。同様の水田層は、団地北東隅部

の00204調査２トレンチでも確認されており、城北団

地北縁一帯が東側から延びる微高地及びその北側斜面

にあたると推測できる。

一方、微高地を形成するⅣ層については、近傍の９

次調査地点の成果から、縄文土器出土を予測して調査

に臨んだところであり、予想に違わず縄文土器の出土

をみた。しかし、出土したⅣ層は、城北団地南部や東

部で遺物が出土する砂粒･砂篠を含んだⅣ層ではない。
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調査地点松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

調査面積８㎡

調査期間2007年２月19日～２月20日



１調査にいたる経緯

１０月１８日、法文学部から２号館西側に非常階段の設

置と、これに伴う植栽の樹木移植を行う計画が報告さ

れた。法文学部、施設基盤部とともに、埋蔵文化財に

影響が生じないように、

①非常階段の設置については、北側に近接する

00007調査で確認された２号館建設時の余掘り範

囲に基礎を収めること

②樹木移植先は法文学部本館西北角の余掘り範囲に

収めること

の協議を進めた。しかし、非常階段の設置地点では、

設計上、どうしても余掘り範囲から西側1.5ｍほどの

掘削が必要であることがわかり、植栽の樹木移植先も

含めて、立会形式で調査を行うこととした。

ところが、非常階段の設置地点では、調査に着手す

ると、弥生時代の遺構・遺物に加えて、より下層で縄

文時代後期の遺構と遺物が出土し、調査期間も長く

なったことから、文京遺跡31次調査として調査次数を

付与することとした。

２ 調査の記録

調査地点は、法文学部２号館西側の非常階段の設置

地点と、樹木移植の移植先地点の２ケ所である。非常

階段の設置地点をｌ区、樹木移植先を２区とした（図

31)。

（１）１区の基本層序と出土遺構の概要

文京遺跡では、既往の調査成果から遺跡全体にわた

る基本層序を上位からＩ～Ｖ層に区分している。今回

の調査では､基本層序のⅡ層は削平されていたが、Ｉ．

Ⅲ．Ⅳ層の各層位を確認でき、以下のような堆積土層

の構成を観察できる。

Ｉ層：表土の瓦喋および真砂土からなる造成土。

Ⅲ層：径１，前後の砂喋が混じる暗褐色シルト質砂

質土で、土壌化が進む。弥生時代～古墳時代

の遺構・遺物を包含する土層。

Ⅳ層：明黄褐色～明黄褐、あるいは黄灰色の砂層や

砂質シルト層から構成きれる。Ⅳ－３層上面

で検出した遺構埋士、そしてⅣ－３ｂ層下部

の土壌化層には炭化物片が集中する。

この中で、Ⅳ層は、Ⅳ－１～Ⅳ－４層に分層でき、さ

らに細別できる。Ⅳ‐ｌ層は明黄褐色砂質土。砂'性が

強くきめも細かい。部分的に粘’性をおびる。Ⅳ‐２ａ

層よりもわずかに粘性をおびる。縄文土器と考えられ

5５
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る土器の小片や炭化物がごく少量であるが出土してい

る。

Ⅳ‐２層は、明黄褐色砂層で、砂質が強くきめも細

かい。粘性はない。土器片を含む。Ⅳ－２a層とⅣ－２

b層から構成される。Ⅳ－２a層は明黄褐～黄灰色砂。

Ⅳ－２ｂ層は黄灰色砂質士。Ⅳ-2a層に比して、わずか

に粘性をおびる。縄文土器と考えられる土器の小片や

炭化物がごく少量であるが出土した。

Ⅳ－３層は、シルトないしは砂質シルト層である。

上面でⅣ－３層を掘り込んだ土壌や小穴を検出でき

た。これらの遺構の埋土は土壌化している。埋士中か

らは縄文後期前半の土器が出土。Ⅳ－３層は、上部の

Ⅳ－３ａ層と下部のⅣ‐３ｂ層から構成される。Ⅳ‐３

ａ層は明黄褐色シルト。きめ細かく、やや粘性をおび

る。Ⅳ－３ｂ層は余掘り壁面では一括しているが、シ

ルトと砂の互層堆積で、調査区西壁面では、以下の複

数の堆積土層を観察できた。Ⅳ－３ａ層と比べて粘‘性

が弱い。土質のきめは細かい。土器片を含む。Ⅳ‐３

ｂ層上面から土壌や小穴が掘り込まれている。

また、調査区西壁面では、Ⅳ‐３ｂ層は、Ⅳ‐３ｂ

①～⑭層から構成されていることを確認できた。Ⅳ‐

３ｂ①層は明黄褐色砂質シルトで、わずかに粘性をお

びる。Ⅳ‐３ｂ②層は黄褐色砂質シルトで、部分的に

粘性をおびる。Ⅳ‐３ｂ③層は黄灰色砂。Ⅳ‐３ｂ④

層は黄灰褐色砂質土で、わずかに粘性をおびる。Ⅳ‐

３ｂ⑤層は明黄褐色砂質シルトで、わずかに粘性をお

びる。Ⅳ－３ｂ⑥層はわずかに粘性をおびる黄灰褐色

砂質土である。

Ⅳ‐３ｂ⑦．⑧層は土壌化層で、縄文後期の遺物を

包含している。調査中には縄文下部包含層と呼称して

いた。Ⅳ－３ｂ⑦層は褐色シルトで、Ⅳ-3ｂ⑧層と比

べて、褐色が淡い土色であるが、土質は共通する。Ⅳ

－３ｂ⑧層は褐色シルト質士である。

Ⅳ‐３ｂ⑨層は、Ⅳ‐３ｂ⑧層の下部の鉄分が沈着

して赤みをおびる部分である。Ⅳ‐３ｂ⑩層は黄灰色

砂層。Ⅳ‐３ｂ⑪層は褐色砂質土で、明黄褐色砂質土

の小塊が混じる。Ⅳ‐３ｂ⑫層は褐色～黄灰色砂質土

で、上層のⅣ‐３ｂ⑧層がしみ込んだ部分にあたる。

Ⅳ－３ｂ⑬層は黄灰色砂層。Ⅳ－３ｂ⑭層は明黄褐色砂

質シルト層である。

Ⅳ－４層は、黄灰色～にぶい黄色の砂層である。Ⅳ

－４層は東西方向の自然流路に伴う堆積物と考えられ

る。Ⅳ‐４ａ層～Ⅳ－４ｃ層から構成される。Ⅳ－４ａ
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層は黄灰色砂層で、径0.1mmの砂粒からなる。きめ細

かい。ラミナが顕著に発達する。東西方向の流路に伴

う堆積と考えられる。Ⅳ‐４ｂ層はにぶい黄砂層と黄

灰色砂層の互層堆積で、ラミナが顕著に発達する。Ⅳ

－４a層とともに東西方向の流路に伴う堆積物である。

Ⅳ－４c層はにぶい黄砂層で、きめは細かく、しまり

がある。

（２）１区の出土遺構

調査範囲は狭いものの、Ⅳ層上面、Ⅳ－３ｂ層上面

で遺構が出土し、さらに下層のⅣ‐３ｂ⑦．⑧層は縄

文後期の遺物包含層である。．

１）Ⅳ層上面出土の遺構

Ⅲ層の上面を検出する際、その中に弥生土器などの

遺物が包含されていることを確認でき、周辺の既往調

査の成果からも、弥生時代～古墳時代の遺構があるこ

とが予想された（写真81)。しかし、Ⅲ層の掘り下げ

中に遺構の輪郭は確認できず、ようやくⅣ層の上面で

柱穴・小穴などを検出できた（図32、写真82～84)。

Ⅳ層上面で検出した遺構にはｌから連番で30まで

の遺構番号を付し、種別を表す略号を冠している。

出土した遺構は、土壌６（ＳＫ‐１．２．７．１６．１８．

２９)、柱穴７（SP‐４．５．６．１４．１５．２３．２６)、

小穴１７（SP－３．８～１３．１７．１９～２２．２４．２５．２７．

２８．３０）である。いずれもⅢ層と共通して砂喋混じり

の暗褐色シルトを主体とする埋土をもち、弥生中期後

葉～後期前葉あるいは古墳後期の遺構である。以下、

土壌と柱穴を報告する。

〔土塘〕

ＳＫ－１調査区南端で出土した土壌で、ＳＫ‐２、

SP‐３．２８に切られる（図33)。推定長軸長90cm、短

軸長64cmの不整形を呈し、緩やかに窪み、底面はかな

りの凹凸がある。埋土は暗褐色シルト質砂質士で、下

部に丸い明黄褐色砂質土塊が少量混じる。

ＳＫ－２調査区南端で出土。東半部の大半を法文学

部２号館余掘りで破壊され､南側は調査区外にのびる。

ＳＫ‐ｌ・SP-28を切る（図33、写真85)。掘り形の平

面形は緩やかに弧を描き､壁はほぼ垂直に立ち上がる。

また、掘り形底面には小さな凹凸があるが、その上部

に厚さ１０～15cmの明黄褐色砂質土の小塊が混じる暗褐

色シルト質砂質土層がみられ、ほぼ平坦な面を造って

いる。以上から、竪穴式住居跡の一部である可能性も

ある。埋士上半部はⅢ層と共通する砂牒混じりの暗褐

5７

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

色シルト質砂質土である。ＳＫ－２はⅢ層中位から掘り

込んでいるようだが、判然としない。

ＳＫ－７調査区中央の西壁沿いに位置する。幅70ｃｍ

ほどの隅丸方形の小型土塘と考えられる。SK-29に切

られる。底面には小さな凹凸がみられる。埋土は暗褐

色砂質土層で､明黄褐色砂質土の小塊が点々と混じる。

SK-16調査区北端の西壁沿いに位置する。ごく

一部を確認しただけであるが、壁面がほぼ垂直に立ち

上がることから土壌と考えた（図33)。SK-l8やＳＰ‐

１７を切る。埋土は暗褐色シルト質砂質土である。底面

で柱痕跡をもつ径21cmの円形の掘り形を確認した。

SK-18調査区北端の西壁沿いに位置し、SK-16、

SP-l7に切られる（図33)。SK-16と同じく、ごく一

部が出土しただけではあるが、隅丸方形の短辺部と考

え、土壌と判断した。底面はかなり凹凸がある。埋士

は暗褐色シルト質砂質土で、部分的ににぶい黄褐色シ

ルトの小塊が混じる。

SK-29調査区中央の西壁沿いで出土した（図

33)。当初ＳＫ－７の一部として調査していたが、調査

区西壁土層で別個の遺構であることを確認できたの

で、SK-29とした。ＳＰ－６に切られ、SP-30を切る。

底面にはかなりの凹凸がある。埋土は暗褐色シルト質

砂質土で、部分的ににぶい黄褐色シルトの薄層が挟ま

る。

〔柱穴〕

ＳＰ－４調査区の南半部の西壁沿いに位置する。径

48cmの円形の掘り形をもち、そのほぼ中央で径20～２３

cmの円形の柱痕跡を確認できた（図33)。掘り形底面

には、柱痕跡底面と対応する円形の窪みがみられる。

埋土①層は柱痕跡で、暗褐色シルト質土で、にぶい黄

褐色シルトの親指先大の塊が多く混じる。②層は掘り

形埋土で、暗褐色シルトと、にぶい黄褐色シルトの親

指先大の塊が混じりあう。

ＳＰ－５調査区南半部のＳＰ－４の東側に位置する

（図33)。径36～38cmのほぼ円形の掘り形をもつ。掘

り形の埋土は、にぶい黄褐色シルトに暗褐色シルトの

小指先大の塊が混じる②層であるが、そのほぼ中央で

１６×25cmの南北に細長い楕円形の暗褐色シルトに小指

先のにぶい黄褐色シルトがごく少量混じる①層の落ち

込みを確認した。柱痕跡かは確実でない。

ＳＰ－６調査区ほぼ中央に位置する。ＳＫ‐７．２９を

切る（図33)。２４×30cmの長円形の掘り形をもち、そ

の西南よりで１３×15cmの柱痕跡を確認した。掘り形底



面に深さ５cmほど窪みを掘り込み、柱を据えている。

①層は柱痕跡で、暗褐色シルト。下部には、にぶい黄

褐色シルトの薄層が水平に縞状に挟まる。②．③層は

掘り形埋土。②層はにぶい黄褐色シルト質土と暗褐色

シルトの小指先大の塊が混じりあう。③層は暗褐色シ

ルト質士である。

SP-14調査区の北半部に位置する（図33)。ＳＰ‐

１５を切り、SP-13に切られる。３１×41cmの隅丸方形の

掘り形をもつ。掘り形の南側の底面を深さ１０cmほど

掘り窪めて柱を据えている。柱痕跡は径13×16cmを測

る。埋土の①層は柱痕跡にあたる暗褐色シルト質砂質

土で、下部ににぶい黄褐色シルトの小指先の塊が点々

と混じる。②．③層は掘り形埋士。②層は暗褐色シル

ト質土。③層は暗褐色シルト質土とにぶい黄褐色シル

トの小指先大の塊が混じりあう。

SP-15調査区の北半部に位置し、SP-l4に切られ

る（図33)。４３×57cmの長円形の掘り形をもつ。掘り

形内では、１４×20cm、深さ５cmほどが暗褐色シルト質

土となっている。柱痕跡の可能性を考えた。①層は、

暗褐色シルト質土に、にぶい黄褐色シルトの小塊が少

量混じる。②層も暗褐色シルト質士であるが、にぶい

黄褐色シルトの塊が大きめで、かつ量も多い。

SP-23調査区北端に位置する円形の柱穴である

（図33)。径74cmほどの不整円形の掘り形をもつ。SP

-26に切られ､SP-24を切る。平面では検出できなかっ

たが、調査区北壁で斜めに引き倒されたような柱痕跡

を確認した。埋土は径１mmほどの砂喋が混じる暗褐色

砂質土である。掘り形埋土の上半部は暗褐色シルト質

土で、にぶい黄褐色シルトの小塊が少量混じる。下半

部は暗褐色シルト質土とにぶい黄褐色シルトの小指先

大の塊が混じりあう。

SP-26調査区北端に位置し、SP-23を切る（図

33、写真86)。３０×45cmの隅丸方形の掘り形をもち、

掘り形の西よりで径14～１５cmの円形の柱痕跡を確認し

た。埋土①層は柱痕跡で、暗褐色シルト質土に、小指

先大のにぶい黄褐色シルト塊がごく少量混じる。②．

③層は掘り形埋士。②層は、①層と比べてにぶい黄褐

色シルト塊の量が多い。③層には親指先大のにぶい黄

褐色シルトの塊が非常に多く混じる。

２）Ⅳ－３b層上面出土の遺構

調査当初､法文学部２号館の余掘り部分を掘り下げ、

余掘り壁面を観察したが、Ⅳ層内に土壌化層の薄層が

あることに気がついた。Ⅳ層上面での調査を終えてⅣ

5８

層を掘り下げたところ、Ⅳ－３ｂ層の上面で土壌や小

穴を確認できた。いずれの遺構からも縄文士器が出土

している（写真８７．９１)。出土遺構には、101～115の

連番の遺構番号を与えている。ただし、１０３．１０５は欠

番である。土壌４（SK-lOl、１０４．１０８．１１４)、小穴

９（SP-lO2・’０６．１０７．１０９～１１３．１１５）があり、以

下では土壌を報告する。

SK-101調査区中央に位置する。東半部を建物余

掘りで破壊されている。長辺97cmの細長い隅丸長方形

を呈する土壌である（図33、写真88)。ＳP－１０６．１０７

に切られる。底面はやや南にむかって低くなり、小さ

な凹凸がみられる。埋土は、暗褐色シルト質土で、粘

』性をおびる。士塘内全面で、縄文土器や炭化物の小片

が出土している。

SK-104余掘り壁面では、SK-lO1の南側で２ケ所

の土壌化層の落ち込みを確認し、SK-104とＳＫ－１０５

としていた。ところが、平面的に検出したところ、１

つの遺構であることがわかり、SK-lO4とし、ＳＫ－１０５

は欠番とした。SK-104は、長き95cm、幅30cmの溝状

の土壌である｡底面は南に向かって緩やかに低くなり、

かなりの凹凸がある。埋土は暗褐色シルト質土で、粘

性をおびる。下半部を中心として炭化物片が多く出土

した。なお、北側でSP-ll5が重複するが、先後関係

は不明である（図33)。

SK-108調査区北半部に位置する長円形の土壌で

ある。長径60cm、短径40cmを測る（図33、写真98)。

埋土は明黄褐色シルトの中に暗褐色シルト質土が混じ

る。南半部を中心として縄文土器や炭化物の小片が出

土している。

SK-114調査区北半部に位置する。長径78cm、短

径55cmを測る不整な隅丸方形の掘り形をもつ（図33、

写真90)。底面は南半部が低くなり、小穴状の窪みが

あるなど凹凸にとむ。埋土は、明黄褐色シルトの中に

淡い褐色シルトが多く混じる。縄文土器２点の他、炭

化物の小片が出土している。

３）Ⅳ－３ｂ⑦．③層

調査区南半部のSK-lO4を掘り下げ、土壌底面を精

査していくと、部分的に土壌化した褐色シルト質士が

深く落ち込むことを確認できた。下層に遺構があるこ

とを考え、調査区南壁沿いに先行トレンチを設定した

ところ、SK-lO4などのⅣ‐３ｂ層上面出土の遺構とは

異なって、南西方向に向かって落ち込みながら堆積す

るⅣ‐３ｂ⑦．③層を確認できた（図32、写真92)。
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Ⅱ2006年度実施の発掘調査

写真7900612調査１区移植作業 写真8000612調査１区全景（西から）

写真8100612調査１区Ⅳ層上面の遺構検出状況 写真8200612調査１区Ⅳ層上面の遺構完掘状況１

写真8300612調査１区Ⅳ層上面の遺構完掘状況２ 写真8400612調査１区Ⅳ層上面の遺構完掘状況３

写真8500612調査１区ＳＫ－２遺物出士状況(南東から） 写真8600612調査１区SP-26土層断面

5９
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３調査のまとめ

今回の調査は、幅0.8～1.5ｍ，長さ4.6ｍという狭い

範囲ながら、Ⅳ層上面で弥生中期後葉～後期前葉ある

SK-29
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いは古墳後期の土壌６と柱穴７，小穴１７，Ⅳ‐３ｂ層

上面で縄文後期の土壌４と小穴９，そして縄文後期の

遺物包含層であるⅣ‐３ｂ⑦。⑧層が重層して出土し

た。周辺では、文京遺跡３次調査地点で弥生中期後葉

～後期前葉の竪穴式住居跡が出土しており、Ⅳ層上面

で出土した遺構の一部は、そうした集落に関連するも

のと考えられる。また、北東に20ｍほど離れた文京遺

跡１１次調査地点では、縄文後期の中津式～縁帯文土器

の遺物包含層が確認されている。今回の調査で出土し

たⅣ‐３b層上面の遺構やⅣ‐３ｂ⑦．⑧層の遺物包含

層も、一連のものと考えられる。土壌化層が残り、炭

化物片が多く出土していることから､プラント・オパー

ル分析を行っている。これも含めて本報告書をまとめ

たい。 （田崎）

ＳＰ－４

喜 鋤一 均捗

ＳＫ－１

藤侭

（３）２区の調査

２区は法文学部本館北西角に位置する（写真93.

94)。１区の非常階段取設工事に伴い必要となった樹

木の移植先である。法文学部本館建設時の余掘り範囲

を確認した上で移植する計画であり、掘削工事に立ち

会い、深さ１ｍまで余掘りの造成土がつづくことを確

認した上で移植作業にとりかかった。
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図3300612（文京遺跡31次）調査遺構実測図（縮尺１/50）

このⅣ‐３ｂ⑦．⑧層も土壌化した土層で、縄文後期

の縁帯文土器が少量であるが比較的まとまって出士し

た。
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写真8700612調査１区Ⅳ－３ｂ層上面の

遺構完掘状況１

写真8900612調査１区SP-108遺物出士状況

写真９１００６１２調査１区Ⅳ－３ｂ層上面の

遺構完掘状況２

写真9300612調査２区遠景（南西から）

6１

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

写真8800612調査１区SK-101遺物出士状況

写真９０００６１２調査１区ＳＫ－１１４±層断面

写真９２００６１２調査１区西壁十層断面

写真９４００６１２調査２区南壁十層断面
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図3500613調査１．２トレンチ土層断面実測図（縮尺１/50）
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OO613（城北団地）屋外施設等取設工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

８㎡

2007年２月１９日～２月20日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部長発事務連絡

(平成１９年１月29日付）

１調査にいたる経緯

平成１９年１月、施設基盤部から城北団地内グラウン

ドの駐車場アスファルト舗装による掘削工事ならびに

駐車場設置に伴う交通規制遮断機基礎による掘削工事

の計画が提示された｡周辺における既往の調査成果(調

査番号99501,99715）から埋蔵文化財への影響が考え

られる西側門塀取設工事について、立会調査を実施し

た。

２調査の記録

工事地点は２ケ所で、調査順に南側をｌトレンチ、

北側を２トレンチとした（図３４．３５、写真95～97)。

［１トレンチ］

近現代の造成土であるＩ層が、現地表下0.95ｍまで

つづき、標高26.468ｍで城北団地全域にわたって設定

している基本層序Ⅲ層があらわれた。

［２トレンチ］

１トレンチの北約７ｍの地点に設けた調査区であ

る。近現代の造成土であるＩ層が現地表下93cmまでつ

づき、標高26.845ｍでⅢ層が出土した。

３調査後の対応

今回の調査では、城北団地全域で設定している基本

層序Ⅲ層の上面を確認できた。Ⅲ層は、調査区西端の

ブロック塀の基礎部分周辺では破壊されているが、比

較的良好な状態で残っている。今後とも、周辺で掘削

工事を行う場合には、掘削深度の調整や調査の実施な

どによって埋蔵文化財の保護に努める必要がある。

（三吉）

OO614（樽味団地）総合研究棟改修機械設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学樽味団地

21.6㎡

2006年２月26日～３月２日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設基盤部長発事務連絡

(平成19年２月21日付）

１調査にいたる経緯

樽味団地総合研究棟改修工事の計画策定にあたって

は、埋蔵文化財調査室と施設基盤部が事前に協議を行

い、埋蔵文化財への影響を最小限にとどめ、その上で

工事による影響が及ぶ範囲について事前に樽味遺跡８

次（調査番号：00608）調査を行った。ところが、そ

6４

の後の工事実施段階で、新たな管路埋設工事等を行う

必要が生じ、工事内容が報告された。

新規工事は１０ヶ所におよび、それぞれについて周辺

の既往調査成果から埋蔵文化財への影響を検討した結

果、７ケ所は埋蔵文化財に影響が及ばない深度にとど

まること、あるいは既設管路の再掘削であることが確

認でき、残る３ケ所では工事によって埋蔵文化財に影

響が及ぶと判断でき､発掘調査を実施することとした。

２調査の記録

調査地点は、樽味遺跡８次調査ｌ区の北東側、同２

区の東側、同５区の西側の計３ケ所である（図９)。

調査順にｌ～３トレンチとした。

［１トレンチ］

農学部本館南側の中庭南西部に位置する（図36、写

真９８．９９)。樽味遺跡８次調査ｌ区の北東に接する南



北幅約1.2ｍ・東西約３ｍのトレンチである。現地表

下約70cmで樽味団地基本層序のⅡ層があらわれた。Ⅱ

層は20cm前後の厚さがあり、４層に細分できる。Ⅱ‐

①層は暗灰黄色砂質士。上部は粘性がやや強いが、下

部ほどｌ～２mm大の砂粒が多く、砂質が強い。Ⅱ-②

層は、灰黄褐色粘質シルト。ｌ～２mm大の砂粒をやや

多く含む。Ⅱ-③層はにぶい黄褐色粘質シルト。Ⅱ‐

②層より灰色みが強く、きめが細かい。また土器片を

含む。Ⅱ-④層は、褐色粘質土。きめが細かくしまり

がある。

Ⅱ層の下、現地表下約90cmでⅢ層となる。ただし、

このⅢ層は、Ｉ層下部に含まれた黒褐色土でなく、色

調が薄くよりシルト質の強い暗褐色粘質士である。と

くに下部はⅣ層との漸移層あるいはⅣ層上部に含める

べきかもしれない。３～５mm大の角張った砂牒を少量

含み、黒褐色シルトの５ｍ大の丸いブロックがやや多

く混じる。中世土師器細片が出土している。

このⅢ層を掘り下げる途中で、遺構が出土した。径

約20cm､深さ約28cmを測る小穴SP-1である。埋土は、

暗褐色砂質土を主体に、褐色砂質シルトの大小ブロッ

クが混在し、黒褐色シルトの５mm大ブロックが多く混

じる。中世土師器の細片が出土している。

トレンチ東半部では､一部範囲をさらに掘り下げた。

その結果、Ⅲ層は厚さ約20cm、標高41.10ｍでⅣ層が

あらわれた。Ⅳ層は褐色砂質シルトで、砂喋をほとん

[１トレンチ１ 縁石

叩厘茎三三三』亘聖遁
41.50ｍ

f:Ｌ璽蕊蕊
②

縁石

､

Ｉ
管○)SP-1管

コンクリート
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ど含まず、きめが細かく、しまりがある。厚ざは１４ｃｍ

前後（Ⅳ-①層)。以下、やや茶色みが強く、砂質の

強い褐色砂質土（Ⅳ-②層）がつづく。

［２トレンチ］

ｌトレンチと同じ中庭の北西部に位置する（図36、

写真９８．１００．１０１)。樽味遺跡８次調査２区東側に設

定した東西幅0.6ｍ・南北2.6ｍのトレンチである。表

土のＩ層は約30cmで、その下層にⅡ層が30cm前後の厚

さで堆積する。Ⅱ層はくグライ化の強いオリーブ褐色

粘質土（Ⅱ－①層)、灰黄褐色粘質土（Ⅱ-②層)、褐

色粘質土（Ⅱ-③層）に分層でき、Ⅱ-②．③層の下

面には鉄分が沈着する。現地表下60cm、標高41.38ｍ

でⅣ層があらわれるが、部分的にⅢ層が残る。Ⅲ層は

暗褐色粘質士で､２～３mm大の角の取れた砂喋を少量、

５mm大の黒褐色シルトの円形ブロックを少量含む。Ⅳ

層は１mm前後の砂粒を多く含み砂質の強い褐色シルト

で､５mm大のマンガンの沈着がある。２トレンチでは、

Ⅲ層から中世土師器細片が出土し、撹乱土層からでは

あるが青磁片も出土した。

［Ｓトレンチ］

３トレンチは、農学部本館の西南隅部の西側、団地

西縁の植栽内に設定した（図37)。南北幅1.5ｍ前後・

東西約１１ｍを測る「<」字形のトレンチである（写真

１０２)。調査区中央部には、東西幅約４ｍの旧廃水槽が

あり、現地表下200cmまで掘り下げたが、なお撹乱埋

【２トレンチ］

縁石

箇 』琴

一+一公

縁石

０ ２ｍ

ｰ －１

図3600614調査１．２トレンチ実測図（縮尺１/50）
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鷺

写真9800614調査１．２トレンチ遠景（南から）

写真１００００６１４調査２トレンチ（北東から）

写真１０２００６１４調査３トレンチ全景（東から）

写真１０４００６１４調査３トレンチ東半部（西から）
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写真9900614調査１トレンチ（北東から）

写真１０１００６１４調査２トレンチ西壁土層(北東から）

写真１０３００６１４調査３トレンチ西半部（東から）

写真１０５００６１４調査３トレンチ東端部のⅢ層出土状

況（東から）
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め戻し土がつづく。旧廃水槽の掘り形外では、腐植土

層以下に、Ⅱ。Ⅲ。Ⅳ層がブロック状に混在する層が

約80cmあり、一部にはⅣ層が集中して未撹乱層と誤認

するような部位もあった。農学部団地造成以前に、大

規模な天地返しが行われていることが考えられる。

旧廃水槽の西側では、トレンチ西端から約25ｍの

範囲で、現地表下120～150cm、標高408ｍ弱でⅡ-①

層が出土した。灰黄褐色砂質土で、径３mm以下の円篠

を多く含み、シルト質を若干含むが、砂質が強い。Ⅱ

-①層以下の堆積土層を確認するため、Ⅱ－①層の一

部を東西で掘り下げた。いずれも、薄いⅡ-②層を挟

んで､Ⅲ層が現れた。Ⅱ-②層は黄褐色シルト質土で、

砂粒はわずかに含む程度で、粘性がややあり、鉄・マ

ンガン分が少し沈着する。Ⅱ-①層の床土とみられる。

Ⅲ層は暗褐色シルト質土で、砂質を少し含み、５mm前

後のマンガン粒が少し沈着する。西端の断割で20cm弱

掘り下げたが、下部はⅣ層のにぶい褐色シルトが斑状

に多く混在するものの、なおⅢ層が続く（写真103)。

旧廃水槽の東側では、既設の析や配管のため、調査

できた範囲は13㎡程度に過ぎない（写真104)。縁石

上端から約130cm､標高4085ｍ前後でⅡ層が出土した。

この地点のⅡ層は灰黄褐色砂質土で、トレンチ西側よ

り砂質が強い。その下、標高約40.75ｍでⅢ層があら

われた。Ⅲ層は暗褐色砂質土で、径３mm以下の砂牒・

砂粒をやや多く含み、しまりと粘性がある。上面には

6８

上層からの影響で鉄・マンガン分が沈着する。また、

５mm前後の炭化物粒や古墳後期～中世の遺物が出土し

ている。Ⅲ層を標高4050ｍまで、約20cm前後掘り下

げたが、なおⅢ層がつづく（写真105)。

３トレンチでは、旧廃水槽の東側から遺物が出土し

ている（図38)。３．６．１０．１１．１３．１４はＩ．Ⅱ層、

他はⅢ層から出土。小片で図示していないが、Ⅲ層出

土遺物にも古墳時代から古代末・中世初の幅があり、

一括して説明する。１～13は須恵器。１～４は杯身口

縁部で、５が坪身底部。５世紀末から６世紀代の幅が

ある。６は坪底部で７世紀後半。７は坪口縁部である

が、８世紀以降に降るとみられる。８は短脚１段高坪

で、３方向透かし。６世紀代か。９は壷口縁部。１０は

腿休部片。孔の一端と、それに切られる沈線１条とク

シ描波状文がある。底部は内面に上からの突き出し痕

が残り、外面は丁寧なナデが施される。５世紀代に遡

る。１１は尭頚部、１２は尭体部下半片。１３は東播系の片

口鉢口縁部。１１世紀後半。１４は土師器坪底部。摩滅に

より底面の調整は確認できない。１５は６世紀代の土師

器翌口縁部である。

３調査の成果

今回の調査では、農学部中庭の１．２トレンチで

は、Ⅲ層は土壌化が顕著でなく遺物の包含も少なかっ

たが、ＳＰ－ｌを出土した。一方、団地西縁部の３トレ



ンチでは、中央部に大きく撹乱が及んでいたものの、

その東西で安定的なⅢ層が認められ、古墳時代後期か

ら中世に及ぶ遺物が出土した。周辺では、樽味遺跡３

次（調査番号：99304）調査で古墳時代中後期の竪穴

式住居跡などが出土しており、同様の遺構は、松山市

教育委員会の調査により、愛媛大学樽味団地の西側一

帯にも広がっていることがわかっている。今回の調査

地点付近にも、古墳時代後期を中心として中世に及ぶ

遺構が存在するものとみられる。

ただし、３トレンチ東端と、道路を挟んで約４ｍ東

の８次調査５トレンチの状況が大きく異なる。報告し

たように、３トレンチ東端では、Ⅱ層下でⅢ層が出土

し、その標高は約40.8ｍを測る。一部で遺構の立ち上

がりを確認し、40.4ｍまでⅢ層あるいは遺構埋土が続

くが、Ⅳ層は確認していない。対して、８次調査５ト

レンチでは、現地表下65cm、標高約41.5ｍでⅣ層があ

らわれ、今回の３トレンチとはⅣ層の検出高に１ｍ以

上の差がある。周辺の状況を確認すると、北側約15ｍ

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

の３次調査南西隅部ではⅡ層下の標高約40.9ｍでⅢ層

とⅣ層が出土し、東側約50ｍの７次調査４トレンチで

はⅡ層下の標高約40.7ｍでⅢ層、標高約40.3ｍでⅣ居

ないしＶ層が出土している。そして、北東約40ｍの今

回の１トレンチでも、Ⅱ層下の標高約41.3ｍでⅢ層、

標高約41.1ｍでⅣ層が出土している。つまり、８次調

査５トレンチのⅣ層検出高は、周辺旧地形の中でも、

かなり突出していることになる。今回の調査と８次調

査５トレンチは、調査範囲が狭いので確定はできない

が、

①今回の調査区が極端に深い遺構内にある

②８次調査５トレンチ周辺だけが局所的にⅣ層が削

平を免れている

③８次調査５トレンチで検出されたⅣ層が、今回の

３トレンチの旧廃水槽の掘り形外で確認されたⅣ

層が集中する天地返し部分である

などの可能性が考えられる。今後、周辺で調査が行わ

れる際には確認が必要である。（吉田）

OO615（城北団地）理学部総合研究棟等改修（Ⅱ期）電気設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町２番５号

城北団地

5.4㎡

2007年２月１９日～２月20日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部長発事務連絡

(平成１９年２月21日付）

１調査にいたる経緯

平成１９年２月、施設基盤部から理学部本館付近にお

ける外灯設置に伴う外灯基礎工事計画が報告され、周

辺の既往調査の結果から、埋蔵文化財への影響が考え

られる城北団地理学部構内北東部の２ケ所について立

会調査を実施した。

２調査の記録

調査地点は理学部本館北東角付近の１トレンチと

本館北側東半の東屋の西側の２トレンチである（図

39)。
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［１トレンチ］

理学部本館北東角付近に位置する。現地表下1.39ｍ、

標高28.81ｍまで掘り下げを行ったが、真砂士からな

る造成土のＩ層がつづく（図39)。

［２トレンチ］

理学部本館北側、廃棄施設の西に設けたトレンチで

ある。現地表下0.37ｍまでＩ層と団地造成直前の水田

層であるⅡ－１層がつづく。標高29.81ｍ以下にも洪水

砂喋層を挟む２枚の水田層を確認でき、上部の洪水砂

篠層と水田層をⅡ－２層、下部をⅡ‐３層とした（図

39)。

Ⅱ‐２層は、Ⅱ-2-①～③層からなる。Ⅱ‐２－①層

は、径２mm未満の砂牒からなり、小指先大の円喋を含

むオリーブ灰色砂喋層である。約30cmの堆積で、水田

層を覆う洪水砂層および水田耕作土の一部と考えられ

る。Ⅱ-2-②層は、オリーブ灰色シルト質土の水田

耕作土層で、径２～３mmの砂牒が混じる。Ⅱ‐２‐③

層は径２～３mmの砂篠が多く混じる褐色シルト質土層

で、鉄分・マンガンの沈着により赤褐色を呈する。床

土層にあたる。Ⅱ－３層は、径１～２mmの砂牒を含む

灰褐色シルト質土の水田耕作土層のⅡ‐３‐①層と、
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図3900615調査位置および１．２トレンチ士層柱状図（縮尺１/500,1/50）

褐色シルト質土のⅡ‐３－②層から構成される。

Ⅱ－３層を掘り抜くと、現地表下1.45ｍで径１～３

mmの灰褐色砂喋層があらわれた。ラミナが発達する河

川堆積物である。

いずれの層からも出土遺物は出土しておらず、水田

の時期は確定できないが、文京遺跡における基本層序

Ⅱ層以下の堆積であることから、近世以前のものと推

定される。

7０

３ 調 査 の ま と め

今回の調査では、２トレンチで近世以前の水田層を

確認できた。これまで理学部構内南東部で行われた文

京遺跡２１．２４次調査では古代～中世の水田層が出土し

ている。土層の堆積関係から、２トレンチで出土した

水田層は、同時期の水田層である可能性が高い。今後

周辺における調査で､時期を特定していく必要がある。

（三吉）
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写真１０６００６１５調査１トレンチ遠景（南から）

写真１０８００６１５調査２トレンチ近景（南西から）

7１
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写真１０７００６１５調査１トレンチ西壁士層

写真１０９００６１５調査２トレンチ東壁十層

為、
寄金
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表６愛媛大学埋蔵文化財調査一覧（2007年１２月現在）

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
維
鵬
⑪

報告・備考

97501 城北 文京１次 本格 工学部海洋工学科校舎新営工事 19750801～19750824 750

松山市教育委員
会調査。松山市
報１１

98001 城北 文京２次 本格 工学部資源化学科新営工事 19800708～19800930 600

松山市教育委員
会調査。松山市
報2８

98101 城北 文京３次 本格 法文学部校舎新営工事 19820110～19820325 800

松山市教育委員
会調査。松山市
報2８

98201 城北 文京４次 本格 松山市東中学校校舎建設工事 19820803～19820826 750

松山市教育委員
会調査。松山市
報3０

98301

98302

城北

城北

文京
一＝■＝‐■I■ﾛ■‐ﾛ■■■一口｡ー巳一一一』■ー‐｡■■ゅニロニロ●●写字

文京

立会

立会

雨水管・汚水管・ガス管埋設

教育学部校舎建設

1,374
一｡｡ー■｡｡■の－つ今一つ一宇

98401 城北 文京５次 本格 工学部危険物貯蔵庫新営工事 19841026～19841028 1８

松山市教育委員
会調査。松山市
報2８

98601

98602

98603

98604

98605

城北
■●ＣＣＣ●字①｡つ●’

城 北

城北

樽味
砂 ◆ ← ● ｡ ｡ ● つ つ 一 つ 1

膳子

文京６次
b●－－一色ロローーーロー＝■＝■■＝■■■■■■巳■■■■

文 京７次

文京８次

樽味

麗子

本格

本格

本格

試掘
卜今一｡■｡｡ｰｃＣｃｑ

試掘

城北団地基幹整備
今｡Ｃ－ＣＰＣ●つつ●Ｃｏｏ｡■■●ウーーロ■■■■ローI■■‐■ロニロロ■■‐｡｡■■ーｃａｅ●●ｏｏｃＣ◆●◆や｡ｃ‐つつ●中◆むむごマロマー■■ロ｡●－■｡■■■■I■■■｡■二二一一■｡●一一一●｡‐三一古会二言÷=●●ローーニロ年二二こそ岳ニニー

法文学部校舎新営工事

基幹整備事業

連合農学研究科校舎新営計画
あ

ゆむ●‐やゆロロロ‐ローロロ■＝■‐ニーニ｡■■一一一●っ●●申｡｡●●｡｡｡■＆●●●●‐●■ローl■毎■■I■｡■■■■■■｡■‐■■■一ｓの一ゆ●◆●の◆●●旬一勺｡●●や●｡●●ニーゥー■ウロロー■■－■■■■■ロロＦ－－－－一手一三舎一二二

国際交流会館新営計画

19860100～

19860800～19860900

19861125～19870218

19870109

19870116

9９

142

854

５

4７

人類考古学教室
調査。

人類考古学教室
調査０

人類考古学教室
調査。愛大埋文
報Ⅱ

愛大埋文報Ｉ
●っ●心●｡－ＰＣＢ●－－句｡』■｡■●●｡■＝■

愛大埋文報Ｖ

98701

98702

膳子

樽味

聡子１次

樽味

本格

試掘

国際交流会館新営工事
｡■●－字｡●＝ウゥロ‐｡｡｡‐■香■｡'■■■■■‐ニュ争牟●写字●の●●や｡｡■･●◆●｡●■句守＝毎℃‐■ロロ■■I■■ロロ■‐｡‐●一｡｡｡｡●｡◆ＣＣａ－｡｡｡●●●ロゥロ宇一■■■春■■■■■I■■l■■■■■ｒ－Ｉ●ｒ一ｎｑＦ－ぅ亡-ﾆヵＤＣ=二

連合農学研究科校舎新営計画

19870720～l9870920
bCウ｡●守マゥマロロロ■■ロロ■ロロ■■■■■二二■ゆ二一●｡●●●●－●｡｡｡◆寺←ＣＣｏ－ローq

l9870820～19870821

962

1８

愛大埋文報Ｉ

愛大埋文報Ｖ

98703

98704

98705

98706

樽味

樽味

城北

城北

樽味

樽味１次
■｡■ロー●●やＣｅ●‐◆Ｃつむ●Ｃ●キーマウご画■■■ロロ■l■■■ロ

文京

文京９次

試掘

本格

試掘

本格

附属農業高等学校課外活動施設新営計画
一◆‐一口寺－－‐一一■■■■ー■ロロ｡｡■ー■■｡｡‐■｡◆ローＣＣＣ■●凸や●‐●‐｡｡‐■■昏■■｡■■■ー■●■｡●争い一●一一｡●ーｐｃＣＣや●①←ヰゥマロ‐■一一,｡■■I■0Ｄｒ－ＴＦ－令句「－０③Ⅱニーに言｡江二一ゆ'一二､Ｌ二一一一一

連合農学研究科校舎新営工事

プール廻り浄化装置増設計画

プール浄化装置増設工事

19870820

19871028～19871217

19871113

19880111～19880129

６

684

２

6２

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
■■■ロロロ■■■＝■■■一｡｡■一●●⑤｡◆ 一｡◆む←●マゥーマ

愛大埋文報Ⅱ

98801

98802

城北

城北

文京１０次

文京

本格

試掘

工学部情報工学科校舎新営工事

基準点等設置計画

19880919～19890303

19881013

1,075

５

愛大埋文報Ⅲ
､弓宇一一■＝■■■■■■■■■■ニニー‐｡‐ ＣゆｃＣ●●←中春句

愛大埋文報Ｖ

98803

98804

城北

城北

文京

文京

試掘

試掘

工学部講義棟高圧ケーブル埋設計画（その１）
■‐‐‐ウ■で一一一一■‐巳一二一争一●●ｃｃ｡●●~●句画｡｡｡■‐ご■＝■■■■●■■■■■■凸■○凸｡▲一・一一■●｡●③守｡古＝■－｡｡■＝｡＝■｡‐■一二｡‐｡●今●｡①●今●●③幸守口守寺一ロロー■－■ロロロロ●｡■｡｡－■争一Ｃ凸Ｃの◆

工学部講義棟高圧ケーブル埋設計画（その２）

19881208

19881212

２
･Ｃｑ

ｌ

愛大埋文報Ｖ
Ｐ ‐ ご ＝ ご ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 二 ｡ ■ ｡ ■ ● 卓 凸 ｡ ◆ ◆や●や争寺●Ｃ也口■

愛大埋文報Ｖ

98805

98806

城北
ｐＣ｡‐●一一つつむ‐I

城北

文京
■■ ■■■｡■ｰ■■■‐｡‐一ニロロ凸凸阜Ｃ－ｃ一●ロロゥ■~‐‐■■

文京

立会

立会

工学部情報工学科校舎排水施設取設工事

工学部情報工学科校舎給水施設取設工事

19890207

19890209～19890210

６

３

愛大埋文報Ｖ
■■■■■■■■■‐●画の一宇←むつむつＣ‐◆ ＝■＝｡｡＝■－■■

愛大埋文報Ｖ

98901

98902

城北

城北

文京１１次
■ａ－Ｃ－ＣＣ－やぐつ一●■｡一ＣＣ－■つむ＝■■＝－口■■－■I■■■

文京

本格

立会

法文学部講義棟身障者用昇高機取設工事
●●やウーロー■ー‐香｡｡‐｡■■■‐‐｡■年■凸の｡ー○一ｐ勺凸●｡‐一℃巴＝ロロ■■■■■I■』■I■■■■ニユつ一○Ｇつ●◆ら｡●●●←●‐■寺‐春一口●■｡‐●■■■■■■｡■←●旬や◆っ－｡｡◆●｡②一守巳一一一一■■■詩｡■－■一一一一一

電波障害用の外線工事

19890801～19890829

19900303

8５

２

愛大埋文報Ⅱ

愛大埋文報Ｖ

99001 城北 文京 試掘 囲障工事及び教育学部自転車置場新設計画 19900808 ３ 愛大埋文報Ｖ

99101

99102
b▲一｡ー幸争宇凸一●◆●Cq

99103

樽味

津田山

城北

樽味２次

文京

本格

試掘

試掘

農学部研究実験棟新営工事
l■‐‐一つ◆●｡●｡●中｡●一つご也一■｡‐｡＝‐‐■‐‐｡■■■●●‐｡｡｡字やらＣ缶●｡｡■⑥‐●心宇。■■■■■■ロロ｡●■＝ﾛ■‐｡ｃ一画ＣｏＣの●●今一●~●●｡●●ロゥゥ●■■■･■'■－■■■■■■I■－,｡■一二一舎命亡_一二三コここ一弓

教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設計画

囲障（Ⅱ期）改修及び外灯改修計画

19920107～19920228

19910608

19910821

506

1３

3６

愛大埋文報Ⅳ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

99201
■｡ーユニーー■凸●｡｡●年1

99202

99203

99204

99205

99206

99207

99208

樽味

城北

樽味
b ■ の ● ← ‐ ● ‐ 苧 ‐ ◆ q

重信

山越
B‐■■■ローニニー一d

樽味

樽味
ロー■｡－ｍ■ママ＝■q

城北

樽味

文京

樽味

樽味
ローーーー昏‐■‐■｡■

樽味

文京

立会

試掘

試掘

試掘

確認

立会

立会

立会

農学部屋外ガス本管改修工事
４

一一凸凸一宇●‐‐やつ中一勺＝守守一守守ご■＝■■｡■｡｡■■■■■■■■■ゆ■中一卓凸▲や←つつむ●‐＝むご‐○マロロー‐■‐■｡‐｡■‐■●Ｃニニユ｡｡‐ー申一ゆ争字｡ごＣ①一一一＝中Ｌｊ‐■■■Ｌ一ｊ‐■■ー■■■■■●ｒ一毛Ｆ一元■一二二一毛●

東側囲障改修計画
宇 一 ヰ ー ー ① ー ■ ｡ ‐ 一 一 守 一 寺 ● ご ‐ ｡ ‐ ● ● ロ ロ ● ｡ ■ ■ ■ 凸 ｡ ご ● ● ー ｡ 一 ｡ ＝ 画 一＝‐ー凸●●や＝●守一ら‐｡｡‐｡●●｡｡｡｡●■■■‐｡｡｡■■‐一色一二与争一一一一◇＝＝■＝中旬＝再宇宇宇■口中寺守守｡｡■■｡－■●■‐■■Ｃ■ニーーニー凸△＝

附属図書館農学部分館新営工事に伴う電気工事計
画

医学部附属病院病歴室新営計画（その１）

1992年度構内遺跡確認調査（その１）

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事（その１）
＝昏＝‐｡ー｡■｡ー○ニニーユ争一一‐◆｡一今②心一①■‐｡ｰ●‐●ロ一宇■ロ■＝■｡■■ロー■■■■｡■■■■■■｡‐‐巳一二らの●凸凸一一●●‐●‐●中一宇字●ご己包■‐■■■‐■｡■ロロ■■巴■‐‐Ｃ今｡‐●一つ‐●●や●｡●やウマーマーローで

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事（その２）
‐ロー■一今今●･‐か◆‐－④一口◆‐Ｃ●宇巴一一香一一■｡'■■■■■I■｡■■■■■ロー●ニーニロ●全全一●ｰ今む●｡｡一申一●や字一○寺ご寺②｡~■＝｡■■‐■●■｡←一元缶一弓凸凸凸－．０凸一凸一転吾司中'三--,●Ｌ二●＝－－ｑ_ｊＬ－ゴーーー｡｡■

外灯設備改修工事

19920526
ＩＣ●Ｃ－－ｃ●－－ママロロロ｡■ロロ■■■

19920730

19920826
ロロローロ‐■己■｡｡■■■■ニニー■■■d

l9920826

19920828

19920921
1ｰ‐‐●｡■■‐■■■■＝■ロー■■■■‐

19920921

19921026

６

３

１

３

5７

３

２

２

愛大埋文報Ｖ
ｐ毎｡~一い●●⑪●｡●‐呑画■■■ロロ｡■■ ■ ‐ ■ ‐ 争 一 争 ● ‐ ●

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ

蝋
一
蜘
一
燃

地
一
地
一
旭

愛
一
愛
一
愛

愛大埋文報Ｖ
1句やむ｡■｡~一一や寺つむ＝寺｡■｡■■｡＝■■■－巳■‐●●■

愛大埋文報Ｖ
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Ⅱ2006年度実施の発掘調査

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
調査
面積
(㎡）

報告・備考

99209 持田
持田団
地構内

立会 教育学部附属小学校給水設備工事 19921026 1１ 愛大埋文報Ｖ

99210 重信 試掘 医学部附属病院駐車場取設計画 19921027 4０ 愛大埋文報Ｖ

99211 重信 確認 1992年度構内遺跡確認調査（その２） 19930120～19930121 54.6 愛大埋文報Ｖ

99212 城北 文京 立会 情報通信設備工事 19930308～19930309 11.8 愛大埋文報Ｖ

99213 重信 試掘 医学部附属病院病歴室新営計画（その２） 19930322 愛大埋文報Ｖ

99214 樽味 樽味 立会 自転車置場取設その他工事 19930323 愛大埋文報Ｖ

99215 城北 文京 立会 交通規制遮断機取設工事 19930324 ２ 愛大埋文報Ｖ

99301 重信 試掘 医学部看護学科校舎新営計画 19930524 2０ 愛大埋文報Ｖ

99302 樽味 樽味 立会 附属図書館農学部分館新営（樹木移植）工事 19930624～19930625 １４ 愛大埋文報Ｖ

99303 樽味 樽味 試掘 農学部自転車置場取設計画 19930627 80.8 愛大埋文報Ｖ

99304 樽味 樽味３次 本格 附属図書館農学部分館新営工事 19930823～19931006 258.5 愛大埋文報Ⅵ

99305 城北 文京 立会 大学会館廻り道路整備に伴う（樹木移植）工事 19931109 ２ 愛大埋文報Ｖ

99306 樽味 樽味 試掘 附属ＩZ|書館農学部分館新営（外灯設備管路）計画 19931124 ３ 霞大埋文報Ｖ

99307 樽味 樽味 立会 城北Ｉ11地他情報通信電気設備工事（その１） 19931124 ７ 霞大埋文報Ｖ

99308 城北 文京 立会 城北Ｉfl地他情報通信電気設備工事（その２） 19931125 霞大埋文報Ｖ

99309 持田
持田団
地構内

確認 1993年度構内遺跡確認調査（その１） 19931224～19931225 3９ 愛大埋文報Ｖ

99310 城北 文京 立会 情報機器更新電源容量増設工事 19940118 3.7 愛大埋文報Ｖ

99311 樽味 樽味 立会 農学部附属図書館新営（配水管埋設）工事 19940208～19940215 19.8 愛大埋文報Ｖ

99312 樽味 樽味 立会 農学部自転車置場排水管路工事 19940208 29.7 愛大埋文報Ｖ

99313 城北 文京 試掘 基幹整備（屋外環境）計画 19940209～19940216 14.8 愛大埋文報Ｖ

99314 城北 文京 試掘 工学部研究実験棟新営計画 19940329 37.9 愛大埋文報Ｖ

99401 北吉井
桑原西
稲葉

3次 立会
東長戸団地他環境整備（駐車場整備、配管設置）
工事（その１）

19940510～19940518 54.5 愛大埋文報Ⅸ

99402 東長戸 立会
東長戸団地他環境整備（駐車場整備、配管設置）
工事（その２）

19940517 ９ 愛大埋文報Ｖ

99403 樽味 樽味 試掘
環境整備（附属農業高等学校他自転車置場取設）
計画

19940524 7.8 愛大埋文報Ｖ

99404 城北 文京 立会 城北Ｉ11地他環境整備（単車置場整備）工事 19940607 1.4 愛大埋文報Ｖ

99405 城北 文京 試掘 城北ＩfI地他環境整備（自転車置場設置）計画 19940608 81.3 愛大埋文報Ｖ

99406 城北 文京 立会
城北団地他環境整備（自転車置場・配水管設置）
工事

19940610 愛大埋文報Ｖ

99407 城北 文京 試掘 城北Ｉfl地他環境整備（排水粉及び管路取設）計画 19940801 愛大埋文報Ｖ

99408

99409

城北

城北

文京
I■I■■■■■■■ロロロ■ロ ー■■l■

文京

試掘

立会

城北ＩfI地他環境整備（電気配管路取設）計画

工学部岩盤切削試験機設置工事

19940801

19940927 1.1

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

99410 城北 文京１２次 本格 工学部校舎新営（Ｉ期）工事 19941110～19950726 1,183 霞大埋文報Ｖ

99411 津田山 試掘 教育学部附属養護学校野外施設（東屋）設置計画 19950127 3３ 愛大埋文報Ｖ

99501 城北 文京 立会 教育学部運動場内鉄棒移設工事 19950411～19950412 4８ 愛大埋文報Ⅶ

99502 城北 文京 試掘 教養部テニスコート（事務局北側）改修計画 19950801 ９ 愛大埋文報Ⅶ

99503 城北 文京 立会 工学部南側囲障工事 19950801 ３ 愛大埋文報Ⅶ

99504 城北 文京 試掘 理学部構内井戸工事計画 19950802 ４ 愛大埋文報Ⅶ

99505 山越 山越 試掘 防球ネット取設計画 19950802 ７ 愛大埋文報Ⅶ

99506 城北 文京１３次 本格 地域共同研究センター新営工事 19951017～19960412 890 愛大埋文報Ⅲ

99507 樽味 樽味 立会 公共下水道桝取設工事 19951114 ２ 愛大埋文報Ⅶ

99508 北吉井
桑原西
稲葉

〈
云

一
坐 公共下水道設置工事 19951115 1.6 愛大埋文報Ⅶ

99509 城北 文京 立会 北西通用門改修工事 19951116 ３ 愛大埋文報Ⅶ

99510 城北 文京 立会 埋蔵文化財調査室改修工事 19960131 １ 愛大埋文報Ⅶ

99511 城北 文京 立会 基幹整備（電線管等）工事 19960213～19960220 3４ 愛大埋文報Ⅶ

99512 城北 文京 立会 事務局ガス管改修工事 19960311 ２ 愛大埋文報Ⅶ
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次数
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種別

調査原因となった工事名 調査期間
調査
面積
(㎡）

報告・備考

99601

99602
Ｂ●ロ｡●｡●｡■●●つむ■q

99603

99604

99605

99606

城北

城北

樽味

樽味

樽味
b - ■ 牟 二 ｡ ‐ 画 阜 巳 ● l

持田

文京１４次

文京１５次

樽味
旧一｡●凸◇｡●Ｃ－Ｃｑ

樽味

樽味

持田団
地構内

本格

確認

試掘

試掘

試掘

立会

工学部校舎新営（Ⅱ期）工事

1996年度構内遺跡確認調査

附属農業高等学校校舎新営計画

附属農業高等学校温室新営計画

農学部構内光ケーブル敷設計画

教育学部附属中学校プール改修その他工事

19960520～19970331

19961113～19961209

19961128～19961212

19961129

19961129

19970204

１，３４９
－‐‐ロローーーー■ご一口■■■

252.9

21.7

5.1

１

愛大埋文報Ⅶ

愛大埋文報Ⅶ

愛大埋文報Ⅶ

愛大埋文報Ⅶ

愛大埋文報Ⅶ
Ｐ守守香春■ロー一口■■■■■■■ロロ■■■■ ■｡■‐ニーーーニロ

愛大埋文報Ⅶ

99701

99702

99703
Ｆ包む一一で■●‐■■■■■0

99704

99705

99706
b■ニー■ロニニ■ロロロ■■d

99707

99708

99709

99710

99711

99712

99713

城北

城北

樽味

城北

持田

持田

樽味

樽味

城北

北吉井

北吉井

樽味

樽味

文京
16次
Ａ区

京
一
味

文
一
樽

16次
Ｂ区

一ニーーーＣＣ－かつ‐‐●一一●ロウウー■●マーヰ白ーーし｡－｡■■ロ

文京

持田団
地構内

持田団
地構内

樽味
岸中申÷－つウーロローq

樽味

文京

桑原西
稲葉

桑原西
稲葉

次
一
次

４
－
５

樽味４次

樽味

本格

本格

本格

立会

立会

試掘
b■■■二二■｡●◆●4

試掘

立会

立会

本格

立会

本格

試掘

工学部校舎新営第Ⅲ期工事（その１）
■‐‐｡｡‐一一一｡一｡‐｡｡●●っ●◆◆一｡●一マ｡■｡ｰＣ牢●≠‐‐●｡●●⑤ロロ●‐ｃｃ■－■ロー■＝－－｡｡｡■■■■■●｡－｡■■■■●巳一■■■■－－－■‐■●■■■‐』

工学部校舎新営第Ⅲ期工事（その２）

ＡＴＭ－ＬＡＮ整備工事に伴う調査

事務局案内板取設工事に伴う調査

構内光ケーブル布設工事に伴う調査
●●今◆－ウーー●ー■ーや一寺＝‐ロー昏一■‐■‐■●‐■●■■I■■■■■‐ニーニ■■凸■｡●一屯一画･一国一一一つ･ＣＣＣ－つ←●Ｃ‐卓一ロ守口◆ご‐＝‐‐‐■昏一■I■■ロロ■■■■■ロロロI■■■■Ｆ一､汀一、ｒ一一一一弓●合一,｡｡,甲｡_か仁二三

北側囲障改修計画
●ＣＣＣ｡｡□申｡●①ｰ●‐＝ＦＣＣっ昏一ロロコ■■｡■‐■■■l■■ローI■■■○二■■■ニーニ③｡｡｡●一●●●‐ＣＣＣ~●●や‐ＣＣ－Ｐっ寺ママ｡■●‐■■■■■－.■■■■■■■I■ロロロロ■一一○画■公一■二Ｆ一二字●●壷ゴ｡ここ字＝こむ÷一

附属農業高等学校校舎新営計画
｡●○つ■｡■◆争つ｡←｡●守寺一つ＝由一■●■ロロ‐■｡■■I■I■‐■■■l■■■｡■■■●心争●旬一宇｡‐ゅ｡●や｡｡●む●●①○一Ｃ‐春一■‐‐｡‐■■■■■I■■■I■■■‐■■‐Ｆ一旬■■■●号令◆｡●Ｃ字や｡＜二二二●●さ-1や一ﾆｰｰｰｰﾁＬ－－

排水工事

工学部校舎新営電気設備工事（その２）
Ｃ－ＰＣＧＣ●一今●っー守寺‐守‐寺‐■＝l■｡＝■■I■■■■■I■■■■■‐‐■一二二■全一申凸●■｡●●‐●●ー一◆●●つつ●今一守守一一■ロー＝■■｡■l■■ロー■■■■一一凸庁一一一一凸■ゅ一手筈●｡●‐Ｃ仁二三二二罪｡__●Ｃこ手÷一ニェーー

屋外排水管改修工事

屋外ガス管改修工事
●守守寺■‐ご●●‐■＝I■｡ーここI■‐凸争｡｡一凸一一一●全一●‐ーーＣ●●●＝寺一画一ご‐■■■‐■■■■■‐｡■■○一二二｡■凸や一●●Ｐ●｡‐~つ●●今いや由宇◆寺寺寺春■■■ロロ■■■●I■■ロロ■■■■‐二二｡‐｡｡一キーーー｡●手｡｡●｡＝

農学部附属農業高等学校校舎新営工事
ローーーーI■』■■｡｡‐凸二Ｇつ◆今ＣＣＣＣＣＣつむ●‐｡｡■■■‐■■■･■■■■■■昌一●‐■■■■②●●●ｃｃ●‐◆◆●●●つ●◆●－字守｡｡■－口｡■■■■－■l■ロロ｡‐■■■｡｡‐■

附属農業高等学校運動場東側防護ネッ
棟東側フェンス増設計画

ﾄ及び第３

19970428～19971222

19970409～19970729

19970414～19970417

19970804
D争一争一･つ争｡｡●つ｡●｡‐やつ●●●｡q

19970804

19970805～19970806

19970806～19970807

19970807

19970818～19970918

19971008～19971201

19971112～19971118

19971125～19980204

19971218

1,384

627

■守口●幸‐●■■

１３１

4.5

6.1

12.2

2.4

12.2

100.4

3２

１，１６８
つ●●｡←●●寺Ｐ●凸●●ロ■｡

6.1

愛大埋文報Ⅷ

蜘
一
鋤
一
蜘

焔
一
旭
一
地

愛
一
愛
一
愛

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ
､■ｰ■■ー■■■■■ロー‐■■■･ＱＣｐ●｡●●●今◆●一つ◆‐･

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅸ
､■■■■‐■■■■■■巳一句争二つ●●Ｃ●｡｡｡●●ＣＣＣ｡◆■q

愛大埋文報Ⅷ

99714

,｡■一一■■■‐二一●凸●4

99715

99716

99717

樽味

城北

樽味

城北

樽味

文京１７次

樽味

文京

立会

確認

立会

緊

附属農業高等学校校舎埋蔵文化財調査に伴う支障
建物（農機舎及び車庫）整備工事

‐‐‐ニニニ｡一｡｡一今◆◆‐●つつ｡●○ウーウー‐一己■■■｡■■■■■ロロ■■ニニニニニニ中Ｐ一争争●｡■●今っ■つむマーーローロ－－口■■■｡‐■一二一｡｡●●●●●｡｡‐●‐のち‐ロローーーーー■ご宮■■●■■●■－－－－－面一一句Ｃ－－

1997年度構内遺跡確認調査

附属農業高等学校運動場東側防護ネット及び第３
棟東側フェンス増設工事

工学部校舎新営に伴う外表施設整備工事

19980204～19980206
つ今●一つやつつ一宇■ローロロ■－■■■■■■■■‐■■一二｡■■ロ｡‐｡｡●｡｡●◆つつ－つ~句■

19980302～19980310

19970311～19970312

19980217

186.5

154

21.2

Ⅷ
一
Ⅷ
一
Ⅷ

揃
一
蜘
一
蜘

地
一
旭
一
旭

愛
一
愛
一
愛

愛大埋文報Ⅷ

99801

99802

99803

99804

99805
ｂｅ一●句一巳一今●わ■｡‐d

99806

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

文京
一一◆一つ一つ‐今●‐●‐ご‐守香ロ｡■＝■■‐■●｡‐‐■ー凸凸年卓

文京１８次
一一■‐‐＝■＝■ロー■■●‐■ーロー■一｡▲凸凸争一つ｡●●□●中｡

文京

樽味

文京

文京

△
云

一
ユ

本格

立会

試掘

立会

立会

｢大正天皇お手植えの松」移植工事
勺一○■■■‐■■‐‐ﾛ■■■｡ー一凸巳争●卓一③－－ｰ｡●マーヰ｡｡｡■■＝｡'■ロロロ｡‐■』■｡｡■｡｡●申÷‐‐●◆一●＝中◆と‐ご‐＝｡■■‐I■｡■■｡｡｡‐■‐■｡●●◆●今●戸司一ＧＣ屯幸字句化_ｊｐ－｡■｡■■0I●I■｡｡←一一一一市缶二二

総合情報処理センター新営工事
■ローニ●｡一｡●‐●｡●｡●や寺守＝＝‐■■■｡■■■■‐■■ロー■争卓‐の｡｡｡‐ちつ｡●●●●亭●‐‐■■■■■■』■｡■■ニニニーニ●→●÷｡◆ｃｃ｡●◆句｡｡－■｡Ｂ毎首■■■■■■一一｡■‐一三画丘舎一手告宇｡●二写二二.二一二二一四一一

工学部本館等事務室改修機械設備工事
■二一｡－句･ー宇｡‐｡●‐~っ●や一■ー●ー■■I■‐‐｡ｰ■■ロニロ今凸②｡■●･一つ守宇ごロー香■■‐ロローーニーロ■■‐■‐‐一‐‐÷●◆凸●つ◇守一●●や守台寺●-■■■■巴I■■■一一一舎一●●守ﾆｰｰ区子羊二手÷L-------

遺伝子実験施設新営その他工事計画
一ロー■凸Ｃの午一つ一争今③一③守一■やむ‐I■■■｡■■｡‐■■■■■ローーーロー凸や｡｡Ｇ‐Ｃ一宇一己寺ｐご●■｡■｡'■｡■‐■●今｡｡‐凸宇一色今一宇●‐字ママ‐＝｡｡■Ⅱ｡『一■●､ﾛロI卜庁一一＄ず－，亡一元や全つぐ二一一一●g_二○Ｌ一一

教育学部２号館南消火用水漏れ改修工事
◆･ＣＣＣ｡●‐●①←｡＝勺｡ー｡＝ごー■‐■■■■■｡■‐■■■■画｡‐｡●●■●口中寺寺●●‐■■■ロー■＝■。■｡■■■■｡■一ニーーニニニ◆一つ－②●◆か‐｡●②｡■ロー－■■■一一■｡■■｡｡｡＝一一Ｃ◆亡二二二ﾆﾆｰｰｰｫ寺Ｌ一一

理学部本館南消火栓管路改修工事

19981108

19981215～19990802

19981214

19990128～19990129

19990311

19990316

１

1,192
つ◇｡●｡●｡－●色■■画一ロロ

０．７

21.8

３

１

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報XVI
Dー■‐ユー●｡■‐｡｡｡｡｡○ウ●｡■＝わ｡‐‐■■■■■■■－q

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ
■■■■■■■■■■■■■ユー‐一｡②｡一●ｏＣＣＣＣｏつむ●●‐可

愛大埋文報Ⅷ

99807

99808

99809

樽味

重信
ｐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ 一 一 ‐ 4

城北

樽味５次

｡●~令心一ＣＣＣ｡●つつむ－－Ｃ■｡'■■■■●■■I■』■■■■■l■■－

文京

本格

試掘

立会

遺伝子実験施設新営その他工事
｡｡●っ一●一つ･つ●ロロローー■‐■■■＝ロロロ■ニーニーーロ令｡●◆一一勺●やＰＣ■‐■ロロロ■‐＝宮｡｡｡■｡■■ロロ｡‐一○一●今ＣＣＣ今つＣＣＣつむ｡－ロー■■｡■＝■‐■一一一ヶ－■●●凸●ら宙含む二一二でむや一一ご‐し－－－，■■

医学部附属病院病棟建設計画
画●‐｡ー●‐ロ｡‐●で■ー｡ー■‐■‐■凸｡⑧●一●令や｡■●●●●つむロロ■■■Ｐ･■■』■■■■■＝｡■■■■一二■一二●幸●●－●｡－｡一宇一一■唾■.■ロ■■■■‐■.■■－■凸巳｡●●●●｡｡｡Ｃ－‐■マロローロロ。■■‐■●●－ニロロロ■｡■

学生会館ガス管改修工事に伴う調査

19990316～19990721
1 ■ ■ ｡ 一 ■ ■ Ｇ 一 つ ◆ ● 一 ● ｡ ｡ ｡ ｡ ■ 口 中 ● ● ｡ ＝ ● ‐ ■ ＝ ‐ ■ ■ ‐ ■ ＝ ■ ‐ ■ ロ ■ ■ ｡ ■ ‐ ‐ ‐ ● 一 ら ◆

19990331～19990401

19990603

979

１

愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅷ
Ｄ■‐一一●旬｡｡●の｡字句⑥●③｡－■＝香＝で一宮■｡■■｡■■I

愛大埋文報Ⅷ

本格

本格

立会 農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備
工事（３期）

立会



7５

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
紬
熊
⑪

報告・備考

99907 城北 文京 立会 ｢大正天皇お手植えの松」移植工事 20000125 2０ 愛大埋文報Ｘ

99908 城北 文京 立会 理工学等総合実験棟新営電気設備工事（その２） 20000201 ８ 愛大埋文報Ｘ

99909 城北 文京 立会 総合情報処理センター新営電気設備工事 20000208 ８ 愛大埋文報Ｘ

99910 城北 文京２０次 本格
サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
(ＳＶＢ．Ｌ､）新営工事

20000214～20000620 588 愛大埋文報XIV

99911 城北 文京 試掘 大学会館改修計画 20000216 ９ 愛犬埋文報Ｘ

99912 城北 文京 立会 外灯移設工事 20000216 １ 愛大埋文報Ｘ

99913 樽味 樽味 確認 農学部生態観察実験のための水田設置工事 20000310 １ 愛大埋文報Ｘ

99914 城北 文京 立会 埋蔵文化財調査室情報通信設備工事 20000313 １９ 愛大埋文報Ｘ

99915 城北 文京 立会 法文学部講義棟空調電源工事 20000313 １ 愛大埋文報Ｘ

99916 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営工事 19990507 愛大埋文報Ｘ

00001 城北 文京 立会 大学会館改修工事 20000829～20000830 ９ 愛大埋文報Ｘ

00002

00003

城北

城北

文京

文京２１次

試掘

本格

教育学部クレイテニスコート改修計画

基礎科学総合研究棟新営工事（Ｉ期）

20000913

20010115～20010909 1,644

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

00004 山越 山越 立会 山越運動場上水管改修工事 20010115 ７ 愛大埋文報Ｘ

00005

00006

城北

城北

文京２２次

文京

確認

立会

2000年度遺跡範囲確認調査
＝■■■■‐ニーーー●‐●‐つつ●つむ一勺｡■ロロロ■■■■ローロロ■ロロロ■‐‐■■｡■二口句ロロ･年｡‐一ウー●守口‐■‐■ロ■■■■■■■■■■■I■I■I■■■■■『一■仔争●一手つ■､喧二か●号．缶呉二画■一画ql■Ｌ一■Ｌ一寺l■■■I■.■■I■■

教育学部クレイテニスコート改修工事

20010123～20010124

20010123～20010124

3３

１

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

00007 城北 文京 立会 法文学部掲示板設置工事 20010315 ５ 愛大埋文報Ｘ

00008 御幸 立会 外灯設備改修その他工事 20010316 ３ 愛大埋文報Ｘ

00101 城北 文京 同窓会連合会による五葉松移植工事 20010509 ３ 愛大埋文報Ⅲ

00102 樽味 樽味 試掘 農学部寄附建物新営計画 20010607 １６ 愛大埋文報Ⅲ

00103 城北 文京２３次 本格 四国電力による城北団地構内高圧線敷設工事 20010626～20010709 17.3 愛大埋文報XIV

00104 城北 文京 立会 工学部屋外給水管布設替工事 20010801 愛大埋文報Ⅲ

00105 城北 文京２４次 本格 総合研究棟新営（Ⅱ期）工事 20011001～20020326 640 愛大埋文報Ⅲ

00106 樽味 樽味６次 本格 農学部寄付建物新営工事 20011115～20020206 1,205 愛大埋文報Ⅲ

OOlO7 城北 文京 立会 事務局構内外灯設備移設工事 20011121～20011127 ６ 愛大埋文報Ⅲ

00108 城北 文京 立会 教育学部４号館便所改修電気設備工事 20020326 1.5 愛大埋文報Ⅲ

00201 樽味 樽味７次 本格 農学部２号館改修工事 20020403～20020523 170 愛大埋文報Ⅲ

00202 城北 文京２５次 本格 情報教育棟新営工事 20020601～20021218 1,022 愛大埋文報Ⅲ

00203 城北 文京 立会 情報教育棟用地埋蔵文化財調査に伴う土木工事 20020515～20020517 １ 愛大埋文報Ⅲ

00204
､ご■■‐■■■■‐‐■■■q

OO205

00206

城北

城北

城北

文京２６次

文京

文京

本格

立会

試掘

総合研究棟等改修工事
一旬●●やむつむ今○勺■わ■｡｡■ロロ■■■■ロロロ■ロロローロ■■■■ニニー■－１■｡●‐今や苧再句Ｃ●字｡~ー●｡●ウマ①中寺■■■＝■－■■■■■■■■■■■■■■I■I■l■■■ロロ■■‐■■‐争・■■｡‐■凸－－■▲の手二コ･一宅ﾏﾆｺ令守手二

総合研究棟等改修電気設備工事

情報教育棟・放送大学愛媛学習センター新営その
他工事計画（その２）

20020719～20020809

20021021

20021127

144.7

３

愛大埋文報Ⅲ

愛大埋文報Ⅲ

愛大埋文報Ⅲ

00207 城北 文京 立会 総合研究棟新営電気設備工事 20021129 １．５ 愛大埋文報Ⅲ

00208 山越 山越 確認 2002年度構内遺跡確認調査 20021225～20021226 6５ 愛大埋文報Ⅲ

00209 城北 文京 立会 総合研究棟新営電気・機械設備工事 20030123～20030129 22.6 蕗大埋文報Ⅲ

OO210 城北 文京 立会
情報教育棟・放送大学愛媛学習センター新営電気
設備工事

20030115 １．３ 愛大埋文報Ⅲ

00211 城北 文京 立会 総合研究棟等改修電気設備工事 20030303～20030304 １．９ 愛大埋文報Ⅲ

00301 城北 文京２７次 本格 総合研究実験棟新営工事 20030529～20031024 703 愛大埋文報Ⅲ

00302 城北 文京 立会 総合研究実験棟新営工事に伴う樹木移植工事 20030527 3９ 愛大埋文報Ⅲ

00303 城北 文京 立会 放送大学愛媛学習センターサイン取設工事 20030905 3.1 蕗大埋文報Ⅲ

00304 城北 文京２８次 本格 理学部総合研究棟改修工事 20031201～20031216 45.1 愛大埋文報Ⅲ

00305 城北 文京 立会 安全衛生管理対策（実験盤等改修）工事 20040209～20040210 １２ 愛大埋文報Ⅲ

00306 城北 文京 立会
安全衛生管理対策（廃液保管庫他改修）電気設備
工事

20040304～20040305 1.4 愛大埋文報Ⅲ

00307 城北 文京 立会 安全衛生管理対策（実験盤等改修）工事 20040304 愛大埋文報Ⅲ

00401 城北 文京 立会 事務局敷地内看板基礎工事 20040716 2.5 愛大埋文報XＶ
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調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
維
礁
⑪

報告・備考

00402

00403
ﾄ◆◆●ｃｃ●｡◆ロロ｡●◆d

OO404

00405

樽味．
城北

城北

城北

御幸

樽味。
文京

文京
｡｡｡■■･の申●○一画一●‐●■■｡■辛の争口■■■■Ｐ■l■●■■‐

文京

立会

〈
云
一
今
云

｛
ユ
エ
ユ

立会

避難標識整備事業関連工事

工学部講義棟便所改修電気設備工事

給与福利課事務室新営電気・機械設備工事

寄付物件取付工事

20050124.20050131

20050301

20050324～20050329

20050223 ２

剛
一
Ｗ
一
別

蜘
一
蝿
一
燃

旭
一
趨
一
地

愛
一
愛
一
愛

愛大埋文報XＶ

00501

00502

00503

00504

00505

00506

00507

00508

00509

城北

城北
ＤＣ●◆●●●●句｡｡l

城北

一
戸
二
戸

長
一
長

東
一
東

城北

城北

城北

樽味

文京

文京
ｃ ｃ■｡｡ＣＣＣ｡‐つつ一一｡ｰ‐の÷●つつつむ●●ｃｃ◆●●句●■‐

文京

一・ ロ ロ ロ ー ロ ● － ① ● ロ ロ － つ － つ

文京
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
泉
一
一
泉

一
文
一
文

一
一

樽味

立会

立会

掘
一
会

試
室
坐

立会

今
云
一
〈
云

一
辿
室
坐

試掘

立会

生物環境試料バンク改修工事

基幹整備（舗装等）工事

共通教育講義棟避雷設備設置工事

東長戸宿舎内電柱改修工事
b‐争｡◆‐｡~－－ー･午一一一今一●‐Ｃ一●●今●今◆午｡＝一◆牟宇｡●令｡ｃｃ‐●‐●●つ･宇今･‐●●①争一●‐｡一一年一｡●■

東長戸宿舎内電柱撤去工事

事務局構内電柱建替工事（その１）
ﾄ◇‐◆凸ＣＣＣ●一合●●●‐｡●･■●●一合ロー÷●●●･◆◆印｡｡｡●のａ●･つ｡●･◆●●｡▲■･つＣ●‐○●◆①勺ｃｏｐ今凸つ◆つＣ●つ一一●｡●●‐●●‐争●●

事務局構内電柱建替工事（その２）

法文学部屋根付駐輪場設置計画
一●｡一●●◆一③Ｃつ宇心●‐凸◇｡一｡●字Ｃ◆●●今｡｡‐ｃｃ｡一●｡｡◆‐｡｡？●●‐一一●‐●●●●●｡●●●●っ｡◇むつ｡●ＣＣＣ●やＣｏｏつ●◆｡●｡●｡●‐‐や｡‐字や●①‐｡｡■一ｃ◆や●‐の●｡｡⑤◆｡●｡●●ＣＣＣ●‐一｡一一今●一

農学部附属農業高等学校暖房蒸気漏修理工事

20050621～20050707

20050824～20050826

20050824～20050825

20050831

20051028

20051104

20051114

20051115
トー●●－つ｡■‐◇｡‐・ＣＣＣ●｡●｡●｡q

20051221

78.5

38.6
･ ● － － ｡ ｡ ● Ｐ ｏ ｐ

１２．４

0.3

0.25

９
－
３

０
－
０

愛大埋文報Ⅷ

Ⅷ
一
剛
一
珊

燃
一
蜘
一
蝿

池
一
趨
一
旭

愛
一
愛
一
愛

Ⅷ
一
加
一
Ⅷ

燃
一
蝋
一
郷

池
一
地
一
池

愛
一
愛
》
愛

愛大埋文報XVI

愛大埋文報Ⅷ

00510

00511

００５１２

00513

00514

00515

城北

重信

城北

城北

城北

城北

文京

文京

文京
● ｡ ｃ ● ｡ ● ‐ ‐ つ つ ‐ 一 ● ･ 一 ｡ ｡ ● ゆ 心 ｡ ◆ Ｇ 一 色 ロ ｡ ‐ ｰ ‐ ● ｡ ｡ ｐ の

文京

文京

立会

試掘

試掘

試掘

試掘

立会

法文学部講義棟周辺環境整備に伴う樹木移植工事

医学部附属病院院内保育所設置計画

法文学部講義棟周辺環境整備計画

教育学部２号館等空調設備電源工事

工学部２号館２階女子便所改修電気設備工事

法文学部屋根付駐輪場設置工事

20060130
,-つ｡●一や‐一●｡●●･ｃｃ●~や◆●Cq

20060207

20060221

20060228

20060228

20060302～20060303

５

３
－
７

４
－
２

１．５

24.2

愛大埋文報加

蜘
一
蜘
一
蜘
一
榊
一
蜘

鯉
一
鯉
一
鯉
一
池
一
趨

愛
一
愛
一
愛
一
愛
一
愛

00601 持田
持田団
地構内

試掘 教育学部附属中学校校舎新営工事 20060403～20060407 46.5 本書

Ｏ０６０２
ＬｏＣ－凸一今◆年･●■●ロﾛ

00603

00604

00605

00606
じ◆旬●ＣＣＣロ｡●むゅ◆口d

OO607

00608

00609

樽味
h●‐｡■画凸一心一一．

樽味

持田

寺
一
寺

畑
一
畑

重信
ｐ写Ｃ－●合一｡｡｡｡ｑ

樽味

樽味

樽味

樽味

持田団
地構内

１次

樽味８次

樽味

立会

立会

本格

試掘

確認

立会

本格

〈
云

一
ユ

農学部上水道水漏れ修繕工事

農学部敷地内の電柱建て替え工事
■●ロー■■｡■ロー●■巳■ニニロ■一｡●ー印ニニー今■｡▲ーＣの◆凸口凸一●申一の凸◆●Ｃ戸①一宇●ー宇一●｡●｡｡●つゥ卓一｡●‐一◆｡●｡｡●つむ●~●◆●＝●

教育学部附属中学校校舎新営工事

附属農業高等学校果実収納庫新営工事

医学部及び附属病院敷地内の電柱建て替え工事

総合研究棟改修工事

農学部附属農業高等学校ボイラー室新設工事

20060513

20060821

20060823～20060929

20060929
■■｡■‐■‐■｡｡ーロ■ロー■■■｡‐｡ｰ■

20060929

20061109～20061110

20061204～20070126

20061221～

0.5

0.7

292

3５

2750

１８

4２

本書

本書

本書

本書

本書

本書

本書

本書

００６１０

0061l
b｡◆●｡■｡②◆●･●■◆,

00612

00613

00614

00615

北
一
北
一
北

城
一
城
一
城

城北

樽味

城北

文京

文京３０次
■ ● ○ ◆ 凸 一 ● ● ‐ ● 口 令 一 宇 ロ ゆ や Ｐ Ｏ － か ◆ ‐ ｡ ● ■ ｡ ● ● ● ■ ‐ ■ － 口

文京３１次

文京

樽味

文京

立会

本格

立会

立会

立会

立会

教育学部４号館耐震補強工事
■■■‐■＝■■■I■■■■■｡‐■■I■■■■‐■｡■‐■■l■■■■■■■｡■■■■‐｡｡一◆●凸｡▲今●●←･今今●◆今●●｡｡←Ｃ●｡｡●●＝●｡｡◆－●○つ●勺●●ｰ●●●ロ●●■ｰ■■■‐｡■ロl■■－■由｡＝＝■｡■■吟一寺＝ロー■－－｡＝●－

宮前川架橋取設他工事

法文学部２号館非常階段取設工事

屋外施設等取設工事

総合研究棟改修機械設備工事

理学部総合研究棟（Ⅱ期）等改修電気設備工事

20070126～

20070205～20070208

20070208～20070226
ｐロー＝香＝‐■■■■ロ■ロロロロロロ■■■■■■■■■■■■■■■｡■■■‐■■■ー●巳一一二一一■

20070219～20070220

20070226～20070302

20070307

１２

17.7

2５

８

21.6

5.4

本書

垂
員
書
一
書

本
一
本
一
本

本書

本書

00701

00702

00703

00704

00705

00706
じ●の●Ｃａ－ｏ｡‐Ｐ●●●d

OO707

00708

00709

城北

持田

城北
Ｂ ■ 二 画 ■ ■ ‐ ■ ニ ニ ー q

城北

城北

北
一
北

城
一
城

北
一
田

城
一
持

文京

持田団
地構内

文京
一二ニュー｡‐‐■ー＆■‐■‐ローl■‐■ロー■■■一｡■■字■‐l■巳牢

文京

文京

文京
牢●つつ＝争争一今年ＣＣｃＣＣＣ

文京

文京

持田団
地構内

２次

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

立会

本格

共通教育講義棟耐震補強工事計画

教育学部附属小学校本館等耐震改修その他工事計
画

法文学部講義棟耐震改修その他工事計画

工学部２号館耐震改修その他工事計画

教育学部２号館耐震改修その他工事計画

附属図書館耐震改修その他工事計画

共通教育管理棟耐震改修その他工事計画
■＝‐■ロー－口＝●‐■｡■＝‐●‐＝｡ｰ｡■＝ｅＩ■●ロローー■‐.■●ロロ｡■■I■■Ｉ■ロロ■■■■■‐●

弓道場的場防矢ネッ ﾄ取設工事

教育学部附属小学校本館等耐震改修その他工事

20070427

20070515

20070521

20070521

20070522～20070523

20070523～20070528

20070521～20070530

20070612～20070613

20070724～20070810

9.4

３

1.5

11.8

１８

27.8

13.2

00710 城北 文京３２次 本格 附属図書館耐震改修その他工事 20070801～20070821 2３

ただし、
20070907に追加
調査



7７

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸＶ・愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2004年度－２００６

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅥ､文京遺跡Ｖ一文京遺跡18次調査一．２O07

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅧ愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2005年度一．２００７

[関連文献］

松山市文化財調査報告書１１.文京遺跡．ｌ９７６

松山市文化財調査報告書28.文京遺跡一第２．３．５次調査一．ｌ９９２

松山市文化財調査報告書30.道後城北遺跡群．ｌ９９２

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ｉ・鷹子・樽味遺跡の調査．ｌ９８９

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅱ、文京遺跡第８．９．１１次調査.ｌ９９０

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅲ、文京遺跡第１０次調査.199l

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅳ､樽味遺跡Ⅱ－樽味遺跡２次調査報告一．ｌ９９３

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ｖ・愛媛大学構内遺跡調査集報１－１９８７～1994年度における立会・試掘確認調査成果の報告一．ｌ９９７

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅵ.樽味遺跡Ⅲ一樽味遺跡３次調査報告一．ｌ９９７

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅷ愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1995.1996年度－２００１

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅷ､愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1997.1998年度一．２００２

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅸ､樽味遺跡Ⅳ一樽味遺跡４次調査・樽味遺跡５次調査・桑原西稲葉遺跡３～５次（北吉井団地）調査一．２００３
愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ｘ，愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1999.2000年度－２００３

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸＩ・愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2001.2002年度一．２O04

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅡ、文京遺跡Ⅲ－文京遺跡１３次調査報告一．２００４

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅢ愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2003年度－２O05

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅣ､文京遺跡Ⅳ一文京遺跡20次調査・文京遺跡23次調査一．２００５

Ⅱ2006年度実施の発掘調査

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
紬
熊
㈱

報告・備考

００７１１ 城北 文京３３次 本格 法文学部講義棟耐震改修その他工事 20070820～20071024 161.5

00712 城北 文京３４次 本格 共通教育管理棟耐震改修その他工事 20070820～

00713 樽味 樽味 試掘 農学部制御化農業実験実習棟外上水道引込工事 20071102～20071102 0.6

00714 樽味 樽味 立会 育成ハウス設置工事 20071102 2.1

00715 御幸 確認 20071217
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一二一

図４２持田団地（持田団地構内遺跡）における既往調査地点
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